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注　記

この『敦煌寫本研究年報』は京都大學人文科學研究所の共同研究班「西陲發現中國中世寫
本研究」班の報告である。共同研究の報告書は慣例として一定の研究期間終了後に刊行さ
れることになっているが、本研究班では新しい試みとして毎年度の末に「年報」の形式で
研究成果の報告を行うことにした。もちろん少しでも早く成果を學界に屆けようとしての
ことである。大方の好意あるご支持をお願いしたい。また「敦煌寫本」を誌名に掲げたの
は最も一般に受け容れやすい名辭を選擇したに過ぎず、吐魯番ほか新疆各地で發見される
寫本をも視野に入れていることは當然である。
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李滂と白堅
――李盛鐸舊藏敦煌寫本日本流入の背景――

高田時雄

はじめに

　李盛鐸が所藏していた敦煌寫本計 432點は 1936年、京都大學教授羽田亨の手に
渡った1。羽田は 1938年 11月京都大學總長に選任されて後、これらの經卷を總長
室に保管し、折に觸れて研究を進めていたが、大戰末期の 1945年夏、資金提供者
の要請により戰火を避けて總長室から搬出され、兵庫縣の山間に疏開された2。こ
れらには李盛鐸舊藏分以外の寫本も含まれ、總計 736點に上る。現在すべて資金
提供者の經營に係る某企業の財團圖書館に所藏されていることは、研究者のあい
だでは公然の祕密と言ってよい。中でも李盛鐸舊藏寫本はその傳來の由來が確實
であり、且つ相當の規模を有するコレクションであるため、今日に殘された敦煌
寫本の最も有望な鑛脈として國際的な注視の對象となっている。では李盛鐸の所
藏していた敦煌寫本は如何なる經緯で日本に流入したのであろうか。本稿ではそ
の取引に關與した重要人物、李滂と白堅について考察し、その背後狀況に對し少
しく探ってみたいと思う。

一　李滂
出生の祕密

　李盛鐸の晩年、專ら木犀軒藏書の管理に當たっていたのは第十子の李滂であっ
た。李氏の死後 1939年末に木犀軒全藏書を 40萬元で當時の北京大學に讓渡した
のもこの人物であったことは比較的よく知られている3。敦煌寫本についても同樣
である。李盛鐸舊藏敦煌寫本には李盛鐸の數種の印章に加えて、しばしば「李滂」

1高田「明治四十三年 (1911）京都文科大學清國派遣員北京訪書始末」『敦煌吐魯番研究』第 7卷、
2004年、13-27頁、その「與李盛鐸的因縁」の一節を參照。

2この間の事情については、落合俊典「羽田亨稿『敦煌祕笈目録』簡介」『敦煌文獻論集』（遼寧
人民出版社、2001年、91-101頁）に詳しい。

3蘇精『近代藏書三十家』臺北、傳記文學出版社、1983年刊、28頁。鄭偉章『文獻家通考』（中
華書局、1999年）下册 1532頁、林申清『明清著名藏書家藏書印』（北京圖書館出版社、2000年）
218頁の記述もこれに據っている。但し張玉範「李盛鐸及其藏書」（もと『文獻』1980年第 3輯、
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の印記が見られることからも（圖 1）、李盛鐸晩年には李家の敦煌寫本がすでに李
滂の手に委ねられていたことが想像できる。李滂、字は少微、1907年 10月 8日の
生まれである4。李少微の如く、字で行われることが多い。家學を承けて目録學に
詳しく、30年代には北平民國大學において目録學教授であったという5。さてこの
李滂という人物には、實は横溝菊子という一日本人女性と李盛鐸との間に生まれた
という出生の祕密が隱されていたと言えば、果たして讀者は驚かれるであろうか。

圖 1: 李滂の印記

　しかしこの瞼の母を搜し求める中國青年學徒の一件は、
昭和十年（1935）九月十日、十一日の東京各紙の紙面を賑
わした話題で、當時の日本人の多くが聞き知った事實で
あった。その經緯はこの出來事があって間もなく刊行され
た『李母横溝宜人傳略』所收の李少微「生母横溝宜人傳略」
（【資料 1】）及び白堅の「書後」（【資料 2】）とにより窺い
知ることができる。【資料 3-1】～【資料 4-3】として附載
した新聞記事は、故意に假名を使ったりすることはともか
く、事實と齟齬する點も間々あり全面的には依據しがたい
が、當時の雰圍氣がよく傳わるという意味では好材料なの
で、煩を厭わず收録することにした。他の材料と併せて、以下簡單にこの事件の
經緯を振り返ってみよう。
光緒三十一年八月二十七日（1907年 9月 25日）、順天府丞であった李盛鐸は駐

ベルギー欽差大臣の命を受けたが、未だ出立に及ばない翌九月、兼ねて出洋考察
憲政大臣の列に加わることを命じられた6。出洋大臣は二手に分かれて出發するこ
ととなり、かくして李盛鐸と載澤、尚其亨からなる後發の一行は、ようやく同年
十一月十五日、日、英、法、德、比の諸國にむけて出發した。李盛鐸は、すでに
それ以前、光緒二十四年から二十七年まで、足かけ四年のあいだ駐日公使として
勤務した經歴があり、日本は曾遊の地であった。一方、横溝菊子は日本勞働運動
の創始者として著名な高野房太郎（1868-1904）の夫人であった（圖 2）7。高野

今『木犀軒藏書題記及書録』（北京大學出版社、1985年）所收の修訂稿 431頁）は北京大學への賣
却を 1940年としている。讓渡契約、圖書の受渡、代金の授受などそれぞれ時期がずれることは大
いに豫想されることで、最終的に圖書が大學に搬入されたのは 1940年になったからの可能性が高
いが、今細かな點を穿鑿することは本稿の趣旨とは關係がないので觸れない。

4李少微『李母横溝宜人傳略』（1935年李氏刊本）による。外務省情報部編纂『現代中華民國滿
州帝國人名鑑』（昭和 12年版）には 1902年生まれとするが、恐らく誤りであろう。

5蘇精、鄭偉章の前掲書に據る。なお鄭偉章氏によれば、李少微の目録學に關する著作として『千
元考』、『 亭瞥觀録』、『近世藏書家概略』等があるというが、筆者はいまだ寓目の機會を得ない。

6これはもと五人の出洋大臣の發程に際して、光復會の志士呉樾が爆彈を投げたことで負傷者を
出したため、出發が延期となり、人員についても調整が行われていたのである。

7『李母横溝宜人傳略』所載の寫眞による。
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は日本における活動が行き詰まりを見せたことから、1900年中國青島に渡り商業
に從事していたが、不幸にして 1904年 3月 12日彼の地で死去した8。菊子は二人
の子供を連れて日本に歸り、親戚のもとに身を寄せ、辛うじて生計を立てた。そ
んな中、菊子が少しく中國語を解することから、中國公使館に勤務していたのだ
とされる。その間の經緯は明かでないが、やがて李盛鐸の旅行に同行した菊はベ
ルギーにおいて一子を出産、それが後の李少微その人である。李盛鐸が宣統元年
（1909）駐ベルギー大臣を退き、歸國して天津の唐紹儀の別宅にいた頃、東京か
らの知らせで肉親の病狀が重篤であると知り、菊子はまだ幼い子を置いて一人東
京に歸って行った。それ以來、母子は相まみえる機會もなく、長年月が經過した。

圖 2: 横溝菊子

　長じてから益々生みの母に對する思慕の念を募
らせた李少微は、知り合いの白堅がしばしば日本
へ渡航することから、是非日本で自分の母親の消
息を探ってくれるように依頼する。1935年の春上
海でのこと、白堅に向かって李少微のいうには「自
分は庶出の子であって、生母は横溝菊子という日
本人である。母が自分と別れて日本に歸ってから
二十五、六年になるが、一切の音信がない。ぜひ
會いたいとは思うが、方法がない。あなたはしば
しば日本に出掛けるのだから、探しては呉れまい
か」というのである。白堅は應諾して、早速友人
の江藤濤雄に手紙を書き、氣をつけておいて欲し
いと言いやったところ、暫くして江藤が返事を寄
越した。李君の至情に感じ入ったので、多方探し
てみたけれども分からない。先日易者に尋ねてみ
たら、易者の言うには「横溝氏は秋田縣人で、今も生きている。近く會えるでしょ
う」とのことであった。そこで七月の末に白堅が東京に行った時、江藤氏の言も
あるので期待していたところ、五十日經っても音沙汰がない。九月九日に畫家の
結城素明が白堅を食事に招き、その席上、李少微の母親探しに談が及んだところ、
結城は警視廳へ行くのが一番だという。そこで翌日警視廳へ行って相談したとこ
ろ、在京各紙の聞きつけるところとなり、國際「瞼の母」だの今樣「和藤内」だの

8横溝菊子の生涯については、高野房太郎の妻であったことから、日本勞働運動史の研究者に
よって言及されることがある。なかでも二村一夫「高野房太郎とその時代（99）」『二村一夫著作
集』第 6卷（オンライン版)が詳しく、また關口正俊「その後の房太郎」『Report：情報勞連リポー
ト』（2001年 4月號所收「勞働組合の社會學」第 53回）が上記新聞記事を素材に扱っていて參考
になる。
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とセンセーショナルな記事となったのであった。
しかし新聞の效果は著しいもので、9月 10日の夕刊を見た杉竝に住む岡本小枝
子という女性が、早速翌日の未明に赤坂山王ホテルの白堅を訪問し、横溝菊子の
その後の消息を傳えた。岡本小枝子は上海で菊子と知り合い、歸國後も付き合い
があったが、悲しいことに菊子は大正三年一月廿二日に三四歳の若さで病沒した
という。亡骸は駒込の吉祥寺の高野家の墓に埋葬してあるというので、白堅は結
城畫伯と同道して墓に詣った。長年搜し求めた生母がすでに早く死んでいたとい
う知らせを受けた李少微は、東海に向かって胸をかきむしり血の涙を流したとい
うが、やがて氣を取り直し、追悼會を開催して9菩提を弔うとともに、『生母横溝宜
人傳略』を刊行した。またその後、李滂自身が日本に來て墓參をしたという言い
傳えもある10。

敦煌寫本の賣却

　さて上に述べた母親探しが白堅の日本渡航の主目的であったとは到底考えられ
ない。李滂の依頼を受けて母親探しに盡力した以外、別に重要な用件があったに
相違ない。筆者の推測では、その用件もまた李滂の委託によるものであったと思
われる。いずれにせよ白堅は 1935年の７月に來日し、秋口になって東京へ出てく
る以前は京都に滯在していた。白堅がこの年の 7月に長尾雨山に贈ったという書
物が現存しており、同書の封面に記された獻呈辭には「歳在乙亥盛夏七月自上海
來游平安之都、新得此集、謹以呈雨山先生吟壇西充白堅」とある11。これによっ

9中國東北地方の某ウェブサイト上に青坡山人が描いたとされる繪畫とそれに瞿中溶、魏標、陳
文述、徐渭仁の題詩を上下に貼り付けた（？）ものが掲載されており、所藏者李國文氏による「神
游汲古醉詩香――青坡山人繪《滿城風雨近重陽》賞析」という一文が附されている。實物を見ない
ので斷言はしかねるが、極めていかがわしい代物で、殊更に取り上げるのも憚られるが、我々に
とって興味深いのは、最下部に李盛鐸の詩が添えられ、末尾に「乙亥秋日　李盛鐸題男少微録」と
注し、さらに「支那考古學者/李滂實母横溝/大人追悼會印贈」という墨印が鈐されてあるという事
實である。「印贈」とあるからには印刷物であり、追悼會に列席した人々への記念品であったとい
う推測も可能である。いずれにせよこのようなものが存在していることから、乙亥（1935年）の秋
に李滂が生母横溝氏の追悼會を催したことが確認できる。ちなみにこのサイトは「大東北文博館」
と稱し、アドレスは http://www.1db.cn/www/liguowen001.htmである。

10關口正俊氏は、二村一夫法政大學名譽教授からの又聞きとして、次のような話を筆者に披露さ
れた。來日した李滂は墓參後、義理の姉にあたる「原田みよ」を訪問しようとしたが、周圍の配慮
によって直接會わせることをせず遠目に「みよ」を見せたということが、大原社會問題研究所では
語り草になっていたという。現在法政大學の附屬研究所となっている大原社會問題研究所は、1919
年大阪に設立され、横溝菊の夫高野房太郎の弟高野岩三郎が初代の所長であり、當時もなおその職
にあった。後掲【資料 4-1】にも見られるように、高野岩三郎は公式には李滂が横溝菊の産んだ子
であることを否定していたから、李滂と原田みよを面會させなかったのは、高野岩三郎の意を汲ん
だ措置であったと思われる。

11中林史朗「色刷り本」『大東文化』第 468號（1995年 7月）に紹介される郭祥正『青山集』が
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て、白堅が京都に居たことは明らかだが、では白堅は京都で一體何をしていたの
か？ 翌 1936年の 2月以降、李家の敦煌寫本は續々と羽田亨のもとに送り屆けられ
た12ことを考え合わせると、この時白堅が羽田と李家の敦煌寫本の讓渡に關する商
談を行っていたと推測することは決して的はずれではあるまい。後で白堅の項に
おいて詳しく述べるつもりであるが、彼はこうした文物の仲介を生業としていた。
この時、白堅が羽田亨に會ったという證據を筆者が持ち合わせているわけでは

ない。しかし【資料 3-1】の東京朝日の記事に「一子李君は長ずるに及んで我國に
學び13、京都帝大羽田博士等に愛され考古學の研究家として有數な今日を築き上げ
た」と言い、また「李君は年は若いが支那古版本の研究では世界的權威です。京都
帝大の羽田教授から博士論文を出して見てはという話があったが、父君から――
お前はまだ若い、もっと深く研究するまで待て――といはれたので日本の大學へ
論文は出さないでいる」という白堅の語を紹介しているところを見ると、李滂と
羽田との間には以前より可なりの連絡があったものと見なければならない。羽田
は 1910年の 10月、内藤湖南の紹介で天津の英租界黄家花園にあった李盛鐸宅を
訪れ、景教經典を書き寫した14。羽田と李家との最初の接觸であるが、その後も何
らかの連絡があったものであろう。李盛鐸は晩年になって訴訟をかかえたりして
經濟的に困窮しており、藏書の處分を考えねばならない狀況に追い込まれていた。
實際その衝に當たったのは李滂であるから、上海で李滂と白堅が面談したときに
は、母親探しの件はむしろ付け足りであって、敦煌寫本の讓渡先の物色こそが中
心テーマであったであろう。白堅は上海在住であり、李滂はその相談のためにわ
ざわざ天津から出掛けていったのである。李盛鐸の敦煌寫本賣却について言えば、

それで、ウェブ上でも見ることが出來る。
12上掲の高田「北京訪書始末」、21頁。
13「長ずるに及んで我國に學び」というのが日本に留學したという意味なら、それは事實だとは

考え難いが、新聞記事でもあり、深く追及しない。
14その時の樣子を羽田自身が次ぎのように書いている：「十月七日、天津英租界黄家花園に李氏

を訪ひ、手輕にこの景典を手交されて、始めて年來の渇望を醫するを得た。…（中略）…さて一應
閲覧した後に偶然北京より同行した杉村勇造氏の助を受け、即座に全卷百五十九行を抄了すること
を得た。李氏は、更にこれを寫眞することをも快諾されたのであったが、不幸にしてその日の午後
から自分が俄に病気に罹った爲、遂にその機會を失ったのは遺憾に堪えぬ。」（羽田「景教經典志玄
安樂經に就いて」『羽田博士史學論文集』下卷、京都・東洋史研究會、1958、271頁。）またその時
同行した杉村勇造の囘想も當時の雰圍氣がよく傳わり參考になる：「羽田先生はよく私に『あの時
は』といわれた。それは昭和三年の秋、二人で天津に隱栖していた李盛鐸氏を訪問し、景教の安樂
經を寫した時のことであった。誰れにも見せていないものを見せられたばかりでなく、書寫するこ
とを許されたので、先生は大喜び、私が御機嫌を損じないように老人と雜談している中に寫しとっ
て後に研究刊行されたが、これには中國の學者達も呆然として驚いていたのだから、先生には得意
な場面であったのである。」（杉村勇造「羽田先生の思い出」『東洋史研究』14-3附「羽田博士追悼
録」5頁。）
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『中央時事週報』に「德化李氏出售敦煌寫本目録」が掲載されたのは 1935年 12月
のことであるが、實はその時點ではすでに李家と羽田との間で話は纏まっていた
ものと見なければならない15。
李家の窮迫した狀況を打開するため、李滂が敦煌寫本の賣却を決斷するに至っ

たとき、實母の祖國に買い手を求めたとしても、決して不自然ではない。むしろ
羽田亨が敦煌寫本の蒐集に非常な熱意を有していることを知ったとすれば、李滂
のほうからアプローチしたというすら考えられよう。以上、李滂が李盛鐸と日本
人女性横溝菊子との間に生まれた混血兒であり、實母の祖國である日本に對して
非常な親愛の情を抱いていたであろうこと、したがって李家の敦煌寫本が羽田の
もとに齎される素地は十分に整っていたであろうことを見た。

その後の李滂

　李家の敦煌寫本を賣却してから約 5年後、李滂は李家の全藏書を擧げて北京大
學に讓渡したことは、すでに上に觸れておいた。ではその頃李滂はどのような
暮らしをしていたのであろうか？ その動靜については不明な部分が多い上、本
稿の主題とは關係がないが、僅かに知り得た一二の事柄を記しておこうと思う。

圖 3: 李滂

　注 4で言及した昭和十二年（1937）年版の外務省情報部
編纂『現代中華民國滿州帝國人名鑑』には、李滂の項目を
立てて「河北省太興縣人。一九〇二年生。原籍江西省九江
縣。元駐日公使李盛鐸の第十子にして、母は日本人横溝菊
子。津浦鐵路貨捐總辨たりしことあり。東亞經濟協會調査
部副部長、東亞協進會宣傳部主任。考古學及び目録學者。
著書は考古學に關するもの多く、その他『黄色人種存亡論』、
『横溝夫人傳』等」と解説している。ここには上に見たよ
うな民國大學目録學教授の職は見えないが、東亞經濟協會
や東亞協進會といった團體の職名に言及されている。とも
に日本の肝いりで作られた團體と見られ16、李滂が日本の大陸政策に次第に深く
關與していった軌跡が伺われる。母親探しの新聞記事にすでに「立派な親日家で
目下天津で南京政府の仕事を手傳つてをります」（1935年、【資料 3-2】）とあるか
ら、その頃から日本に近い立場に居たことは想像できる17しかし時局が混迷を深め

15筆者は、羽田がこの目録を眼にした後、極めて迅速に行動したと考えたが（高田「北京訪書始
末」、21頁）、そうではなく早い時期に内約があったのであろう。

16後者については今ひとつよく分からないが、前者は 1935年に高凌 等によって天津を據點と
し「日支親善工作」を目的として設立された。

17汪兆銘政府の役職に就いていたことは間違いないと思われる。近年の中國の著作が、例えば
「日寇侵華，曾至天津任日偽官員」（鄭偉章『文獻家通考』、1531頁）、「李盛鐸之子李滂在天津汪偽
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て行くにつれて、李滂は益々日本の占領行政にも關わっていったらしい。1940年
3月、日本占領下において華北政務委員會が成立すると、その管轄下にある河北省
燕京道尹（代理）となり、燕京道區聯合討伐隊の總隊長を兼ねた。その時分の寫眞
が遺っている（圖 3）18。1942年の 6、7月には確かにその職にあって、“惠民壕”
掘削のため人夫の徴發に從事したことを示す文書の存在することが報告されてい
る19。日中戰爭終結後の李滂については遺憾ながら全く知るところがない。

二　白堅
その經歴

　上に見たとおり、李盛鐸舊藏敦煌寫本が日本に渡り、羽田亨の手に歸すること
になった大きな要因の一は李滂の特別な出生の事情にあると考えられる。ただ賣
り手は李滂であるとしても、その取引を實行に移すべく具體的なお膳立てをする
仲介者が不可缺だったことは言うまでもない。その役割を擔ったのが白堅その人
であった（圖 4）20。今ではほとんど歴史の流れの中に埋沒してしまったかに見え
るこの人物について、その果たした役割を檢證してみたいと思う。
白堅の傳は明かでない。幸い橋川時雄の『中國文化界人物總鑑』にはこの人物

を載せているので、先ずその記事を見ることにしよう。

白堅　 1883-x　字は堅甫21、四川西充の人。日本に留學して早稻田大
學政治科を卒業、國務院簡任職存記、段執政府祕書廳編譯主任、民國二
十七年臨時政府内政部祕書に任じ、また師範學院國文教習を兼任。彼
れはかねて金石書畫の興趣多く、古石經の殘石をも藏してゐた。近く
「讀正氣歌圖史集」一卷を著はして印行、けだし師範學院に於ける講稿
である、また同好と「餘園詩社」を組織した。その他の著に「讀漢魏

政府任職」（林申清『明清著名藏書家藏書印』、北京圖書館出版社、2000年、218頁）などとするの
も恐らく別に基づくところがあるのに違いない。ただし橋川時雄『中國文化界人物総鑑』（昭和 15
年、北京、中華法令編印館發行）の李盛鐸條に「其子滂、字は少微（字を以て通行す）亦頗る嗜書
の癖をもち、現に天津縣知事である」（166頁）にいう天津縣知事の職については確證を得ること
が出來なかった。

18『舊中國掠影』(A Glimpse of Old China)、中國畫報出版社（China Pictorial Publishing House）
［1996年刊、2001年修訂版］19頁。ここには顔の部分だけをトリミングした。この寫眞の存在は
關口正俊氏の御指摘によった。この場を借りてお禮申し上げたい。

19居之芬「關于日本在華北勞務掠奪體系與強制勞工人數若干問題考」『抗日戰爭研究』2002年第
3期、135頁。同「論太平洋戰爭爆發後日本強 虐待華北強制勞工罪行」『民國 案』2003年第 2
期、98頁。

20『東京日日新聞』昭和 10年 9月 10日夕刊第二面による。
21また堅夫、山甫とも云う。さらに晩年には白隆平とも稱したらしい。それぞれ後述の該當箇所

を參照。
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石經記」、「石居獲古録」（民國二十六年上海圖書館學校出版）など。

「餘園詩社」は日本占領下の北京で結成された詩社で、社員には日中の愛好家が
加わっていた。また雅言社を組織し、定期的に『雅言』誌を刊行した22。橋川時雄
もまた同人の一人であったから、白堅とは面識があったはずで、その記事は大體
に於いて信用し得ると見て好いであろう。
早稻田大學に留學後23、中國に歸り、「國務院簡任職」に存記（任官候補者リストに載せる

こと）された。簡任職とは民國時期の文官任用方式で、最上位に特任官があるが、その

圖 4: 白堅

下に簡任、薦任、委任が續き、これらを九等に分かった。そ
の一、二等が簡任職である。國務院或いは國務總理に直屬
した。おそらく大學卒業の資格でこの職位が得られたもの
かとも思われるが、すぐには實職を得られなかったことも
推測できる。やがて 1924年 11月に段祺瑞の臨時政府が成
立すると、その祕書廳編譯主任となったらしい24。おそら
く日本語の能力を買われてのことであろう。1926年「三・
一八事件」の責任をとって段祺瑞が下野した後も引き續き
この職に留まったか否かは不明だが、その後の行動を勘案
すると、この時點で辭職したと見るべきである。民國二十
七年（1938）の臨時政府とは言うまでもなく汪兆銘の南京政府であり、師範學院
とは淪陷期北京に置かれた國立師範學院のはずである25。段祺瑞の臨時政府に職
を得てから、再び汪兆銘の南京政府下で働くまで、およそ十年以上の空白がある。
その間、白堅は一體何をしていたのであろうか？ この十年餘こそ本稿の主題と密
接に關わる時期であり、出來る限り詳しい調査が必要である。以下この時期の白
堅の活動を逐一見てみることとしよう。

書畫の取引

　さまざまな材料から白堅の行動を追跡していくと、そこから見えてくるのは書
22『雅言』は傅増湘が社長をつとめ、庚辰年（1940）正月から毎月一卷が鉛印線裝本として刊行

された。中國國家圖書館のデータベースによれば、この雜誌は 1944年まで刊行されたことになっ
ているが、筆者が確認できた最後の一册は癸未年（1943）卷一である。いずれにせよこの雜誌の評
議（員）には白堅と竝んで橋川時雄の名も見えている。

23但し卒業生名簿にはその名を載せないから、早稻田に學んだにしても卒業までは至らなかった
らしい。橋川はおそらく白堅の言うところをそのまま記録しただけであろう。

24呉佩孚の祕書長であったとする説もあるが、恐らくは訛傳。「鄧拓收購名畫風波（往事回顧）」
『人民日報海外版』2002年 12月 13日。

251938年 5月 17日に成立。王謨が院長となり、文、理、體育の 3科が設置された。國文組は、
教育倫理、日本語文、西洋語文、史地組とともに文科を構成していた。師範學院は 1942年の末に、
國立北京女子師範大學と合併して國立北京師範大學となって終戰にまで及んだ。
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畫をはじめとする美術品のブローカーとしての姿である。橋川が「かねて金石書
畫の興趣多く」と書いているように、白堅は書畫の名品を多數所藏していた。そ
の蒐集は當初、自身の鑑賞愛玩を目的としたものであったかも知れない。しかし
彼はやがてそれらを轉賣して利を收めることにも多大な熱意を傾注するようにな
る。そしてその轉賣先の大部分は日本であった。

1924年、白堅は王樹 から晉寫本陳壽三國志呉志殘卷を重價で購入した（【資
料 5-2】）。段祺瑞政府で働いていた頃である。その吐魯番寫本を白堅は後、1930年
（昭和五年）、武居綾藏に讓渡している26。新疆布政使として約十年のあいだ迪化
（今日のウルムチ）に駐箚した王樹 は、その在任中に吐魯番から發見される寫本の多
くを入手したことが知られている27。ちなみにそれら寫本のうち可成りの部分（古
寫經 28卷 8帖）はすでに 1922年に文求堂田中慶太郎の手を經て二萬圓という金
額で中村不折の架藏となっていた28。ところで白堅はその中村不折に前後少なくと
も數點の寫本を賣却している。まず第一は、上に言及した王樹 舊藏三國志殘卷
に前接する十行の斷簡である29。【資料 5-3】の内藤湖南跋によれば、この斷簡は武
居綾藏へ上記寫本を讓ったのと相前後して中村不折の手に渡ったらしい。常識的
には、これら二斷簡は白堅が 1924年に王樹 から同時に入手したものと考えるべ
きであろう30。それを二分して別々に賣却していることになる。當然そのほうが利
益が多いに違いない。そのほか不折の舊藏寫本で白堅の手を經たことが分かるも
のとして更に二點が存在する。一は【014】「摩訶般若波羅蜜經第十四」梁天監十
一年寫本であり、いま一つは【025】「佛説金剛波羅蜜經」梁大同元年寫本である。
前者について云えば、中村不折の『禹域出土墨寶書法源流考』草稿に「……余江藤
氏をして割愛の手を同氏（白堅氏）に交渉中震災の爲一時中絶せしも又萬難を排
して其三丈五尺完全無缺の梁經は終に弊齋に皈せしなり」とあると報告されてお

26【資料 5-3】を參照。この寫本は武居綾藏の死後、さらに轉じて朝日新聞の上野家の有に歸し
た。赤尾榮慶「上野コレクションと羅振玉」『草創期の敦煌學』（知泉書館、2002年）、75頁以下。

27中村不折は自身の蒐集經緯に觸れて、「其後新疆省布政使として迪化に駐在せる王樹 は其の
職に在る十年の間吐魯蕃、 善、庫車等より出土せる經卷墨蹟を三十卷に裝して愛藏せるものを金
の都合で賣るといふ」ので買ったことを述べている。中村不折『新疆と甘肅の探檢』（法帖書論集
解説）、東京、雄山閣、昭和 9年、6頁。

28鍋島稻子「不折舊藏寫經類コレクションについて」『台東區立書道博物館所藏中村不折舊藏禹
域墨書集成』（文部科學省科學研究費特定領域研究〈東アジア出版文化の研究〉研究成果、東アジ
ア善本叢刊第二集、2005年 3月）、卷下、358頁。

29書道博物館の圖録『禹域墨書集成』の圖版番號【140】。以下書道博物館所藏寫本に言及する場
合は、『禹域墨書集成』の圖版番號を【　】中に記すこととする。

30中村不折はまた別の吐魯番出土晉寫本三國志（呉志卷二十）を所有していた（圖版番號【141】、
存 25行）。王樹 の跋があるので、彼の舊藏であることは分かるが、何時中村不折の手に歸したの
かは不明である。白堅がこれにも關與している可能性は零ではない。
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り31、白堅から長安莊江藤濤雄を經て不折の所有となったことが確認できる。その
入手年代は關東大震災（1923）の後間もなくのことであった。ただこの寫卷に附
された王樹 の跋によれば、この經卷は王樹 から顧鰲（巨六）に贈られたもの
であることが知られるから、白堅が果たしてこれを誰から得たのかについては些
か問題が殘る。さらに後者についていえば、卷末に白堅の十一月十八日（但し何
れの年かは不明）の識語が見えるから、この寫本が少なくとも一時は白堅の所藏
であったことに疑いを差し挾む餘地はない32。注目すべきは前者【014】「摩訶般若
波羅蜜經第十四」の入手年代であって、もし震災後間もなくというのが事實とす
れば、白堅と中村不折との交易の最初の例ということになるばかりでなく、白堅
がかなり早い時期から書畫の取引きに手を染めていたことの證據となる。想像を
逞しくすれば、大正十一年（1922）に田中文求堂から購入した經卷一括二萬圓と
いうのも、白堅が背後に居たのではないかとすら思えるのである。中村不折が最
初に古寫經を入手したのは大正三年（1914）のことで、江藤濤雄が蘭州で購求し
た「草書經三卷」を田中文求堂を通じて納品したものである。文求堂から六百圓
でこの「草書經三卷」を購入した同年二月九日付の記録が存在するという33。一括
二萬圓の經卷には文求堂の領收書が遺っているというから、これも最後の納品者
は田中文求堂であることは否定しがたい。しかしこの場合も王樹 →文求堂→中
村不折という經路よりも、王樹 と文求堂の間にさらに誰か仲介者があったと考
えるほうが自然ではあるまいか。筆者は王樹 →白堅→江藤濤雄→中村不折とい
うような可能性も否定し得ないと思うが、もちろんこれは全く想像の域を出ない。
中村不折はまた梁素文舊藏の吐魯番寫本も相當數購入している34。梁素文は王樹
と同時期に迪化の財務官の任にあり、兩者競い合うようにして多數の寫本を蒐

集した。日本國内では現在その舊藏品は書道博物館以外にも、靜嘉堂文庫、東京大
學総合圖書館、天理圖書館、京都國立博物館に分散所藏されている35。さて現在北
京の歴史博物館に所藏される「六朝寫經殘卷」はやはり梁素文の舊藏本であるが、
そこに附された呉寶炕の跋文によれば、梁素文は新疆から北京に歸ってのち、そ
の書蹟の名品をすべて奸商の白某に售り、白某はそれを日本に轉賣しようとした

31鍋島稻子上掲「不折舊藏寫經類コレクションについて」、363頁。
32鍋島氏の上掲文には、白堅から得た分としてこの經卷には觸れていない。
33鍋島氏上掲文 358頁。
34「其の他迪化府吏員の梁素文のものも十卷程入ったのである」、上掲『新疆と甘肅の探檢』、6

頁。鍋島氏上掲文 361頁によれば、實際には計十四卷あるといい、その購入時期を昭和二年後半か
ら昭和五年秋までと推測している。

35さらに 1990年頃、日本の古書市場には梁素文舊藏寫本が何點か出現した。したがってなおか
なりの數が日本國内のどこかに眠っている可能性がある。榮新江『海外敦煌吐魯番文獻知見録』、
江西人民出版社、1996年、190-191頁。
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が、呉寶炕は辛うじてそのうちの三卷だけを買い取ることができたのだという36。
この白某が白堅であることは言うまでもない。跋文の紀年は民國戊辰 (1928)、中
村不折が梁素文の經卷を入手したのと時期を同じくする37。中村不折がどのように
して梁素文の寫卷を購入したのかに就いては確たる證據となるものがない。鍋島
稻子氏は「白許曾という人物が梁素文所藏品を買い取り、日本に轉賣したもの」だ
という一説の存在を紹介しているが38、この白許曾というのは實は白堅その人であ
ろうと筆者は推測する39。
王樹 、梁素文の舊藏寫本ばかりではない。白堅が日本への轉賣に手を染めた

古寫本は、どうやら他にも存在するらしい。それを次に見よう。近年、京都國立
博物館の赤尾榮慶氏等により三井文庫所藏の敦煌經に關する詳しい書誌學的な研
究が實施された40。また副産物として、展覽會の開催41、圖録の出版が行われたこ
とは記憶に新しい42。その研究過程で、舊藏者張廣建やこれら經卷が北三井家の所
藏に歸した經緯についても次第に明らかになってきたことは幸いである。張廣建
は辛亥革命後、1914年から 1920年まで甘肅督軍としてこの地に絶對的な權力を
築いた軍閥であった。藏經洞の寫本發見者王道士は以前から安肅道臺であった廷
棟に相當數の寫本を贈呈していたが、1917年に廷棟が横死すると、それらの寫本
すべてを張廣建が襲藏した43。その張廣建所藏の寫本は 1928年に北京在住の田中

36『中國歴史博物館藏法書大觀』第 11卷「晉唐寫經晉唐文書」（1999年、京都、柳原書店）、211
頁、插圖 13。

37不折が梁素文舊藏寫本を入手した時期は、むしろこの跋文によって更に絞り込むことが可能で
ある。

38鍋島氏前掲文、361頁。惜しむらくは「一説」の出所が示されていないので、これ以上の追究
は叶わない。

39白堅は吐魯番寫本のみならず、漢の熹平石經や魏正始石經の殘石を不折に賣却している。鍋島
稻子「台東區立書道博物館と中村不折コレクションについて」『台東區立書道博物館圖録』（平成 12
年 4月、4-5頁）によれば、「不折は昭和十七年にこの殘石十三片を中國の學者白堅より購入」し、
魏正始三體石經の「斷碑もまた不折の有に歸した」とある。石經はいわば白堅の專門とも言える分
野で、自身でも相當數のコレクションを有し、『漢石經殘石集』（民國 19年）、『魏正始三體石經五碑
殘石記』（民國 25年）の專著があった。筆者の調査では、不折の有に歸した熹平石經は『漢石經殘
石集』所收のものであるらしい。また書道博物館所藏の三體石經（第三石、第五石）も『魏正始三
體石經五碑殘石記』に收録されているが、白堅はその第三石について「今此石歸日本中村不折家」
と書き、第五石について「此石今存西充白氏與石居」と書いている。とすれば第三石は第五石より
早く、（白堅から購入したか否かは斷言し得ないが）遲くとも民國 25年（1936）以前に不折の所有
となり、第五石はやや遲れて 1936年以後のある時期に白堅から不折の手に渡ったことが分かる。

40『敦煌寫本の書誌に關する調査研究――三井文庫所藏本を中心として』（平成 12～14年度科學
研究費補助金報告書、基盤研究 (C)(1)、課題番號 12610068、平成 15年 3月）。

41三井文庫別館展示室、2004年度新春展「シルクロードの至寶敦煌寫經」（會期：1月 17日～2
月 22日）。

42財團法人三井文庫編『三井文庫別館藏品圖録敦煌寫經―北三井家―』、平成 16年 1月發行。
43富田淳「張廣建について」『敦煌寫本の書誌に關する調査研究』、32-33頁。また圖録『燉煌寫
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三郎なる人物の仲介によって昭和三年（1928）に北三井家に歸した44。田中三郎は
北京で病院を經營するかたわら、古錢を中心として古書畫等にも相當な經驗を積
んだ人物であったらしく、その關係から新町三井家の當主三井高堅と交際があっ
たという。この敦煌寫本ももとは新町三井家で購入する筈であったものが、何ら
かの理由で北三井家に入ったものと考えられている45。ところが葉恭綽が 1947年
に書いた「張谷雛所藏燉煌石室圖籍録序」（【資料 7】）を見ると、「その後張廣建が
得た約 200卷は、大半が西充の白堅に歸した」と述べられているのである。これ
を信じるならば、張廣建の寫本はある時期にほとんど白堅の所藏に歸していたこ
とになる。もちろん葉恭綽がこの序文を認めた 1947年には、張廣建舊藏の敦煌經
はすでに 20年近く前に白堅の手を離れて三井家の有に歸していたのであって、葉
恭綽はそのことを知らない。田中三郎と白堅を結びつける材料は今のところ存在
しない。しかしこの取引の場合、田中三郎が單なる仲介者に過ぎなかったことは、
納品目録末の金額内譯に「金壱千五百円田中三郎手數料」と明記してあることで
想像し得る。それ以前に白堅がさらに誰かに轉賣していたという證據がない以上、
當面白堅が田中三郎を仲介者として三井家に售ったと考えて然るべきであろう46。
中村不折にせよ三井家にせよ、取引先はともに東京方面だが、では白堅と京都

との關係はどうだったのであろうか。ここで少し京都の學術界との關係を見てお
こう。1925年、内藤湖南は白堅から唐寫本説文解字殘卷を讓り受けた。現在國寶
の指定を受け、武田科學振興財團「杏雨書屋」の所藏となっているこの殘卷を、湖
南は京都文科大學清國派遣員として同僚とともに北京に赴いた際、端方から見せ
られた47。それ以來、愛着の思い斷ちがたく入手の機會を伺っていた湖南は、大正

經』、54-55頁。
44現在、九州大學文學部にも田中三郎舊藏の敦煌寫本が數點所藏されているが、これは田中三郎

の死後、嗣子の田中三男氏から昭和 24年に九州大學が購入したものだという。坂上康俊「九州大
學文學部所藏〈敦煌文書〉の來歴」『史淵』第 141輯（2004年 3月、1-24頁）はこの田中三郎とい
う人物を追跡した興味深い論考である。田中三郎はまた中村不折とも若干の取引があったようで、
不折は「尚ほ洛陽出土朱書綏和四年の錫壺は其の頃北京に居った田中三郎氏より送り來り」と書い
ている。中村不折『新疆と甘肅の探檢』、10頁。ちなみにこの錫壺は中村不折『禹域出土墨寶書法
源流考』の卷頭を飾っている。

45清水實・樋口一貴「三井文庫所藏敦煌寫經の傳來と調査の經緯」『敦煌寫本の書誌に關する調
査研究』、17-21頁。同文はまた圖録『燉煌寫經』の 47-53頁にも加筆訂正稿が掲載されている。三
井文庫には田中の納品目録が遺っており、その表紙に「昭和三年六/十一月兩度ニ田中三郎北京ヨ
リ持參、今井町三井家御買上、支那甘肅督軍

張廣建所藏 燉煌發掘古寫經目録」とあって、田中三郎が北三井家に納
めたものであることは明かである。また目録末には「右代金総額壱万六千五百円也」とあって、購
入代金が分かる。この目録全部の寫眞は上記報告書の 12-16頁に掲載されている。

46上掲の富田淳「張廣建について」には「張廣建の收藏品の一部は、白堅の手を經て、昭和三年
（1938）に三井家の有に歸した」とあるが、果たして何に據ったものであろうか。何等の典據が示
されていないのがたいへん氣になるが、要は筆者の想像と一致する。

47當時湖南が記した跋には「庚戌十月 (1910)初四、陶齋尚書見示唐寫説文、眞天下奇寶也。我邦
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十四年（1925）、遂にこの天下の奇珍を入手する機會を得たが、すんでの所で白堅
に先を越されてしまった。それを種々交渉の末、ようやく白堅から湖南に割愛す
る運びになった。翌年湖南の恭仁山莊を訪れ、その説文の末尾に白堅が認めた識
語48によれば、彼は羅振玉より湖南の該博な學問を聞き私淑していたこともあっ
て、江藤濤雄の説得により讓渡することに同意したのだという49。また中國は政情
不安定で、典籍の災厄に遭うことが多く、この書が平安の都に藏されるのはよろ
こばしいとも書かれている。少なくともこの時點で白堅と京都學派とのあいだに
繋がりが出來たことは間違いない。
昭和 6年（1931）4月 27日、東方文化學院京都研究所が外務省の岩村成允書記
官に提出した『東方學報・京都』の配布先リストの末尾近くに白堅の名が見えて
いる50。このリストには先ず圖書館、大學、研究所等の機關が列擧され、次いで個
人名が擧げられているのだが、個人の場合はほとんどが大學の教授など著名な學
者乃至文化人であって、白堅のような存在は極めて異例である。中國人としては
他に錢稻孫の名が見えるが、それは泉壽文庫として擧げられているので51、個人と
しては白堅が唯一の例とも言える。白堅が如何に京都の中國學界に食い入ってい
たかを示す事實といえよう。白堅はしばしば日本に來ていたらしく52、その主たる

亦曾有此書數行、今已不知落在、可惜。同觀者狩野直喜、小川琢治、瀧精一、富岡謙藏、濱田耕作
也。日本内藤虎次郎拜識」とある。また歸國後、明治四十四年（1911）二月十一、十二兩日に催さ
れた「報告展覽會」には、この寫本の寫眞が「端方氏藏」として展示されている。『京都帝國大學文科

大學清國派遣員 報
告展覽會目録』、19頁。

48杏雨書屋編『新修恭仁山莊善本書影』掲載の寫眞による。その 10頁を見よ。
49但しこの場合も實際の取引には仲介者があり、それは湖南愛顧の博文堂原田氏であった。湖南

の博文堂宛書簡（一は大正 14年（1925）12月 9日付原田庄左衛門宛、一は同 12月 22日付息子の
原田悟朗宛、『内藤湖南全集』第 14卷所收、その 569、570頁）は、白堅の識語とは異なりずっと
實務的な事柄が書かれていて、入手價格は約三千圓、搬送には慎重を期して外務省の公文便を使っ
たことなどが分かる。白堅が湖南の華甲記念に贈呈したという美談として語られることもあるが、
實際には明々白々たる賣買であった。

50外務省外交史料館所藏の東方文化事業關係ファイル「東方學報の配布先に關する件」（6-162-5）。
51泉壽文庫は錢稻孫が私邸で經營していた日本書を中心とするコレクション。このリストでは錢

稻孫の名が錢湯孫と書かれているが、もちろん誤記である。
52董康が［民國］二十三年（1934）一月に長崎から上海へ向かった際の日記に次ぎのようにある。

「二十一日、晴。晨起、檢點行篋。九時、見窓外長崎丸停泊山下。別居停主人、詣領事署辭行、時
（張）羽生領事尚偃臥、至東濱町二枝鼈甲店購飾物數事。登舟遇南京總領事須磨、靜嘉堂文庫職員
今關竝白堅甫、今關贈余四僧詩一册。堅甫則由長春回、詢問遼左情形、與日本新聞無異。午後一時
出帆、遙見羽生在海岸致別、蓋伊來時余適在客座與諸人談話、瞬即箏鳴、遂倉卒登陸也。四時許、
風浪驟作。晩餐僅五六人。預作函致小林」（『書舶庸譚』卷七）。これによれば白堅は 1933年の暮れ
に東北の長春に出向き、1934年 1月日本に來たり、また上海に去ったらしい。これは一例に過ぎ
ないが、問題の 1935年の前年のことである。この時期、毎年のように日中間を往來していたこと
が推測できる。京都大學人文科學研究所に漢魏石經の拓本集「漢熹平石經殘字」（民國二十四年拓
本）「漢熹平石經殘字」（民國二十五年西充白氏拓本）「魏正始石經殘字」（民國白堅輯、民國二十四
年拓本）「魏正始石經殘字」（民國二十四年西戎白氏拓本）及び『魏正始三體石經五碑殘石記一巻』
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目的はいずれも商用だったと思われる。1929年、傅増湘父子に同行して日本に來
たときなどは、通譯を期待していた傅増湘を旅舍に置いたまま自分の用事に走り
回っていたために、すこぶる傅増湘の機嫌を損ねたりした（【資料 8】）。
以上くだくだと白堅の文物賣却について述べてきたのは、李盛鐸舊藏敦煌寫本

が李滂から白堅を通じて羽田亨の手に歸した事實につき直接の證據が存在しない
現在、出來る限りの情況證據を提出しようという意圖からである。白堅はそれま
でにも敦煌・吐魯番文獻を中村不折や三井家に賣却した經驗があり、日本における
こうした文物に對する強い興味を充分に承知していた。京都の學者との交際が深
まるにつれ、京都でも敦煌寫本に對する需要があることがよく分かったに違いな
い。とくに羽田亨には敦煌寫本の蒐集を組織的に進めようという考えがあり、經
費面でも有力な後ろ盾を持っていたから、或いは日頃から白堅に敦煌寫本購入の
斡旋を依頼していた可能性もある。したがって李滂が李家の敦煌寫本を譲渡する
意志のあることを聞いたとき、一も二もなく話が纏まったのであろうと想像する。
『東京朝日』の記事に「京都帝大羽田博士等に愛され」とか、「京都帝大の羽田教授
から博士論文を出して見てはという話があった」とかいうことが紹介されている
のは（【資料 3-1】）、白堅の談話に基づくものであることは言うまでもないが、白
堅が殊更に羽田の名を出しているところなどは、その直前に京都で羽田と會った
ときの印象がなお腦裡にあったためと思われる。

その後の白堅

　職業柄とも言えようが、白堅は李滂に比べるとその行動範圍が格段に廣く、交
友關係も極めて豐富である。そのためもあってか、白堅の名は樣々な文獻に散見
する。本稿の目的からは多少逸れる嫌いはあるが、その後の白堅の動靜について
管見に入った事實の二三を紹介しておこう。すべて文物に關わる事柄である。
まず 1937年の末、白堅は陸機の「平復帖」を日本に轉賣するために入手しよう
として果たせなかったことがある。中國の國寶級文物であるこの書跡は、當時溥
儒（心畬）の所藏であった。その頃溥儒の持っていた韓幹「照夜白圖」が上海の
商人によって外國に賣られたことを聞いた張伯駒は、この書跡も外國に流出する
のではないかと恐れ、傅増湘の仲介で、白堅と競いながらかなりの無理をして購
入した。購入價格四萬元。白堅は日本人に轉賣すれば二十萬でも容易に賣れると

（民國二十五年西戎白氏與石居排印本）が所藏されている。すべて白堅が東方文化學院京都研究所
に寄贈したもので、圖書室保管のカード目録によれば「白堅甫先生捐」「白山甫先生捐」「白山甫君
捐」などと注記されている。おそらく白堅が自ら持參したものと想像され、この想像が間違いでな
ければ、白堅は 1935年に加えて、1936年にも京都の研究所を訪問していたことになる。
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言ったと傳えられている53。1956年、張伯駒はそれを國家に捐贈し、現在は故宮
博物院の所藏となっている。白堅は文物の入手には相當の手腕を有していたよう
で、彼の手を經て多くの逸品が日本に渡っている。しかし常にうまくいったわけ
ではなく、時には失敗もあった。このエピソードは正に失敗の一例である。

1942年末54、日本軍の一部隊により南京で玄奘三蔵の遺骨が發見され、大きな
話題となったことがある。その遺骨を日本軍から當時の南京政府に移管すること
になり、翌 1943年の 2月 23日、中國側は褚民誼外交部長、日本側は重光葵大使を
はじめとする官民多數が出席して盛大な移交儀式が擧行された55。その時、同時に
分骨が行われ、玄奘の遺骨は五分された。一は洛陽の白馬寺に送り、一は廣東の七
十二烈士の墓に合葬し、一は日本大使館を通じて東京へ、一は南京に留めて九華
寺に安置し、さらに最後の一は北京に送ることになった。その北京への移送に當
たった人物の中に、南京住民の代表として白堅がいたらしい56。してみると白堅は
この時期、南京に住んでいたことになるが、『中日文化協會兩周紀年特刊』（1943）
の末尾に載せる「南京中日文化協會會員名册」にも「白堅」の名が見えるから、た
ぶんその通りなのであろう。上で見た北京師範學院の職はこの時すでに辭してい
たのかも知れない。ただ白堅はまた 1943年（昭和 18年、民國 32年）の 10月時點
で、華北民衆團體反共大同盟理事長として「正義日本の往事に立還れ」という談
話を殘しているので57、ずっと南京に居たかどうかは分からない。あるいは玄奘の
遺骨を搬送したあとも北京に留まったのかもしれない。ここまでが戰前期におけ
る白堅の動靜である。

53張伯駒『春游紀夢』「陸士衡平復帖」、新世紀萬有文庫之一、遼寧教育出版社、1998年、4-5頁。
54正確には民國三十一年十二月二十三日。
55春日禮智「玄奘三藏の遺骨發見」『ひのもと』昭和 18年（1943）5月號、37-39頁、谷田閲次

「大報恩寺三藏塔遺址發掘の顛末」『支那佛教史學』第 7卷第 3號（1944年）、13-20頁を參照。特
に後者は發掘後實際の調査に當たった擔當者の報告として貴重である。

56他には南京の佛教會を代表して寳華寺の妙原和尚、北京の臨時政府から出馬を要請された五臺
山の爽癡大師、さらに官界を代表して參贊武官の張恒などが移送のため準備された飛行機に同乘し
た。當事者の一人である張恒が後年その時の樣子を書き留めている。張恒「在南京發現的唐玄奘遺
骨」『江蘇文史資料選輯』第 10輯、1982年 12月、江蘇人民出版社、227-229頁。この一文による
と、その時の樣子は次のようであったらしい。當時の雰圍氣の一端を傳えるエピソードである。飛
行機が飛び立つと、妙原和尚が言った。「爽癡大師、あなたは北京の佛教會から派遣された特使で
すから、骨箱を持って眞ん中に座らねばなりません。昔の沙悟淨のお役目です。白堅居士、あなた
は白馬の化身かも知れませんから、爽癡の一つ前の席に座って三藏法師があなたに騎っているかた
ちにしましょう。張恒氏は武官でもあり、中央から派遣された正使ですから、右側に座って三藏を
お守りする責任を負って下さい。もちろん孫悟空のお役目です。わたくしめは小さな寺の和尚にす
ぎず、學問も淺いので、せいぜい猪八戒というところです。」

57木村英夫『民族の咆哮―祕録・聖戰と皇軍その實態』（1995年、東京：雲母書房刊）、310～314
頁。編者の木村氏は、白堅を紹介して「氏は華北に本據を有する反共大同盟及敬天會の指導的地位
にある老鬪士である」と書いている。
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新中國の建國は、それまで日本に極めて近い立場にあった白堅には嚴しい時代
の到來であったことが豫想されるが、詳しいことは分からない。ただ白堅の晩年
の姿が一、二傳えられているので、それを紹介しておこう。

1955年のことである。すこぶる金石書畫に趣味のある老人が偶然、重慶市郊外
の化龍橋李子壩の骨董の屋台で古い小さな硯を發見した。これまでの經驗から一
見してその價値を見出した老人はすぐさまそれを購入した。やがてこの硯は友人
の白隆平（すなわち白堅）によって北京にもたらされ、當時吉林省博物館の館長で
あった張伯駒に賣却された。この古硯こそ曹寅舊藏にして、『紅樓夢』ゆかりの珍
品“脂硯”であった58。上で見たように、張伯駒はかつて陸機の「平復帖」を競っ
た相手であったが、今回は白堅のほうから賣り込みに來ることとなったのは因縁
であろうか。
さらに 1961年のある日のこと、白堅夫と名乘る老人が鄧拓のもとを訪れた。蘇

東坡の「瀟湘竹石圖」を賣りたいというのである。蘇東坡の藝術に深い關心を抱い
ていた鄧拓は、一見してこの畫幅に魅せられ、5000元という大金を工面して白堅
から購入した。一方白堅は、鄧拓のところへ來る以前、買い手を求めて諸方を尋
ねる中、贋物と疑われたこともあり憤懣やるかたない思いを抱いていたが、鄧拓
が正當に評價してくれたことに對し、まさに知音に巡り會ったと滿悦至極であっ
たという。鄧拓がこの繪畫を購入したことで、後に中國文化界に大きな波紋を引
き起こすことになるが、あまりにも本稿の主題から逸れるので、ここではそれに
觸れない59。いずれにせよ晩年の白堅が經濟的に行き詰まり、手許に殘った所藏品

58現在、長春の吉林省博物館所藏。胡邦煒「脂硯芳踪――一件與曹雪芹有關的歴史文物的故事」
『歴史知識』1981年第 4期、53-56頁。この文章にも注記してあるが、白隆平は即ち白堅その人で
ある。周汝昌『紅樓夢新證』（増訂本）、1976年、人民文學出版社、940頁に「脂硯即端方舊藏、由
重慶白堅甫攜來北京」とある。白隆平という名はおそらく戰後になって白堅が用いた化名あろう。
近年ネット上で公開されている玄奘遺骨に關する雜多な記事にも、白堅ではなく白隆平の名を用い
るものが多いが、當時すでにこの名を用いていたものではない。おそらく白隆平が白堅であると
知る人物が、玄奘遺骨移管式典について言及する際に、後の名を使用したのが典據となり、それが
轉々コピーされているものと思われる。ちなみに白堅自身も早くから古硯に趣味を持っていたらし
く、1928年（民國 17年）1月、後藤朝太郎の來燕を機縁に開催された「中日古硯會」に所藏品を
出品している。『文字同盟』第 11號 (1928)“學藝大事記、一月”に「楊嘯谷、謝樹生、袁勵準、白
堅甫等、均陳列其所珍藏之逸品。而葉恭綽、辜鴻銘、袁勵準等、亦來參觀」とある。

59その顛末については、蘇雙碧・王宏志「鄧拓收購名畫迪風波」『炎黄春秋』、2002年 11期（総
第 128期）、65-68頁を參照。ところで該文に據れば、白堅は「瀟湘竹石圖」と同時期に蘇東坡の別
の畫卷「枯木怪石圖」も購入所持していたが、こちらは早い時期に日本に賣ってしまったという。
かつてこの繪畫が日本の某氏藏であったのは確かなようだが、現在は所在不明である。日本では
「枯木竹石圖」とも呼ばれ、これまで『書道全集』第 15卷「中國・宋 I」（平凡社、1954年刊）の圖
版 90、Oswald Sirén, Chinese Painting（London & New York, 1956-58）, Vol.III, Plate 180などにそ
の寫眞が掲載されている。また湊信幸「宋人筆とされる枯木竹石圖について」『鈴木敬先生

還暦記念 中國繪畫史
論集』（吉川弘文館、1981年刊）241頁の注 (25)にも言及がある。
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を切り賣りすることで生計を立てていたことが窺われる。また一方で、これまで
の自身の經歴と鑑識眼に對する自負心を失っていなかったことも想像できる。以
上、書畫等の取引を中心として白堅の經歴を辿ってきたが、感心させられるのは
白堅の關與した文物がみなそれぞれに極めつけの一級品であったことであり、こ
の方面における彼の見識の高さを認識させられる。

おわりに
　なんども繰り返すが、李盛鐸舊藏敦煌寫本が白堅の手を經て羽田亨の手中に歸
したという直接的な證據は何一つ存在しない。しかし白堅がその他の敦煌吐魯番
寫本に關與した經緯と、李滂と白堅をめぐる當時の樣々な狀況とを総合すると、こ
の二人が核心的な役割を演じた可能性は極めて大きいと考えられる。李滂は母の
生國に對して心情的に強い親近感を抱いており、李家の敦煌寫本を日本に賣り渡
すことに心理的な抵抗はなかったであろう。問題は如何にして買い手を探すかで
ある。白堅は日本の市場動向を人一倍熟知し、最良の顧客を嗅ぎ分ける能力では
餘人の追隨を許さないプロフェッショナルであったが、買い手に供給する良質の
商品が常に必要であった。兩者の思惑は完全に一致していたのである。新聞紙上
を賑わした母親探しの美談の背後で、この重要な取引が成立していたとすれば、非
常に興味深いことと言わねばならない。

白堅關連年表

この年表は白堅自身に關わるものを主とするが、直接關係する證據のない事項につ
いても參考として掲出した。それらは網掛けで標示してある。

　　年　次 　　　　出　來　事
1883（明治 16年、光緒 9年） 出生（四川西充の人）
1922（大正 11年、民國 11年） 12月、中村不折、王樹 所藏古寫經 28卷及

8帖を田中文求堂より二萬圓で購入。
1924（大正 13年、民國 13年） 王樹 より晉寫本陳壽三國志呉志殘卷を重價

で購入（後、武居綾藏を經て、朝日新聞の上
野家に歸す。）

1925（大正 14年、民國 14年） 12月、内藤湖南、白堅より唐寫本説文を讓り
受ける。

1928（昭和 3年、民國 17年） 北京に於いて開催された「中日古硯會」に出
品。

1928（昭和 3年、民國 17年） この年、梁素文の吐魯番寫本の多數を購入。
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1928（昭和 3年、民國 17年） 北三井家、田中三郎より張廣建舊藏の古寫經
131點を 16,500圓で購入。

1929（昭和 4年、民國 18年） 9月、傅増湘とともに日本に來る。
1930（昭和 5年、民國 19年） 『漢石經殘石集』『景真本東坡潁州祷雨詩話』

一卷附考證一卷を上梓。晉寫本三國志殘卷を
武居綾藏氏に讓渡。また同じ頃、別の三國志
殘卷を中村不折に讓る。

1931（昭和 6年、民國 20年） 張元濟、傅増湘の爲に上海、天津間を往復。
1931（昭和 6年、民國 20年） 『東方學報・京都』の配布先リストに白堅の

名あり。
1934（昭和 9年、民國 23年） 年初、日本に來たる。
1935（昭和 10年、民國 24年） 7月～9月來日し李滂の母横溝氏を搜索。羽田

亨と李家の敦煌寫本讓渡につき折衝（?）。
1936（昭和 11年、民國 25年） 2月以降、羽田亨、李盛鐸所藏の敦煌寫本を

陸續入手。
1936（昭和 11年、民國 25年） 『魏正始三體石經五碑殘石記』を上海で刊行。
1943（昭和 18年、民國 32年） 春 2月 23日、南京で玄奘三藏遺骨の移交儀式

に參加。
1943（昭和 18年、民國 32年） 10月、華北民衆團體反共大同盟理事長として

「正義日本の往事に立還れ」という談話を殘す。
1955（昭和 30年） 曹寅舊藏の“脂硯”を張白駒に賣却。
1961（昭和 36年） 蘇東坡「瀟湘竹石圖」を 5,000元で鄧拓に賣

却。

【資料１】生母横溝宜人傳略
　生母横溝氏諱菊子，日本國埼玉縣人，後居東京呉服橋畔，以受優婆夷戒法，號梅薫貞香。
光緒乙巳，家大人先後拜出使比利時國及考察各國政治大臣之命，以是年十二月蒞。明治天
皇款洽優渥居芝離宮。時母年二十五，議侍家大人赴比國，與在滬眷屬同行，居使署凡三載，
温恭淑愼，克盡厥職，歳丁未十月八日生少微。宣統己酉隨侍還朝，至天津寓香山唐少川丈
別墅，適得東京訊，以親老病劇，歸甯情切，時時啜泣，家大人感其誠許之。時少微甫離懷
抱，顧復恩甚，憐戀小子，涙忽忽承 ，悲咽不成聲，蓋人生之慘酷矣。癸丑夏，家大人再
游日本，謁明治天皇桃山御陵。後至東京，母來會，欲相將返國，但以親年益耄，侍養無人，
躊躇再四，實難兩全。因以玩具寄賜曰：“使兒他日睹物興懷，毋忘海外有母也。”少微童昏，
不知其悲。洎長念母，始切形諸夢寐，疊向東友訪詢，卒无確耗，默計異日學成自立，當親
往海東訪省，以伸烏私，以慰聖善。今歳之秋，西充白山夫堅渡日本，少微重懇探詢，因晤
岡本小枝子、小林萬子兩女史，始審吾母以大正三年歳在甲寅一月二十二日卒于東京芝區金
杉町寓所，計年三十有四，葬于本郷區駒込吉祥寺佛殿之前。烏 有願未償，吾母竟長逝耶。
睽隔遼遠，存沒不聞，生缺定省，死阻音問，東望海天，椎胸泣血。有兒如斯，抱恨曷極，
悲夫悲夫，謹濡涙和墨，書其大略。先後助少微尋訪母氏者，西充白君外，有天津李鶴仙松
年、日本結城畫伯素明、白岩子雲丈龍平、江藤氏濤雄、和田氏昇一、坿識于末，以誌不 。
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倉龍乙亥孟冬　　德化李少微泣譔
（『李母横溝宜人傳略』1935年刊より）

【資料２】讀李子少微生母横溝宜人傳略書後
　…(前略)…今年春少微十兄在上海相晤，一日語堅曰：“吾固家大人之庶子也。生母姓横溝
氏，名曰菊子，日本人也。別而還國廿五六年矣。缺絶音郵，思欲見之，其道無由。子時往
日本，冀爲尋之。”堅感其至誠曰：“諾。”即馳書東京之友江藤濤雄氏，乞其留意也。未幾得
江藤書曰：“感李孝子至誠，已多方尋之，未能得。昨者詢諸卜人，卜人曰：‘横溝氏爲秋田
縣人，今固生存，不久當見之云。’”七月之末，堅游東京，思因江藤氏而獲見之也。待之五
旬，終不獲也。九月九日結城素明畫伯召余飮，因爲語李子尋母之事。畫伯曰：“茲事舍訪
之警視聽，終無得也。聽中之一國人名至悉，爾者有八十年前之一人，憑之得其所往蹤跡，
可概見也。”翌朝因往警視聽人事相談課，具道其詳。其第九席主者，主尋人蹤跡者也。俄
而新聞記者紛集，不移時而孝子尋親新聞徧全國矣。十一日朝侵曉，有岡本小枝子女史者來
余所居之山王旅館，出寫眞一紙曰：“此李子所尋之母也。沒已二十二年矣。葬之吉祥寺域
中。”即驅車與結城畫伯偕詣吉祥寺，得其墓而掃拜之。至是乃得其詳焉。…(後略)…
乙亥歳十月中西充白堅識於天津
（『李母横溝宜人傳略』1935年刊より）

【資料 3-1】友人に託して探す支那の青年學徒、尋ねるは横溝菊子（秋田縣人）さん。警
視廳でも一肌脱ぐ、國際「瞼の母」。
　かつての駐日支那公使を父とし日本婦人を母として生れ、今は眞摯な考古學の研究家と
して天津日本租界秋山街二〇一に住む親日學徒李昭睦（30）が幼くして別れた瞼の母を何
とかして探し出したいと友人を介して九日警視廳人事相談係に頼み込んだ—李君の父李盛
金氏は三十二、三年前支那公使として東京に駐在していが、やがてベルギー公使に榮轉し
た。その時同伴した日本婦人横溝菊子さんが今李昭睦君の尋ねる瞼の母である。ベルギー
で一子李君が呱々の聲をあげてから三年程して母は夫と愛兒に別れて一人日本に歸國した
といふまでがハッキリしている事實で、そのご父盛金氏は支那に歸って國民政府參議院々
長の要職につき、一子李君は長ずるに及んで我國に學び、京都帝大羽田博士等に愛され考
古學の研究家として有數な今日を築き上げたが、愈母戀しさがつのり、かつて日本に遊學
の際も易者に見て貰ったり友人に色々智惠を借りたりしたが、秋田縣人横溝菊子だけでは
どうにも仕樣がなく今日に及んだ。最近友人であり同じく考古學の研究家、上海佛租界姚
之教路樹德坊三街六號白堅氏が日本へ視察の途に上るのを知って、同氏に母のことを詳し
く話して助力を依頼した。白堅氏も李君の心情に同情し今赤坂山王ホテルに滯在している
が、一日日本畫家結城素明氏に相談したところ警視廳人事相談係に行って見なさいと教へ
られて同係に頼み込んだもので、同係でも李君のあはれな心情に打たれ早速防犯係に移し
て瞼の母秋田縣人横溝菊子さん（現在五十二三歳?）を探してやることになった。
“見つかれば天津へ同伴する。李君の心情を語る白氏。”山王ホテルで李氏は語る。「李君
は年は若いが支那古版本の研究では世界的權威です。京都帝大の羽田教授から博士論文を
出して見てはという話があったが、父君から—お前はまだ若い、もっと深く研究するまで
待て—といはれたので日本の大學へ論文は出さないでいる。しかし日本の學界にも認めら
れてゐる青年學徒です。將來中日兩國親善の楔として大いに役立つ人であらうと思ひま
す。ただ心配なのは同君が南京政府に關係する仕事をしている關係上、半分日本人だと判
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れば、排日の連中に憎まれて仕事に支障を來しはしないかということです。それで成るた
け、本人の名を公表しないでこつそり母親を探さうとしたのですが、それでは一向埒があ
かないので、警視廳へお願ひした譯です。若し母親が見付かり、そして事情が許せば、李
君は日本訪問の上、天津へその方を連れて行く積りでゐます。また私は未だ二、三週間滯
在しますので、早く判明すれば、都合によっては、私が天津までお連れしてもいゝと考へ
てゐます。」（『東京朝日新聞』、昭和 10年 9月 10日夕刊第二面）

【資料 3-2】若き支那考古學者の惱み、日本の母いづこ。卅年前の駐日公使李氏の息、警
視廳へ探査願ひ。
　いまは支那の少壯考古學者である元駐日支那公使の令息が「生みの母親」の日本婦人を
慕ってその搜査方を頼みこんできた—八日朝のこと、目下赤坂の山王ホテルに滯在中の白
堅（52）氏といふ支那の考古學者が警視廳の防犯係を訪れて「友人の息子が母親の日本婦
人に會ひたがっていますからどうか探してやつてください」と願ひ出たが、その友人とい
ふのは卅年前に駐日支那公使（後に北京政府の參議院議長）であった人、いまは上海に在
住して餘生を送る李盛鐸（78）氏、そして當の令息といふのは李昭睦（30）氏＝假名＝と
いつていま支那一流の考古學者である。話は卅年前にさかのぼつて李盛鐸氏がまだ駐日公
使として日本に在任中秋田縣人の横溝菊（52）さんといふ日本婦人と懇ろになつてその間
に生れたのが昭睦君だつたが、その後李盛鐸氏はベルギー公使となつて彼の地に赴任する
ことになつたので「お菊さん」と別れたうへ昭睦君ただ一人をつれて日本の土地を去つて
しまつた。ところがいたいけなその昭睦君が大きくなつてからのこと父親李盛鐸氏は「お
前のお母さんは日本婦人である」といふ祕密をうちあけたので、生みの母親戀しさの昭睦
君は「なんとかして一眼お母さんに會ひたい」と矢も楯もたまらず、數年前にもわざわざ
日本に人をよこして探させたけれども慕ふ母親の消息は杳としてわからなかつた。ところ
で昭睦君はいまでは天津の日本租界秋山街二〇一に居をかまへて立派な考古學者として成
人してゐるので「立派に成人したこの自分をぜひとも母親に見せて喜ばせたい」といふ念
願を起して易者に母親の安否を占はせたところ「存命中」と出たので大喜び、考古學の研
究のため渡日する白堅氏に母親「お菊さん」の搜査方を頼んだので、三週間前に上京した
白堅氏は友人の結城素明畫伯と相談のうへ警視廳に出頭したものである。
“母の血を引く親日家、白堅氏は語る。”山王ホテルに滯在中の白堅氏は語る。「李盛鐸さ
んは江西省九江縣の人で今から卅二年前支那の光緒廿四年に駐日公使として二年間日本に
滯在しました。その後歐米視察などして白耳義公使に歴任し、第一次革命の際には山西省
民政官をやりました。晩年は參議院の議長として活躍された名望家で、昭睦さんも父の血
を引いた立派な政治家です。この八月はじめ私が美術の研究で日本に渡るといふのを聞い
てかねてから母戀しさに悶えてゐた昭睦さんはその切な心持を私に打開けどうか東京に行
つたら日本の母親を探してくれないかと頼まれました。昭睦さんはまだ日本に來たことも
なく日本語も出來ませんが母の血をひくだけに立派な親日家で目下天津で南京政府の仕事
を手傳つてをります。」（『讀賣新聞』、昭和 10年 9月 10日夕刊第二面）
【資料 3-3】
瞼に殘る日本の母、慕ふ今樣「和藤内」。元駐日公使の息、思ひ餘り警視廳に搜査を頼む。
　三週間前から山王ホテルに滯在中の支那の考古學者、上海佛租界姚主教路樹德坊三の六、
白堅氏 (52)は九日朝、警視廳に吉岡防犯係長を訪れ、知人の天津日本租界在住李昭緯氏の
依頼によって李氏が廿七年前に生別した實母、横溝菊子さんの搜査を願ひ出た。李昭緯氏
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の父は廿年ほど前に駐日公使であった李盛鐸氏 (78)で、そのころ支那公使館に雇はれてゐ
たのが横溝菊子さんであった。李公使はその後ベルギー駐在公使に轉任し菊子さんを伴っ
て赴任し同地で生れたのが李昭緯氏であった。それから昭緯氏が三つの時ある事情から菊
子さんは別れて日本へ歸ったもので。爾來廿七年李公使は今は政界を引退して悠々自適の
生活を送り、昭緯氏は天津で考古學の研究に沒頭してゐるが、日支間の空氣が緊張するや
同氏は日支親善の楔となって活躍するかたはら、瞼の母を搜して東奔西走している。この
ほど前期の白堅氏が渡日するに際し同氏に母の搜索を依頼したもので、白氏は知人の結城
素明畫伯に相談した結果、警視廳に願ひ出たものである。父の李盛鐸氏は進士出身の老官
僚で、日清戰後駐日公使をすること二年後ベルギー公使、山西提法使、山西民政長、江西
省議員、參政院參政を經て宣統六年農商總長、同八年參議院議長となり、後閑地についた。
“秋田の婦人　白堅氏の談。”「李昭緯さんは年は若いが有名な考古學者で、内藤湖南博
士にも知られてゐます。三歳の時に別れた母親に是非會ひたいとの一念から日本の占ひに
もたのんだり苦心して搜してゐます。横溝菊子といふ方はたしか秋田縣の生れだとか聞い
てゐます。私はこれから京都に行って搜査をお願ひする豫定です。」（『東京日日新聞』、昭
和 10年 9月 10日夕刊第二面）

【資料 4-1】國際瞼の母。廿年前に世を去り、今は幻の母に。白國から歸り寂しい晩年。白
堅氏もガッカリ。
　支那の生年學徒李昭睦氏（30）が友人白堅氏を介して遠く異國日本に探す瞼の母横溝菊
子さんは既に二十一年前病死して今は「梅熏貞香信女」の戒名も淋しく駒込吉祥寺の墓地
に眠るまぼろしの母と化し去っている事が判った。
　十日朝杉竝區天沼二ノ五七一岡本小枝子さんという婦人が赤坂山王ホテルに白堅氏を訪
ね、「お探しになっていられる菊子さんはもうこの世の人ではありません」と悲しい一言
を前置きに一切の事情を告げた。それによると菊子さんは若い頃法學博士高野岩三郎氏の
令兄房太郎氏に嫁してその間二女をもうけたが、房太郎氏は間もなく青島で客死したので
同女は二女を引きつれて上京してきた。李氏の父盛金公使に伴われてベルギーに渡ったの
はその頃のことであった。ベルギーから歸朝してからはどうした事情か芝區金杉二ノ二七
に一人淋しく暮らしていたが、大正三年七月二二日死亡、その後高野家の同情で房太郎氏
の墓と竝んで埋葬されているというのである。白堅氏は早速警視廳に出頭、盡力に對して
感謝したが、若い友人の落膽を思いやってか、何となく淋し氣なその姿に警視廳の人々も
痛く心を打たれていた。
“小枝子さん語る。”杉竝區天沼二ノ五七一岡本小枝子さんは語る。「二四、五年前横溝さ
んとは上海でお知り合いになりました。横溝さんはその前、高野房太郎さんの奧さんでし
たが、高野さんが青島で客死されたので二女の中、妹のみよ子さんを連れて歸朝する途中、
上海へお立ち寄りになったのです。その後東京で李さんと結婚なすった事を手紙で知りま
した。李さんに連れられてベルギーへ行く途中にも上海にお立ち寄りになって二、三日お
遊びになったこともあります。ベルギーから歸朝後東京の親戚に身を寄せて居られてその
頃私も東京に歸っていたので御交際はしていました。高野氏の方で面倒を見ていられた樣
です。」
“そんな子は信ぜられぬ。”（高野岩三郎博士談）〔大阪電話〕横溝きく子さんの義弟に當る
大原社會問題研究所長高野岩三郎博士は菊子さんの在りし日を追憶しながら語る。「御紙の
記事を見て横溝きく子という名前を見、然もベルギーにいたことがあるというので若しや
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姉のことではと思ったのですが、年齡の點が符合しないし秋田縣出身とあったので同名異
人だろうとあっさり考えていました。嫂のきく子は當時東京呉服橋一流の貸席の娘でパリ
パリの江戸ッ兒で亡兄房太郎の妻で常に行動を共にしていましたが、明治三十七年房太郎
が青島で病沒してからは二人の子供を連れて歸國、暫く私の許にいたことがあります。そ
の後きく子もまだ若かったので私が足手まといの二人の子供を引取って翌明治三十八年離
籍し横溝の姓に還った譯ですが、その後支那公使館に出入りしていた所から、明治三十九
年公使についてベルギーへ行ったこともありました。明治四十二年頃だったでしょう、私
は二度目の外遊の際ベルギーで彼女と親しく會談しました。それから間もなく單獨で歸國
し大正三年東京で淋しく病氣し、その靈は私の手で懇ろに葬り、東京吉祥寺に亡兄の墓と
竝べて建墓し、また私がベルギーで彼女に會った時にも又歸國してからもその間に新しい
子供が生まれたなどという事實は全く聞いたことがなく又信用出來ません。嫂から引取っ
て私が親代わりとなって養育した子供達の内一人は病氣で死にましたが、姪の方は立派に
成人し現在某良家に嫁いでもう母親になっています。あれから三十年も經った今日横溝き
く子が瞼の母だと名乘る方が出て來られても私にはどうも信ぜられないことです。」（『東
京朝日新聞』、昭和 10年 9月 11日夕刊第二面）

【資料 4-2】唐人公使の“お菊さん”、李君夢の實母は哀れ語らぬ墓石、ゆかりの吉祥寺に
眠る。
支那人を父に、日本人を母に、奇しくもいみじき星まわりの下に生をうけた支那の若き考
古學者、元駐日公使李盛鐸氏の令息昭睦（30）=假名=君の國境を超えた母子愛の情熱―
「母よ、生あらば出でよ」の一念はどうやら通じたが、しかし年月の流れと生死不定の人
の身は哀し「おゝいとしのわが子よ」と温かき手をさし延ぶべかりしその母は、いまは言
葉なき一片の白骨と化し去って、爾來廿有二星霜、異境にある異種のわが子の成人をよそ
に、冷めたく、靜かに眠り續けているのであった。「八百屋お七の寺」として有名な本郷
駒込の吉祥寺、その境内の墓地の一隅に苔むしたさゝやかな一基の墓、戒名も「梅熏貞香
信女」となにやら一掬のロマンチックな匂いを殘して眠るのが、その母―ピエール・ロチ
の「お菊さん」ならぬ、これこそ唐人公使の「お菊さん」の變わり果てた姿である。
“お菊さん前身、高野博士令兄の妻。死別して上海から歸國後の國際愛、大正三年淋しく
逝く。”十日の朝四時頃だった、前日警視廳に搜査方を願い出て「生みの母」の出現を祈り
つつ山王ホテルにまどろんでいた白堅（52）氏の曉の夢を破って電話のベルが響いた。電
話の主は杉竝區天沼一ノ五七一岡本小枝子（62）さんだ。「貴方のお尋ねになっている横溝
菊子さんは廿二年前に亡くなっています…」という電話である。驚いた白堅氏はすぐ小枝
子さんをホテルに招く一方、親身になって世話をしてくれている親友結城素明畫伯の來訪
を求めた。午前八時岡本小枝子さんが山王ホテルに訪れた。上海時代からの知り合いだっ
たという小枝子さんの話によると、横溝菊さんは大原社會問題研究所の法學博士高野岩三
郎氏の實兄正金銀行員高野房太郎氏の夫人で、上海支店に勤務する房太郎氏とゝもに上海
に在任中夫が死亡したのでお菊さんは一兒みよ子を連れて内地へ歸った、その後當時駐日
公使であった李盛鐸氏と知り合って奇しき縁しに結ばれた。明治卅二年李氏がベルギーへ
轉勤したのでお菊さんも一緒に彼の地へついて行って其處で昭睦氏を産んだ（既報取殘さ
れたというのは誤り）それから幾年か、異國における夢のような生活に破綻の日が來てお
菊さんは愛兒昭睦氏を李氏の手に殘したまゝ單身歸朝して芝區金杉二ノ二七に侘住まいを
しながら高野岩三郎氏の仕送りで細々と暮らしていたが大正三年一月廿二日病を得て卅四
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歳の若さで淋しく逝いてしまった。そこで岩三郎氏が施主となって高野家の菩提寺本郷駒
込吉祥寺町の吉祥寺に葬られたというのだ。この意外な物語りを聞いた白堅氏は小枝子さ
んに案内されて、電話、畫伯と同道で吉祥寺に赴いた。同寺の墓地の一隅に苔に蔽われた
一基の墓碑「高野家之墓」と刻まれた石碑がお菊さんの眠る墓であった。同寺の過去帳に
も「横溝菊」の名が載っているので探し求めた「日本の母」の變わり果てた姿に間違いな
いと白堅氏も涙ぐみながら默祷を捧げた。
“せめて李君に墓詣りさせたい。感慨の白堅氏語る。”墓參を終えて山王ホテルに歸った白
堅氏は親友の「瞼の母」が既に他界していたことを知って落膽に面を曇らして語る。「私
からの知らせを待ち侘びているに違いない李昭睦君に早速知らしてあげようと思っていま
すが、この話を聞いたらさぞ李君は悲しむことでしょう。岡本小枝子さんから菊子さんの
晩年のことについて聞きましたが、何でも獨り淋しく暮らして餘り幸福でもなかったよう
でした。しかし高野岩三郎博士が兄さんの恩に酬いるという意味で菊子さん宛に毎月の生
活費を送ってやっていたそうです。岡本さんのお話ではこの高野家のお墓の中に菊子さん
の遺骨も葬ってあるということです。岡本さんも菊子さんのお葬式に立會われたとのこと
ですから間違いはないと思いますが、高野博士にもう一度よく當時の事情をお伺いしてみ
たいと考えています。そしてはっきりと事情が判明したうえで李君も近いうちに必ず渡日
してお墓參りすることでしょう。しかし李君もお母さんの晩年の模樣が解ったこととて悲
しみのうちにも必ず喜んでくれることゝ思います。」
“新聞を見て思い出す。岡本さん語る。”お菊さんが本郷吉祥寺に葬られていることを白
堅氏のもとに知らせた岡本小枝子さんは當時を追想して語る。「何分この話はかれこれ廿
四五年前の古いことなので私もすっかり忘れていましたが、昨日の夕方新聞を見て思い出
したような次第です。そしてお菊さんのことをよく知っている私が出たらと思いまして白
堅さんにお電話したようなわけです。お菊さんが不幸にもすでに亡くなってしまわれたこ
とは李さんには甚だお氣の毒ですがこれも運命でしょう。しかしこれで李さんもよく事情
がおおわかりになって安心されることでしょう。
（『讀賣新聞』、昭和 10年 9月 11日夕刊第二面）

【資料 4-3】今樣「和藤内」の母、哀れ既に地下に。ロマンスに飾る數奇な半生。吉祥寺
墓地に埋む。
　既報、元駐日支那公使李盛鐸氏の令息李昭緯氏が瞼に殘る日本の母横溝菊子さんの搜査
を警視廳に依頼したといふ新聞記事を讀んで十日朝杉竝區天沼二の五七一岡本小枝子さん
が山王ホテルに滯在中の白堅氏を訪れ、横溝菊子さんのその後の消息をもたらしたが、岡
本さんの話によって菊子さんは今は亡き人であることが確かめられた。岡本さんは菊子さ
んが死亡した當時、自ら施主となって葬ったといふ親しい間柄で、同女の話は次の通りで
ある。菊子さんは法學博士高野岩三郎氏の令兄房太郎氏の夫人で、青島に生活してゐたが、
房太郎氏は菊子夫人と二人の女の子を殘して同地で死亡したので歸國、その後菊子さんは
愛兒と別れて李公使と共にベルギーへ行って李昭緯さんを儲けたが、ある事情から菊子さ
んは別れて日本に歸った。そして大正三年一月廿二日卅四歳で故人となり「梅薫貞香信女」
となって八百屋をお七で名高い駒込吉祥寺墓地に埋葬されたといふ。これを聞いた白堅氏
は菊子さんが死亡したと聞いて非常に落膽し警視廳に出頭して盡力を謝し「日本の新聞紙
の反響の大きいのに驚きました。おかげ樣でこんなに早く事情がわかりましたが、すでに
故人となったと聞いて氣の拔けたやうにがっかりしてしまひました」と語った。なほ白堅
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氏は相談相手の結城素明畫伯ならびに岡本さんと同道、同日午前十時駒込吉祥寺に菊子さ
んの墓を詣でたが獨立した墓はなく故高野氏等とともに高野家の墓地に埋葬されてゐるこ
とを確め、住職の案内で高野家の墓地を展じ香華を手向けた。同寺の過去帳を繰ると「横
溝きく、大正三年一月二十二日、卅四歳」と書かれてあった。
“「せめて寫眞を愛兒へ送らう」墓參して白堅氏語る。”赤坂山王ホテルに投宿、今樣「和
藤内」の瞼の母を李昭緯氏に代わって探す白堅氏は、十日菊子さんの消息が判明したので
大喜びで語る。「今朝四時半ごろ、まだ私が寢てゐる時、未知の岡本小枝子さんといふ人
から電話があり、菊子さんがもう亡くなってゐること及びその時の模樣が詳しくわかった
ので、すぐホテルに來ていたゞくやうにお願ひした。その後結城素明氏にもホテルへ來て
いたゞき、岡本さんと三人で吉祥寺のお墓まゐりをして來ました。李さんには手紙ですぐ
知らせます。また、岡本さんがもってゐたたゞ一枚の寫眞も手紙に同封して天津に送りま
せう。さぞ喜ぶことゝ思います。
“大磯で亡くなった。岡本さんの話。”「私の別れた夫が正金銀行上海支店在勤時代に菊
子さんとお知り合ひになりました。もう廿四、五年前のことです。菊子さんは青島で高野
房太郎氏と死別され、その後上海から東京に歸り、李さんの許に行かれたやうです。その
際結婚すべく上海に來られたのですが、東京に歸ってからも暫く交際致してをりました。
大正三年大磯で亡くなられましたが、高野家で死後の一切を處理したやうです。
“菊子さんの先夫、わが勞働運動の先覺、高野房太郎氏。”〔保田發〕高野房太郎氏につ
き大内兵衞氏は語る。「横溝菊子といふ人は知りませんが、その人の夫であったといふ高
野房太郎氏は明治廿年ごろアメリカにゐて、アメリカ勞働運動の先覺者として有名なゴム
バースに愛され歸朝後、日本で勞働運動をやった人で、片山潛氏の先輩、日本勞働運動史
の第一ペーヂに出てゐる人です。勞働運動に失敗し窮乏して青島に渡り明治卅四、五年ご
ろ客死しました。遺兒のうち一人は倉敷紡績會社の原田技師の夫人です。」（『東京日日新
聞』、昭和 10年 9月 11日夕刊第二面）

【資料 5-1】白堅「晉寫本三國志呉志殘卷跋」
　右晉人書呉志虞翻陸績張温傳殘卷，自翻傳權於是大怒之怒字以下，至温傳臣遠境止，計
八十行，行十四、五字，有十六字者，中有蠧缺，餘存字一千九十許…（中略）…余爲西充
産也，西充文獻，有史以來陳壽氏爲最尊，茲何幸此書之誤，由余小子校正之，私幸何窮，
願天下治三國志者，同正斯誤也。上虞羅雪堂藏有元康年寫經，持以相校，風格姿態，正是
同時，陳壽氏晉元康間人也。卷中有雌黄四處，想見當時讐校之精審。此卷出自新疆 善土
中，今年秋至都，或曰當是北涼時，講之中土，藏之其地者。旦夕展觀，令人不知今世有蝸
角蠻觸之爭。甲子冬十一月既望，西充白堅識於 門仲山甫才齋。（『支那學』第 3卷第 11

號、大正 14年 8月、83頁）

【資料 5-2】羅福成「晉寫本三國志呉志殘卷校字記」
　晉寫本古籍，中土至爲希見。此卷長五尺，計八十行，毎行字數多寡不一，首尾殘缺無年
月。近年出土於新疆省吐魯番，爲予友白君堅發見，遂以重値得之，珍如拱璧。（『支那學』
第 3卷第 11號、大正 14年 8月、82-83頁）

【資料 5-3】内藤湖南「晉人寫三國志殘卷跋」
　自西域墟墓石室中出古簡牘卷 ，漢晉人手跡，皆得目睹於二千載之下。但其卷 率多佛
經，至於經史百無一二。余遍閲内外收儲，其乙部最古之本爲瑞典人歇丁博士所獲於樓蘭廢
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墟戰國策 (燕策)斷簡，小隸書止七行。余睹諸獨國萊不窒古典館，蓋魏晉之間書也。在我邦
則武居君所藏三國呉志虞翻陸績張温傳殘卷隸書八十行晉人書，出於吐魯蕃土中，爲王陶廬
樹 所獲，既歸戈齋白堅，白堅再歸之於吾友武居君。是二本者實爲宇内無上祕笈矣。古本
呉志與今本異同之處，陶廬嘗擧三十三事，然尚有遺漏者。陸績傳志存儒雅，今本存作在，
張温傳故屈卿行，今本故上有以字。又有校語誤者，陸張二傳皆云呉郡呉人也，元刻本毛刻
本並與此同，陶廬謂今本陸傳刪呉郡二字，張傳呉郡下刪呉字者，未必然也。又虞翻傳翻子
竦，今本作聳，陶廬以古本爲筆誤，張傳功冐 天，今本 作溥，陶廬謂宜從古本，則太拘
古字通用者，不須改也。…(中略)…武居君已獲此本後、白堅復獲其殘簡十行，歸諸中村不
折，乃虞翻傳文，宜接此本前，余獲其照片，因臨冩于左方，便讀此本者，併攷焉。昭和五
年八月。（『湖南文存』卷五、今『全集』第 14卷（筑摩書房、1976年）129-130頁による。）

【資料 6】中國歴史博物館所藏『六朝寫經殘卷』呉寶炕（宜常）跋
　梁素文自新疆歸燕，所有名蹟全市于奸商白某，販售東瀛。予與白某奮鬥得購留三卷。此
卷寫經十四段，前四段及弟七、弟八、弟十、弟十二、弟十三各段，皆晉人書；弟五、弟六段
六朝人書；弟九、弟十一、弟十四各段隋唐人書。王晉老所謂科斗筆法者，實章草筆意耳。
各段各有妙法，即其劣處，知非今人所能及。此我國古時文化所在，惜以個人之力未及保存
于萬一也。　民國戊辰 (1928)呉宜常識。
（『中國歴史博物館藏法書大觀』第 11卷「晉唐寫經・晉唐文書」1999年、京都、柳原書店）

【資料 7】張谷雛所藏敦煌石室圖籍録序
　蓋敦煌石室藏物之散出，可分爲數類，一爲史坦因所取，二爲伯希和所取，二者世已周知，
三則當史坦因未至之前，已有少許散出，蓋亦王道士輩之所爲，縁村人喧傳可以治病却邪，
故恆出資向道士索去供養，地方官吏亦恆有用爲饋贈者，前後當有數百卷。厥後張廣建、許
承堯、莘壽樞等所得，殆皆此類，蓋出土在先而集藏在後也。張、許、莘皆于民國初年官甘
肅。四則清宣統二年由學部調取後付存今北平圖書館之九千餘卷，其到京以後之中飽，誠如
谷雛所聞，其時官中册報有卷數而無名稱及行款字數，故一卷得分爲二三，以符原數，其精
英皆歸李氏，次及劉幼雲廷琛，李之親家。又次及李之戚友，其得分惠二三卷至十數卷者亦
不鮮。五則史坦因伯希和以外德意志、日本、美利堅各圖書館，亦曾得大批，其時間不詳，
殆皆在運交學部之前或隨後別于當地搜購者。
　綜上所述，由敦煌整批流出之圖籍，不外此數。厥後張廣建所得約二百卷，大半歸西充白
堅，以後聞又散出，許承堯所得分批售出，余曾與友人共購得七八十卷，餘皆零售，莫可踪
迹。莘壽樞所得不少，或尚在其家。其散在國外者，聞英、美、德、法今皆無恙，獨日本所
得藏之旅順圖書館者，恐已毀失矣。
　至李、劉、何所得，何早卒，除其生前贈友者外，餘聞亦歸李氏。世僉知李、劉二氏多佛
經以外之，偶露鱗爪，固難窺其秘也。近年李、劉皆去世，所藏始分別散出，余曾介南京圖
書館購入二百餘卷。聞劉氏有佳品約百卷歸于張君厚，張固劉戚也。李所藏由家屬析分，各
售不復能聚，谷雛所得，殆即其類。抑李氏藏品亦有由市賈轉售而加以裝飾附會者，此亦不
止李氏藏品爲然。北方敦煌各品，均有仿制，以畫壁最爲流行，造像次之，經卷最少，以書
法不易仿也。間有以眞迹剩紙仿寫者，其僞易售，然細辨終能別也。谷雛所藏各品，固無疑
義，然李氏藏印顯係市賈所加蓋，木齋無自加藏印以發其復之理，且刻工均劣，較之其藏書
印章，判若霄壤，此與書畫之強補印章，同爲蛇足，明眼所宜辨也。（一九四七年冬）
（葉恭綽『矩園餘墨』，新世紀萬有文庫之一，遼寧教育出版社，1997，170-171頁)
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【資料 8】己巳（1929年）東瀛訪書日記
［九月］十三日　至堅甫（白堅）寓、觀其新得熹平石經、極佳。又觀魏尺、唐尺。
十七日　午後抵長崎。過崇福寺。
十九日　游雌雄瀧（注：神戸の布引の瀧）。六點半到西京。
廿四日　到此已五日，堅甫辨己事他去，我父子語言不通，困居旅舍，不能出游，煩悶異
常，聊書此自遣耳。
十月初四日　余初意先住奈良，縁堅甫所事非西京不辨，而余父子均不通言語，需人而後
行，故留滯西京至半月之久，擲黄金于虚牝，可惜殊甚。
（傅熹年整理『藏園日記鈔』摘録，『文獻』2004年第 2期より拔粹）
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『敦煌寫本研究年報』創刊號（2007.03）27-52頁

中央研究院歴史語言研究所傅斯年圖書館藏
「敦煌文獻」漢文部分敍録補

齋藤智寛

はじめに

中央研究院歴史語言研究所傅斯年圖書館藏「敦煌文獻」は、近年公開の進む中
小規模の敦煌文獻コレクションの中でももっとも遲く全容が知られたものの一つ
であって、正確な目録の整備やいわゆる眞僞問題を含めた史料價値の判定が現段
階での急務であろう。これについては、すでに鄭阿財「臺北中研院傅斯年圖書館
藏敦煌卷子題記」1、および「傅斯年圖書館敦煌文獻網站」2によって目録の作成や
入手經路の檢討がなされており有益であるが、部分的には補訂も必要である。そ
こで拙稿では、これらの成果を基礎としながら寫本の内容と來歴について若干の
新知見を提供し將來の議論にそなえることとしたい。敦煌文書の眞贋判定につい
ては、内容からする方法、入手經路からする方法、料紙や字體などを檢討する寫
本學的方法などがあり最終的にはそれら諸要素を總合して判斷するべきである
が、拙稿はおもに前二者についての檢討ということになる3。

一、傅圖藏「敦煌文獻」概觀
傅斯年圖書館では現在 49點の「敦煌文獻」を藏しており、その内譯は漢文 36
點、西藏文 9點、西夏文 1點、回鶻文 1點、佛像卷子 2點である。ただし、「回
鶻文 1點」とは回鶻文『華嚴經』といくつかの回鶻文および漢文の小斷片を貼り
つけたファイルをまとめて 1點に數えているのであって、嚴密な點數はもっと多
くなる。その來歴は題跋や檔案資料から推測できる例もあるものの過半は明らか
でない。しかも、西夏文文獻（『六祖壇經』）がすくなくとも藏經洞の封藏品でな
いのは論を待たないし、回鶻文文獻についても、整理ファイルには「唐寫本？」4

との書き込みがあるがWebサイトでは 13世紀の寫本と推定されており、後者が
正しければこれも藏經洞出土の寫本ではない。Webサイトにおいて「後設資料
1　『呉其昱先生八秩華誕敦煌學特刊』1999年 6月。以下、「鄭目」と略す。
2　http://lib.ihp.sinica.edu.tw/c/rare/dunhuang/index.htm。以下、たんに「Webサイト」と言えばここ
を指す。
3　寫本學的方法については、藤枝晃、赤尾榮慶らによる一連の仕事があり、赤尾「敦煌寫本の書
誌學的研究―近年の動向を踏まえて―」（『日本學・敦煌學・漢文訓讀の新展開』汲古書院、
2005年）に學史がまとめられている。いっぽう榮新江は、眞偽判定法について「その出所や傳承
過程を明らかにしたうえで、さらに料紙や藏書印などの外觀について鑑定をおこなうのがもっと
もよい。そして重要なのは内容から判斷することで、その寫本に關連する歴史や典籍の知識によっ
て檢討するのである」（『鳴沙集』新文豐出版、1999年、114–115頁。『敦煌學十八講』北京大學出
版社、2002年、364頁）と概括する。
4　http://lib.ihp.sinica.edu.tw/c/rare/dunhuang/metadatahtml/188171/188171_a01.htm
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（metadata）」の「Site」欄がすべての寫本について「敦煌？」と疑問符をつけ、「館
藏簡介」欄がこれらの寫本群を「中古時期的文獻」と總稱するのは、こうした事
情を考慮しての愼重な措置であるとおもわれる。
現在、傅圖藏「敦煌文獻」はそのすべての畫像がWebサイトで公開されてい
るほか、The International Dunhuang Project（IDP）のサイトでも漸次公開がすす
んでいる5。特にことわりのない限り、筆者はこれらインターネット上の畫像に
もとづいて考察をすすめている。編號については、Webサイトを標準とし、（　）
内に「鄭目」の編號をおぎなう。たとえば 188074（23）とあれば、傅圖 188074號、
鄭目 23號の意である。

二、定名
最初に、いくつかの寫本についてより嚴密な定名を提案したい。ただし、ここ
で取り上げるのは後章で來歴を檢討するさい目に付いたものに限られており、そ
の他の寫本に問題がないことを保證するものではない。

188074（23）節鈔摩訶般若波羅蜜經
「鄭目」は「摩訶般若波羅蜜經卷第十至十九殘卷」、Webサイトは「摩訶般若波
羅蜜經」とする。しかし、「鄭目」が「鈔〈佛母品〉首段三十八行、〈願樂品〉尾
十二行」と指摘するようにこれは完全な寫經ではなく節略本である。これについ
て陳垣『敦煌劫余録』の「摩訶般若波羅蜜經［後秦鳩摩羅什譯二十七卷］」類を
閲すると、服 17（3470）、鹹（3471）、閏 29（3472）、閏 37（3473）、宇 26（3474）、
昃 56（3475）の六種について「摘鈔」であるとの注記がある。陳氏はこれに特
別な名稱を與えてはいないが、「燉煌本古逸經論章疏竝古寫經目録」には「節鈔
摩訶般若波羅蜜經　六卷」が著録されており6、陳氏の擧げる六卷に對應するも
のとおもわれる。そこで研究の便宜上、傅圖本にも同じ呼稱を提案したい。
なお、本寫本の首題は「摩訶般若波羅蜜經佛母品第四十七」に作り、中題は「摩
訶般若波羅蜜經願樂品第六十三」に作るが、大正藏本ではそれぞれ「佛母品第
四十八」（T8、323a）、「淨願品第六十四」（T8、358b）に作っており、調卷と品
名に異同がある。これについて「大正新脩大藏經勘同目録」を參考すると、佛母
品については神護景雲二（768）年寫聖語藏本が「第四十七」としており、品名、
調卷ともに一致する7。「願樂品第六十三」はいささか複雜で、元本と唐寫聖語藏
は「願樂品」に作るものの品數は第六十四で一致しない。神護景雲寫聖語藏本
は品數こそ第六十三で一致するが品名が「願樂隨喜品」であってややことなる8。
房山石經（唐刻）も「願樂品第六十四」である9。だが佛母品の状況とかんがえ
あわせて、神護景雲寫聖語藏本と同じ配卷のテクストを元にした節略本であると
は言える。「鄭目」が「『摩訶般若波羅蜜經』には二十七卷本、三十卷本、四十卷

5　http://idp.bl.uk/
6　「二、北平京師圖書館所藏燉煌寫經総目録」參照（『法寶総目録』第一冊、1058c）
7　『法寶総目録』第一冊、209頁下。
8　『法寶総目録』第一冊、209頁下。
9　『房山石經（隋唐刻經）』2（華夏出版社、2000年）142頁。
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本がある。敦煌本は四十卷本である」と按語をつけるのは、こうした事情を指し
ているのであろう。

188088（07）涅槃經節鈔
「鄭目」は「大般湼槃經卷第十八至廿殘卷」、Webサイトは「大般湼槃經」とする。
しかし内容は節略本であるし、尾題にも「要第二」とあって、筆寫者じしんの意
識も同樣であったとおもわれる。節略の程度はやや思い切ったもので、梵行品を
五部分に分けて摘録したのち、嬰兒行品の冒頭 28行（大正藏でも 28行分）を抄
寫している。以下に大正藏第 12册のページ數と行數によって。節録状況を示し
ておく。

卷第十八梵行品
（首缺）
1、 「尊不畢竟湼槃是故」（472b14）～「外用名之爲藏」（472b16）
2、 「善男子大湼槃經常不變易」（472b25–26）～「不畢竟入於湼槃常住无變

雖有是典不須演説」（472c1–2）
3、 「復次善男子若佛初出得阿耨多羅三藐」（473b17）～「當知是法久住於世」
（473b22–23）

卷第二十梵行品
4、 「爾時佛告阿闍世王言大王今當爲汝說正」（483a14）～「恆爲怨家之所

追逐无有一法能遮諸有」（483a20–21）
5、 「大王夫眾生者名出入息斷出入息故名爲煞諸佛隨」（484b18–19）～「而

起繞佛三匝辭退還宮天行品者如雜華中説」（485b11–12）
卷第二十嬰兒行品
6、 「男子云何名爲嬰兒行善男子不能起住」（485b14）～「眞金想使上不啼」
（485c12）

本寫本の呼稱についてだが、北京コレクションの中に『湼槃經』の節略本が多
數ふくまれており、『敦煌劫余録』ではこれらに「湼槃經節鈔」の擬題をあたえ
ている10。次に述べるように傅圖本は北京諸本ときわめて密接な關係を有してい
るので、傅圖本についても「湼槃經節鈔」と呼ぶのが適當であろう。
さて、北京本「湼槃經節鈔」諸本の特徴として赤松孝章氏は、①抄出の仕方
としては、くり返しや譬喩を省いている、②加點が打たれ、③脱字は小字で追
加されている、の三點を擧げるが、これらの特徴は傅圖本にも見ることができ
る。まず抄出態度であるが、たとえば傅圖本第 8–9行「不須演説」と「復次善男
子」の間には大正藏本にして約 63行の省略がなされているが、省略箇所には「寧
ろ………と説くとも、如來の法滅すると説言すべからず」という譬喩の反復や
10　『敦煌劫餘録』第八帙第三八四葉。なお、赤松孝章「敦煌出土寫本にみる湼槃經傳承の一形態」
（『印度學佛教學研究』32-1〔通巻 63〕1983年 12月）と陳氏とでは、「湼槃經節鈔」とみなす寫本
の範圍がことなる。拙稿では赤松氏にしたがい、洪 29（6601）、鱗 11（6602）、薑 73（6603）、鹹
63（6604）、地 20（6605）、調 38（6607）、翔 99（6608）、雨 86（6610）、海 7（6331）の 9點を「湼
槃經節鈔」としてあつかう。

29



（472c）、さまざまな状況下での佛法の存續可能性を場合分けして列擧分析する一
段が含まれており11、北京本の特徴に一致する。次に、二十四行目の「夫眾生者」
の「夫」字は行傍に小字で加えられており、校勘の跡をのこしている。また全體
に朱點がほどこされているのも共通點の一つであるが12、傅圖本、北京本ともに
明らかな誤りや不適當な斷句がまま見られ、加點の方式、水準までも共有してい
るのである13。加えて、傅圖本尾題の「要第二」と洪 29（6601）中題の「大般湼

槃經第廿九要略」も、類似のひとつに數えてよいだろう。
また、京都國立博物館所藏守屋孝藏蒐集古寫經の中國部分にも、「湼槃經節鈔」
の存在がつとに報告されていた。筆者が實見したところ、全體に朱點がほどこさ
れ、やはり朱筆で校勘がなされるなど傅圖本、北京本と密接な關連を有している
ようである。しかしながら傅圖本が高さ 32cmの褐色がかった黄檗紙を用いてい
るのに對して、守屋本は高さ 26.8cmで鮮やかな黄色を殘す料紙に書寫されてお
りすべての點が共通するわけではない14。一群の寫本の性格解明にはさらなる檢
討を要するだろう。
なお、Webサイトの畫像で本寫本を見ると裏打ちの紙の上にまで文字があるこ
とにはなはだ困惑するが、現物を閲覽したところ、それらは近人によって鉛筆書
きされた文字であることが判明した。以下、冒頭二行の録文をかかげるが、〔　〕
内の文字すべてと、□で圍んだ文字の一部が鉛筆による補寫である。

1　尊不畢竟湼槃是故〔此經名爲如來祕密之藏〕
2　十一部經所不說故故名〔爲藏〕如人七寶不出

同樣の鉛筆書きは、筆者が實見したものでは 188106（10）「圓明論」の冒頭に
も存在しており、畫像から判斷する限り 188071（06）「周易正義」と 188075（24）「摩
訶般若波羅蜜經具足品」の冒頭にもそれらしき部分がある。畫像の利用には注意
が必要である。

188091（25）佛名經（十六卷本）卷第五
「鄭目」とWebサイトが指摘するように現行の各種大藏經中には一致するテク
ストが見出せないが、敦煌文獻や日本の古寫經中には佚書である十六卷本『佛名
經』が存在しており、傅圖本はその卷第五にひとまず比定できる。ただし、本卷
の現状には問題があるとおもわれるので以下に檢討したい。
11　「善男子、若佛初出得阿耨多羅三藐三菩提已、未有弟子解甚深義、彼佛世尊便湼槃者、當知是
法不久住世。復次善男子、若佛初出得阿耨多羅三藐三菩提已、有諸弟子解甚深義、佛雖湼槃、當
知是法久住於世」（472c）以下。傅圖本の「復次善男子若佛初出得阿耨多羅三藐」以下は、この一
段の最後の一例にあたる。
12　北京本の場合、『敦煌寳藏』の白黒寫眞では判然としないけれども、『敦煌劫餘録』は鱗 11（6602）、
鹹 63（6604）、雨 86（6610）について「中有硃筆圏點」と注記しており、朱點であることがわかる。
13　傅圖本では、12行「長老我親、從諸佛聞如是義」、23行「恒爲怨家、之所追」などは明白な誤
りであろう。北京本からは、洪 29（6601）が「師子孔

ママ

、菩薩、摩訶薩言」、「以首楞
ママ

厳、三昧力故」
のように固有名詞を途中で斷句している例などを擧げうる。
14　守屋本については、『守屋孝藏氏蒐集　古經圖録』（京都國立博物館、1964年）53頁に解題がある。
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いま、傅圖本を七寺藏十六卷本『佛名經』に對照してみると、第 1紙第 1行「南
无天國土佛　南无師子欣聲佛」から第 2紙第 28行（最終行）「南无善住意菩薩　
南无跋阤波羅菩薩」までは七寺本『佛名經』卷第五第 531行から第 586行に相
當するが、第 3紙第 1行に至ってとつぜん七寺本第 54行相當の「南无福徳威徳
佛　南无日佛」が始まり、そのまま錯簡なしに第 244行相當の「南无虚空无碍妙
音藏菩薩」（後殘缺）までつづいている15。そこで第 2紙と第 3紙の繼ぎ目を觀
察すると、ほかの場所では紙縫をまたいで天地の界線がそろっているのがここで
は上下にずれており、また第 3紙右下に見える茶色の染みが隣接する第 2紙左下
にはまったく見られないことに氣づく。つまり本卷は一たん二卷以上にはぐれて
しまった卷子をおそらくは裱裝のさい再綴合したが、そのとき前後を顛倒してし
まったもののようである。なお、本卷において逸してしまった部分、すなわち七
寺本第 255行から第 530行相當部分の存否は筆者未調査である。
この十六卷本『佛名經』については、井ノ口泰淳「敦煌本「佛名經」の諸系統」16、
方廣錩「關於敦煌遺書《佛説佛名經》」17、眞柄和人「『佛説佛名經』（十六卷本）解題」18

が參考になる。

188104（30）維摩手記
（a．維摩手記、b．押座文、V．a．大般若波羅蜜多經目録、b．維摩手記雜寫、
c．賢愚經云（十夢）、d．佛敎敎理雜寫）
「鄭目」、Webサイトともに「維摩手記」と題する。この定名は紙背に記された
外題にもとづきかつ正面の内容は『維摩經』の注釋であるとみとめられるので、
寫本全體の呼稱としては妥當であろう。ここでは、やや複雜な寫本の構成をより
詳しく明らかにしたい。
まず正面について、「鄭目」もWebサイトも第 8紙最終行の「前三即是福門若
行發後五即屬惠門」を寫本正面の最終行としているが、寫眞を見る限りさらに第
9紙が繼がれて 5行分の文字が見える19。以下、句讀をほどこして録文をかかげ
る（判讀不能の字は「□」で代用した）。

1　此會道、難可遇、今日佛法亦難逢。猶
2　如嬰□失慈母、啼聲硬噎痛傷人。勸請道場
3　祈光衆20、誓碎軀命不留身。
4　末法衆生无福惠、昏昏只解□无明。競起
5　貪瞋縁妄想、倶將我慢事蹤横。

15　七寺本は、牧田諦亮監修『七寺古逸經典研究叢書第三巻　中國撰述經典（其之三）』（大東出版
社、1995年）所収の影印と録文によった。
16　『中央アジアの言語と佛教』（法藏館、1995年）所収。本論文では、敦煌本『十六巻佛名經』
の一覧が作成されたいへん有益である。井ノ口氏が列擧するテクストの他、京都國立博物館所藏
守屋コレクション『佛説佛名經』のマイクロ焼付寫眞を檢討した結果、これも十六巻本であるこ
とが判明した。守屋本は、七寺本の 1行目から 443行目「南无世間自在王佛」までと 557行目「南
无呪咤經」から 647行目（巻末）までに對應している。
17　『敦煌學佛敎學論叢（下）』（中國佛教文化出版有限公司、1998年）
18　注 15前掲書。
19　「鄭目」の引く『傅斯年圖書館藏目録』は寫本全體を 8紙としているが、おそらく第 1紙正面
に文字がないのを數えない數え方であろう。
20　「光衆」の語義未詳。「廣衆」などの誤りか。
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問題となるのはこの部分と「維摩手記」との關係である。まずかんがえうるのは、
「維摩手記」はじつは講經文の形式を取っており、散文と七言偈とが交互にあら
われる作品であったということである。だがこの第 9紙は第 8紙までに比べて大
ぶりでさらに崩れた書體で書かれ、墨色もやや淡く、おそらく一手ではあろうが
一時に書かれたものではない。したがって、この偈頌を完全に「維摩手記」の一
部とみなすのには躊躇をおぼえる。より高い可能性としては、「維摩手記」の講
義にあたって唱えられた押座文か解座文の類であろうと推測しうるだろう。いま、
「道場を勸請し」云々とはこれから講經を開始するさいの口吻であると見て、「押
座文」の擬題をつけてみた。
ついで紙背を考察する。「鄭目」とWebサイトは、その内容を『傅斯年圖書館
藏目録』にもとづいて「大般若波羅蜜多經縁起品第一之一至教誡敎授品第七之十
目録及賢愚經」とする。このうち、「大般若經目録」については問題ないが、「賢
愚經」については再考を要する。この部分の内容は、過去迦葉佛の時代に國王が
見た十種の夢が釋迦牟尼佛滅後の末法の世を豫言していたというものだが、梁麗
玲『《賢愚經》研究』が指摘するように現行『賢愚經』には一致する文が見えな
いし、この部分の冒頭は「賢愚經云」と始まり、抄寫者（張大慶？）じしん『賢
愚經』の寫經をした意識はないのである。
こうした現行本との不一致について、『《賢愚經》研究』では他の經典の誤寫な
のか散逸した異本『賢愚經』なのかは今後の研究に待つと結論が保留されていた
が21、その後、梁氏は傅圖本と P2668とがほぼ同系統のテクストであることを發
見し、傅圖本の「賢愚經云」四字は抄寫者の誤りであろうと結論している。そし
て梁氏は、これらを「十夢經」の擬題をもって呼ぶことを提案しているのであ
る22。
さて、現行『賢愚經』との不一致および P2668との一致を見出した梁氏の功績
は大きい。しかし「賢愚經云」四字を誤寫とみなし、「十夢經」と定名すること
には躊躇をおぼえる。『賢愚經』には異本が多いうえ早くに散逸した部分もある
と言われており23、梁氏がいったんは念頭におきながら斥けた失傳異本説も依然
として可能性を殘しているのである。また、類書などから孫引きした可能性もあ
るだろう24。いずれにせよ、もし筆寫者の誤りではなく確信をもって「賢愚經云」
と記されているのならば、われわれの擬題にはその事實が反映されなければなら
ない。今は、筆寫者の意識と内容の兩者を生かして「賢愚經云（十夢）」とでも
しておくほかないであろう。ただし、これは敦煌文書における目録のあり方一般
にも關わる問題なので、大方のご叱正を乞いたい。なお、梁氏はここに「十夢」
が書寫された理由について、占卜に長じた張大慶が夢占いのために筆寫した可能
性を指摘している。

21　『《賢愚經》研究』（法鼓文化事業股份有限公司、2002年）64頁。
22　「敦煌寫本《十夢經》初探」（『“轉型期的敦煌學―繼承與發展”國際學術檢討會論文集』南京
師範大學、2006年 9月 7–11日）。本會議の正式な論文集は 2007年 7月以降出版予定ということ
であるが、締切の關係で拙稿では會議當日に配布の論文集に依る。未定稿の引用をご許可くださっ
た梁麗玲氏に感謝申し上げる。
23　松本文三郎「敦煌本大雲經と賢愚經」（『佛典の研究』丙午出版社、1914年）
24　傅圖本の内容は、『經律異相』巻第三十四「王女摩闍尼爲婆羅門所嫉」があるていど共通する。
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次に、本寫本には「大般若經目録」と「賢愚經云」の間に 1行、「賢愚經云」
の後に 3行、未比定の文字が殘されており、解決を要する。
まず、先の 1行とは「從法王命宗即從佛國二至目淨偈末是名半品」の 19字で
ある（「大般若目録」などとは上下逆向きに書寫される）。これについては、道液
『淨名經集解關中疏』が理解の手掛かりになる。『關中疏』における『維摩經』の
科段は、佛國品の冒頭から「目淨修廣如青蓮」に始まる偈頌の終わりまでを序分、
佛國品後半から見阿閦佛品までを正宗分、法供養品と囑累品とを流通分としてお
り25、正宗分の始まりである佛國品後半を「法王命宗」としている26。問題の一
行にも「法王命宗」、「佛國二（「一」の誤りか）」、「目淨偈」、「半品」といった用
語が見えているから、これも『維摩經』の科段を述べたものであって、おそらく
は「維摩手記」の一部かそれに關連する覺書きと推測しうる。ひとまずは、「維
摩手記雜寫」と呼んでおきたい。
「賢愚經云」の後に書寫された 3行については「敦煌寫本《十夢經》初探」が
すでに録文を作成しているが、あえてここに再掲する。

1　合爲一蓋。貪以可愛境爲食、不淨觀治。嗔以不可愛境爲食、慈悲觀治。
睡眠以嚬

2　呻缺呿爲食、用毘鉢舍那爲治。掉悔以尋伺爲食、用奢摩他爲治。疑以三
世
3　境爲食、用十二因縁爲治。

内容としては、貪、瞋、睡眠、掉悔、疑の五蓋について、それぞれを増長させ
ることがら（食）と除去するための修行法（治）とを述べたものである。最初の
一句「合爲一蓋」はこれのみでは意味をなさず、ほんらいはそれ以前にも文字が
あって「惛沈と睡眠、掉擧と惡作はそれぞれまとめて一つの蓋となる」といった
内容の文になるはずである。したがってこの 3行は何らかのより長い文からの拔
き書きとかんがえられる。現行大藏經中の經論では玄奘譯『阿毘達磨大毘婆沙論』
卷第四十八「結蘊第二中不善納息第一之三」などが同内容であるが27、表現まで
一致するものを見ない。論疏や教理綱要書からの拔粹とみて、「佛敎敎理雜寫」
とでも名づけるほかないであろう。
なお、正面に筆寫された「維摩手記」では經文「永離蓋纏」の解釋で五蓋を解
説しており（第 99行 –第 104行）、背面の雜寫は張大慶がこの問題について他書

25　佛國品疏の冒頭に云う、「然十四品經、大分三別。初此品半、為未信令信、故名序分。次十一品半、
信已令悟、故名正宗分。三後二品盡經、悟已應傳、名流通分」（T85、441b）と。
26　「爾時長者子寶積、說此偈已白佛言、世尊、是五百長者子、皆已發阿耨多羅三藐三菩提心」疏
に云う、「此下明正宗、前序分既合蓋駭心、讚揚信發故、此當根啟悟、證果獲益。文三、初佛國半品、
法王命宗。二方便下九品、大士助佛揚化。三菩薩行・見阿閦二品、宣揚事訖、還歸印定。如王宣正令、
大臣行事、事訖朝尊之類也」（T85、447c）と。
27　此中一食一對治者、謂貪欲蓋以淨妙相為食、不淨觀為對治、由此一食一對治故、別立一蓋。瞋
恚蓋以可憎相為食、慈觀為對治、由此一食一對治故、別立一蓋。疑蓋以三世相為食、緣起觀為對治、
由此一食一對治故、別立一蓋。惛沈睡眠蓋、以五法為食、一瞢憒、二不樂、三頻欠、四食不平性、
五心羸劣性、以毘鉢舍那為對治、由此同食同對治故、共立一蓋。掉舉惡作蓋、以四法為食、一親
里尋、二國土尋、三不死尋、四念昔樂事、以奢摩他為對治。由此同食同對治故、共立一蓋。（T27、
250bc）
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の記事を移録したノートとかんがえられる。また、この「雜寫」には「可愛境」、「不
可愛境」、「尋伺」など玄奘譯に特徴的な術語が集中的にあらわれる。寫本正面の
「維摩手記」でも、「若依『无垢稱』」（第 58行）という形で玄奘譯『説無垢稱經』
の異文を參照する箇所があり、おなじく玄奘譯『大般若經』の目録を筆寫するこ
ととあわせて、張大慶の周圍でおこなわれていた佛學を彷彿させる。

188105（31）維摩經科文等小抄
（a．維摩經科文、b．河西節度使道場文、c．和菩薩戒文雜寫、V．和菩薩戒文）
「鄭目」は「維摩釋前等小抄」、Webサイトは「維摩經釋前等小抄」と題してお
り、いまその意を測るに、本寫本の冒頭にある「將釋此經文前」六字に注目して
「維摩疏釋前小序抄」（大正藏 85）と同類の寫本と判斷したものとおもわれる。「維
摩疏釋前小序抄」とは道液序と僧肇序（ともに『淨名經集解關中疏』冒頭に收録）
の注釋であるが、果たして本寫本も同じ内容であるか否か、以下に檢討したい。
まず、冒頭 2行の録文と譯をかかげる。

1　將釋此經文前、初以三門分別。第一、天台五義。第二、
2　今古兩序。第三、正釋經文。就此第三釋正文之中、
3　然十四品經、大分三別。初此佛國半品、爲未信令
（この經文を解釋する前に、まずは三部門に分ける。第一は、天臺智顗の
提唱した「釋名」、「出體」、「明宗」、「辨力用」、「判教相」の五つの角度から
の解説28、第二は、僧肇の舊序と道液の新序、第三に本文としての經文を解
釋する。
この第三の本文の解釋においては、この十四品の經典は、大きく三部に分

けることができる。はじめはこの佛國品の前半であり、いまだ信じない者の
ために………）

こうして見れば、「將釋此經文前」が「經文の前の序文を解釋する」という意味
でないことは明らかであろう。そして、3行目からはただちに經文の科段へと移っ
ていることからもわかるように、本寫本は『維摩經』佛國品第一から文殊師利問
疾品第五までの科段を記したものであって、「維摩疏釋前小序抄」とは別内容の
資料なのである。
さて、録文の 3行目を見ればこれが注 25に引用した『淨名經集解關中疏』佛
國品疏の文であることは一目瞭然であるが、じつは本作品は、一部の段落の書き
出しが獨自の文であるほかは29、すべて『關中疏』から科段に關する文を摘録し
たものである。したがって本作品は「淨名經集解關中疏科文」とでも呼ぶことが
できそうであるが、『關中疏』には「天台五義」にあたる部分が含まれないこと
から曖昧に「維摩經科文」としておき、寫本全體は舊題をも尊重して「維摩經科
文等小抄」と呼ぶことを提案したい。
この「維摩經科文」は第 29行目で終わり、第 30行からは道場文が筆寫される。

28　『維摩經玄疏』巻第一（T38、519a）
29　冒頭の 2行のほか、第 8行「上來惣相序竟」、第 12行「初第一法王命宗」、第 13-14行「次明請問」、
第 23–24行「此第二訶聲聞菩薩」、第 25–27行「上來惣明室外三品竟、此二明室摂受六品經文。初
文殊品、中文二」。
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その内容は河西節度使の武運長久を祈るもののようであるから、Webサイトに
よる「河西節度使道場文」という擬題はまことにふさわしいものであろう。ただ
し「鄭目」もWebサイトも指摘しないが、この「道場文」は第 42行第 4字で終
わっており、第 42行第 5字から第 44行（正面最終行）までは別内容の文字が筆
寫されているのである。それは「心渴仰專注法音。惟願戒師、慈悲廣説。諸菩薩、
莫煞生。煞生必當墮火坑」二十九文字だが、これはほぼ『和菩薩戒文』（大正藏
85）の冒頭に對應する。そこでこの部分は「和菩薩戒文雜寫」と呼ぶのが適當で
あろう。
ついで背面の檢討に移るが、じつはこの背面は、正面の最後に筆寫された「心

渴仰專注法音」云々に始まり、「佛子諸菩薩、莫毀他。毀他相將入奈河、刀劍縱橫、
從後」までで、『和菩薩戒文』の冒頭から不毀他戒の段までに相當するのである。
つまり、本寫本の筆寫者は正面に『和菩薩戒文』を寫し始めたものの 3行目で中
斷し、改めて背面に書き始め、しかしどういうわけかそれも途中で放棄したので
ある。
この背面の定名にかんしては「鄭目」、Webサイトともに「戒師廣説戒文」と
している。しかし研究の便宜のためには、學界により定着している「和菩薩戒文」
に改めるのが良いかとおもわれる。

188106（10）圓明論（a．圓明論、b．阿摩羅識、c．七言）
「鄭目」、Webサイトともに「圓明論」とするが、より詳しくみれば本卷には「圓
明論」のほか別作品が 2種連寫されている。まず、「圓明論一卷」なる尾題の次行「阿
摩羅識、此云、无垢清淨識也」から「且略陳梗概而已」まで 42行にわたって標
題不明の文章が筆寫されている。これについては、同一の文章が P3559+P3664
と石井本においても「圓明論」に續いて連寫されており30、田中良昭氏にしたが
い冒頭の 4字をとって「阿摩羅識」と呼ぶのが適當であろう31。傅圖本はぺリオ
本や石井本と近い系統の寫本ということになるが、しかし「阿摩羅識」に續いて
筆寫される七言偈は、傅圖本獨自の要素である。以下に録文をかかげたい。

1 七言 漸頓門中方便説、只爲衆生見淺深。必解圓門无相
2  理、何須逃逝速求金。求金覓濟貧窮苦、展轉生死何能
3  度。□□□疏逐文相、單守自心眞正路。正路攸攸空眇漠、
4  縁中□□无有錯。五百天王深我淨、轉輪千子恆常樂。
5  某乙本是眞如國之層□□乘清昇究竟郡忙忙性海□

以上のように、3字分ほど擡頭して「七言」なる表題を記し、下に七言の偈頌
を筆寫している。この部分は寫本中の題にしたがって「七言」と呼ぶのが適當で
あろう。偈文の冒頭で「漸門と頓門という方便の説は、ただ衆生の見解の深淺に
あわせて設けられただけである。教説を離れた圓門という理を體解すれば、どう

30　石井本は筆者未確認だが、田中良昭「圓明論」（『敦煌禅宗文獻の研究』大東出版社、1983年）
に實見にもとづく報告がある。
31　田中「圓明論」
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してわざわざ焦って黄金（にも見まごう教説）を求める必要があろうか」という
のは、「圓明論」末尾で「圓門義」、「圓敎之義」、「圓敎法門」、「圓敎門」などを
強調するのに對應するとおもわれ、「阿摩羅識」同樣、「圓明論」と密接な連關を
持ちつつ流布していた偈頌のようである。あるいは傅圖本の筆寫者じしんが作者
であろうか。
なお、本寫本冒頭 2行には鉛筆による補寫がある。下にかかげる録文のうち、

〔　〕内のすべてと□で圍った文字の一部が鉛筆で書かれている。

1 〔所言〕縁者豈不是妄爲
2〔此得知是其妄也〕若言心在腹内者亦復不然何以故若在腹内應知腹内五藏

『圓明論』のテクストとしては現在、「鄭目」の擧げる S6187、P3559+P3664、
北 7254（服 6）、石井光雄舊藏本のほか、Dx696を加えた計 6種が知られてい
る32。研究も特にぺリオ本とスタイン本の發見紹介いらい大幅な進展があり、現
在では以下の諸研究を參照することが必要である。

①岡部和雄「禪僧の注抄と疑僞經典」（『敦煌佛典と禪』大東出版社、1980年）
②田中良昭「圓明論」（『敦煌禪宗文獻の研究』大東出版社、1983）
③ John R. McRae, The Northern School and the Formation of Early Ch’an 
Buddhism, University of Hawaii Press, 1986
④柳田聖山「傳法寶紀とその作者　ぺリオ第三五五九號文書をめぐる北宗
禪研究資料の札記、その一」（『禪佛教の研究』法藏館、1999年）
⑤程正「俄藏敦煌文獻中に發見された禪籍について」（『禪學研究』83、
2005年 1月）

このうち田中論文は、從來誤解されていた『圓明論』本文の範圍をスタイン本の
檢討にもとづいて確定した畫期的業績である。McRae著には本作品についての
研究と校訂本が收録されている。

三、舊藏者
以上はおもに内容面からの檢討であったが、以下に寫本の來歴について考察す
る。まず本節では、舊藏者について再檢討をおこなう。「鄭目」によれば題跋や
藏書印によって判明している傅圖本の舊藏者には、虡維疆（鄭 03「佛説慧上菩
薩經上」）33、啓功（鄭 05「優婆塞戒經卷第三」、鄭 21「妙法蓮華經妙音菩薩品」）、
周樹模（鄭 09「四分律卷第一」）、呉寶煒（鄭 17「大般湼槃經卷第二十五」、鄭 28「法
華義記第一」）、許承堯および呉博全（鄭 49「隨求即得大自在阤羅尼神呪經」）の
6人がいる。ここでは「鄭目」以後の研究によって、ほかの手掛かりによって推
定しうるケースを 2例紹介したい。

32　程正「俄藏敦煌文獻中に發見された禅籍について」（『禅學研究』83、2005年 1月）
33　虡維疆について「鄭目」は特に説明をくわえていないが、姓が「龔」であれば龔維疆（字郅初）
なる人物がいる。外務省情報部『現代中華民國満洲帝國人名鑑』（東亞同文會、1937年）106–107
頁參照。
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（1）李盛鐸：188071（06）「周易正義」
188071（06）「周易正義」には題跋、藏書印のたぐいがなんら付されていない。
しかし許建平氏によれば、羅振玉が李盛鐸邸で見た敦煌卷子を擧げる中に「『周易』
單疏（賁卦）」が見出され、李氏舊藏本と斷定できるのである34。李盛鐸舊藏敦
煌寫本の諸目録に本卷の名は見えないが35、羅振玉の證言と矛盾なく理解するな
ら目録記載のほかにも一定量の寫本が存在していたことになるだろう36。その流
出過程は明らかでないが、史語所の入手經路については、日中戰爭後に北平で購
入したと黄彰健氏が記している37。じしん史語所の研究員である黄氏の言葉だけ
に信頼性の高い證言であるが、惜しむらくは具體的な年次や購入店名は傳えられ
ていない。後述のように 1948年から 1949年にかけて北平慶雲堂から購入した寫
本が李氏舊藏とされるが、しかし現存する領收書類には本寫本の名が見えず、關
連は不明である。
この寫本については、1971年 5月付の『大陸雜誌』第 42卷第 9期に早くも書
影が掲載されている38。さらに同年 11月にものされた蘇瑩輝「略論五經正義的
原本格式及其標記經、傳、注文起訖情形」では、現物を調査した結果として「そ
の紙の厚さは敦煌出土の一般的な唐五代卷子に及ばず、色あいも初・盛唐寫本に
は似ない。しかし書體から言えば、五代より下ることはできないようである」と
の所見が述べられている39。本卷は、傅圖藏「敦煌文獻」の中でもその來歴が比
較的あきらかで、しかももっとも早くから紹介、研究された寫本と言いうるであ
ろう40。

34　『敦煌經籍叙録』（中華書局、2006年）58–59頁。「羅振玉致王國維（1919年 9月 17日）」（『羅
振玉王國維往來書信』東方出版社、2000年）。
35　王重民『敦煌遺書総目索引』（『敦煌叢刊初集』二、新文豐出版）に「李氏鑑藏燉煌寫本目録」、
「徳化李氏出售敦煌寫本目録」、「李木齋舊藏敦煌名跡目録（第一部分）」、「同（第二部分）」の四種
が収録される。ただし、「李氏鑑藏燉煌寫本目録」については榮新江「李盛鐸藏敦煌寫巻的眞與偽」
（『鳴沙集』）収録のものを使用することが必要である。
36　注 34羅振玉書簡に擧げられた敦煌寫本のうち、『左傳』（16）、『尚書』（18）、『本草序列』（40？）、
『開蒙要訓』（29）、『荘子（讓王篇）』（19）、『七字唱本（目連救母事）』（71）、『度牒（二紙、均北宋初）』
（23？、26）、建始二年寫『大般湼槃經』（429）、『志立

ママ

安樂經』（13）、『宣元本經』（431）は「李
氏鑑藏燉煌寫本目録」に著録されている（括弧内の數字は榮氏翻刻本の番号）。いっぽう、『周易』
單疏（すなわち本巻）、『史記』（張禹孔光傳）、『道德經』の名はどの目録にも見えない。
37　「史語所於抗戰勝利後、在北平買到唐寫本「周易正義」殘巻一紙………」。黄彰健「唐寫本周易
正義殘巻跋」（『大陸雜誌』第 42巻第 9期、1971年 5月）
38　現在Webサイトで公開されている畫像で見る限り、本寫本の冒頭 3字「相連而」のうち、「相」
字すべてと「連而」の一部は裏打ちの紙に鉛筆書きされているようである。『大陸雜誌』の書影で
は、すでに現在同樣の裏打ちがなされ「周易正義殘巻　存三十二行」の題が加えられていること
は確認できるが、鉛筆による補寫は見えない。もっとも、當時はそれがまだなかったものか、寫
眞や印刷の具合で確認できないものかはにわかに判斷できない。
39　『敦煌論集續編』（臺灣學生書局、1983年）
40　「鄭目」の回想によれば、民國 65（1976）年、鄭阿財らとともに傅斯年圖書館の書庫を見學し
た呉其昱は「………曾見塵封未理資料成綑、先生以爲當是幾經播遷、未遑整理、其間或有唐代拓片、
敦煌寫巻等亦未可知（………ほこりをかぶった資料の束をごらんになり、（呉）先生は、何度も移
轉を經て整理のいとまがなかったのであろうが、この中には唐代の拓本や敦煌寫本などがあるか
も知れないとお考えになった）」。おそらく、一部の寫本については存在も知られ閲覧も可能であっ
たが、すべての整理を終えて随時閲覧可能な状態にはなっていなかったのが、1970年代の状況だっ
たのだろう。
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（2）羅振玉：188107（50）「降魔變」
項楚氏は『敦煌變文選注（増訂本）』の中で、羅振玉『敦煌零拾』に收録され
た羅氏家藏本が現傅圖本であることを指摘している41。いま『敦煌零拾』所收の
録文を傅圖本と對照するとその缺損状況が完全に一致しており42、項説の正しさ
が確認できる。

四、入手經路
つぎに、傅斯年圖書館に保存されている檔案資料を參考に入手經路を再檢討し
てみたい。なお、ここであつかう檔案はWebサイトで畫像公開中のもののほか、
筆者が傅斯年圖書館にて閲覽または影印したものが含まれる。貴重な資料の閲覽、
複寫をご許可いただいた傅斯年圖書館に謝意を表したい。

（一）西北考察團

中央研究院では、敦煌を含む西北地區に調査隊を二度派遣している。民國 31
（1942）年の西北史地考察團と民國 33（1944）年の西北科學考察團がそれである
が、このうち後者にかんする檔案のいくつかには寫本購入についての記述がある。
Webサイトの「相關檔案資料」欄ではこれらを紹介するとともに該當寫本の推
定作業をおこなっているので43、それを再檢討してみたい。

1、漢文文獻
李 38-5–5「夏鼐致傅斯年、李濟函」は民國 33（1944）年 11月 25日に敦煌滯
在中の夏鼐から史語所へあてられた書簡であるが、そこに漢文寫本 4卷の購入が
報告されている。
ひとつは「六朝寫經（法華經殘本）一卷」とされるもので、同年 9月に向達が
省銀行の王主任なる人物の仲介で購入したとされる。Webサイトは 188080（19）
をそれに比定しているが、傅圖本中に六朝寫とされる（書體からの推定であろう
か）『法華經』はこれ一件のみであるから、その推定は正しいとかんがえられる。
この寫本の來歴について夏鼐は、同年 8月に清末の泥像中から寫本が發見され
敦煌藝術研究所に收藏されたが、發見した工事夫らがひそかに賣りに出したもの
もあり、この寫本もその一つであろうと説明している44。夏鼐のいう 8月の寫本
發見の顛末はかれの「敦煌考古漫記」にやや詳細に記されており45、要するに今
日いうところの土地廟寫本のことを指しているようである。ただし、問題の「法
華經」がその一つであると推定する理由は、すくなくとも書簡でははっきり述べ
られてはいない。おそらく購入時期が發見直後であることと、夏鼐も報告するよ

41　『敦煌變文選注（増訂本）』（中華書局、2006年）639頁。
42　『敦煌零拾』四「佛曲三種　其一」
43　http://lib.ihp.sinica.edu.tw/c/rare/dunhuang/01-4.htm
44　千佛洞於八月間發現六朝寫本六十余巻、係工人於清末泥像中、無意發現、雖爲所中職員所察覺、
収歸所有、然小部分工人所匿藏、携出私售。九月間、向先生由省銀行王主任之介紹、爲攷察團購
得六朝寫經（法華經殘本）一巻、疑即工人所得之物。（李 38-5–5「夏鼐致傅斯年、李濟函」）
45　『敦煌考古漫記』（百花文藝出版社、2002年）78–79頁。
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うに土地廟寫本はみな六朝期の寫本であるとされていることによるのだろう46。
殘る 3點は「唐末五代之寫本三卷」であり、その内譯について夏鼐は、
一卷末尾書「維摩手記」、下書「張大慶」三字、當即『光啓元年沙州地志』
書寫人之張大慶。一卷係無量壽經三卷、接成三百余行。一卷有河西節度使贊詞。

と記している。Webサイトではこれらをそれぞれ、188104（30）「維摩手記」、
188096（11）「大乘无量壽經」、188105（31）「維摩經科文等小抄」に擬しているが、
188104（30）と 188096（11）については寫本の外題または中題および内容が一
致しているし、188105（31）では連寫された「道場文」の中に「我河西節度使」
の文字が見えるので、間違いない比定とおもわれる。
これら 3卷購入のいきさつについて夏鼐は、ある製粉所の主人（一磨坊掌櫃）
が前 2卷を向達のもとに持ち込んだのだが、交換條件であった麥の値上がりが
あって、はじめ賣り手の言い値は 2卷で麥 6石だったのを、結局 188105（31）「維
摩經科文等小抄」をくわえた 3卷を 3石 3斗余りで交換することにしたと記して
いる。夏鼐によれば本書簡の時點で 1石は 6千元だから、現金換算で約 2萬元で
あろうか。李 38-4–7「夏鼐函傅斯年李濟」（1944年 6月 25日）によれば、作業
員の給料をふくめた考察團の一ヶ月の出費が、ちょうど 2萬元である。

2、胡語文獻
胡語文獻について報告する書簡として、Webサイトは 2種を紹介している。ま
ず敦煌で發掘中の夏鼐より史語所にあてられた李 38-4–11「夏鼐函傅斯年李濟」
（1944年 7月 31日）では、チベット文文獻について以下のように報告されている。

又向覺明先生云、此間民衆敎育館有梵夾本之西藏佛經十余梱、係由千佛洞
搬去、主持館務者不甚愛惜、擬由考察團與之接洽、以新出書籍與之交換（ま
た向覺明〔達〕先生がおっしゃるには、ここ〔敦煌〕の民衆敎育館に梵夾本
のチベット佛典が十包み余りあり、これらは千佛洞から持ち出されたものな
のですが、館の事務を取り仕切る人はあまり大事にしておらず、考察團と交
渉して新刊書と交換しようと望んでいます）。

この記載を傅圖藏「敦煌文獻」に照らしてみると、書簡では梵夾本が十包み余り
と言われているのに所藏本は卷子本が 9卷であり、裝丁と數量に食いちがいがあ
る。したがって、西藏文「敦煌文獻」の來源をここに求めることはできないよう
である。
つぎに李 38-5–17「夏鼐函傅斯年」（1945年 3月 26日）は、すでに敦煌での發
掘を終えて歸途についていた夏鼐が蘭州から史語所にあてた書簡であるが、ここ
で 2種の西夏文文獻について購入の可否が諮られている。一つは現地の水利會社
の趙敦甫なる人物の所有する西夏文『華嚴經』卷七十七および七十八で、もとも
と寧夏で鄧隆なる人物が得たのを 4千元で買ったものだが、趙氏に賣却の意志が
あるという。いま一つは、「西夏文刻經五本」である。夏鼐書簡の文章を引用する。
46　「國立敦煌藝術研究所中華民國三十三年八月三十日發現藏經初次査驗目録」には該當する寫本
がみえない（蘇瑩輝『敦煌學概要』五南圖書出版有限公司、1988年、250–260頁）。ここに見える
寫本は敦煌藝術研究院に接収されたものなので問題の寫本が著録されないのはむしろ當然である
し、だからこそ夏鼐も「工夫に隠匿され賣りに出された」ものの一つと推定しているわけだが、
念のため記しておく。
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另有一人有西夏文刻經五本、亦係寧夏出土、北平圖館袁館長已託趙先生、
與之接洽、但索價頗昂、且其人已赴河州、下月始返蘭、如果北平圖館不欲購
買、史研

ママ

所是否欲購？（もう一人、やはり寧夏出土の西夏文刻經五卷を所有
する人物がおり、北平圖書館の袁〔同禮〕館長が、すでに趙氏に依頼して交
渉しておりますが、言い値が高いうえ、しかもその人は河州に行ってしまい、
來月まで蘭州に歸りません。もし北平圖書館が購入しない場合、史語所とし
ては購入いたしますでしょうか？）

まず前者についてだが、傅圖藏「敦煌文獻」に西夏文『華嚴經』は存在しない
のでひとまずは考察から除外できる。しかし後者については判斷がむずかしい。
188119（44）西夏文『六祖壇經』はちょうど 5枚の斷片からなり夏鼐の報告と數
量は一致するものの47、畫像を見るかぎりこれは寫本であって「刻經」ではない
のである。ただ夏鼐の報告は傳聞であろうから、この「刻經」がまさに傅圖本『壇
經』である可能性も依然としてあるだろう。いまは結論を保留しておきたい。
以上のように、傅圖藏胡語文獻は現在のところみな來歴不明といわざるをえな
い48。夏鼐書簡で言及された文獻のゆくえと同時に、今後の探索が待たれる49。

（二）慶雲堂と徐鴻寶

1、徐鴻寶書簡から
傅圖藏「敦煌文獻」は、北平や上海などの古物商から購入したものが多くを占
めると見られる50。そのうち店名と仲介者が判明する唯一の例が、以下に檢討す
る慶雲堂と徐鴻寶である51。
慶雲堂には後に觸れるとして、まずは徐鴻寶について略傳を確認しておきたい。
徐鴻寶（1881–1971）、字は森玉。北京大學圖書館長、北平圖書館採訪部主任、東
方文化事業總委員會圖書部主任、故宮博物院古物館館長などを歴任。各地の圖書
館のために書籍の購入にあたったが、けっして書店からリベートを受けなかった

47　正確には、24cmのほぼ完全な 1紙と、斷片が 4枚。「鄭目」および http://lib.ihp.sinica.edu.tw/c/
rare/dunhuang/metadatahtml/188119.htm參照。
48　ただし 188110（42）「藏譯大乘般若波羅蜜多心經」は、筆者の見るかぎり現行チベット大藏經
に収録された大本ではなく、未入藏の小本のようであって、内容上は藏經洞出土の可能性が高い。
もっとも、筆者は西藏語、西藏佛教ともに門外漢であって、この問題は專家のご叱正をまちたい。
上山大峻「敦煌出土のチベット譯般若心經」（『印度學佛教學研究』13-2〔26〕、1965年 3月）を參照。
49　敦煌市檔案局所藏の藏文寫經には梵夾装のものが 9點含まれ、李 38-4–11「夏鼐函傅斯年李濟」
のいう民衆教育館所藏本との關係が疑われる。ただし、「十余梱」にはほど遠い數であることが問
題ではあろう。李淑萍、黄維忠「敦煌市檔案局所藏藏文寫經定名」（『敦煌學輯刊』2002年第 2期〔総
第 42期〕）參照。
50　前述のように、188071（06）「周易正義」は北平で購入されている。また「鄭目」は、中央圖書館（現
國家圖書館）コレクションと同樣、日中戰争の前後に上海や北京で収集購入されたものと推測し
ている。
51　本節であつかう檔案資料の収集には楊峻峰氏のお手をわずらわせたほか、草書體の讀解にも楊
氏の全面的なご教示を賜った。記して謝意を表したい。もちろん、翻字や内容理解の誤りには筆
者に責任がある。
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という52。また日中戰爭さ中の民國 29（1940）年から 30年には、文化財の海外
流出防止を目的として善本古籍を買い上げ中央圖書館に納入する「文獻保存同志
會」の活動にも參加していた53。
かれは、雜 36-69–24「徐鴻寶致那廉君函」においてつぎのように述べている。

手示誦悉。慶雲堂求鬻之敦煌卷子、寶曾寓目、塙爲李木翁藏物。均非贋品、
可以收購。乞轉陳孟眞先生爲禱（お手紙拜受いたしました。慶雲堂が賣却を
希望している敦煌卷子ですが、わたくしが見てみましたところ、確かに李木
齋翁の舊藏品です。どれも贋作ではなく、購入されてよいでしょう。傅孟眞
〔斯年〕先生にもお傳えいただければ幸いです）。

日付は原本には「九月四日」とのみ記されているが、Webサイトはこれを民國
37（1948）年の文書と推測している。おそらくは、後に見る補 4-4–11「慶雲堂法
帖店致本所收據」が民國 38（1949）年 1月 3日付のものであることによるのだろう。
拙稿もWebサイトの推定にしたがう。
書信中にみえる人名のうち、「那廉君」は後に見る慶雲堂關連檔案の中にも名
が見え、史語所における書籍購入の實務擔當者であったらしい。「李木翁」とは
見慣れない呼び方ではあるが、李木齋すなわち李盛鐸のことであろう。つまり徐
鴻寶は慶雲堂が賣り出し中の「敦煌文獻」について、李盛鐸舊藏の眞品というふ
れこみで購入を勸めているわけである。じつは、徐氏と敦煌寫本および李盛鐸藏
書とはこれ以前から淺からぬ因縁を持っていたようであるし、中央研究院と徐鴻
寶や慶雲堂とのつながりも「敦煌文獻」のみではない。以下、これらについて檢
討したい。

2、徐鴻寶と敦煌文獻
1929年、北京圖書館に寫經組が成立したが、徐鴻寶は胡鳴盛、許國霖らとと
もにその一人であったことが知られている。ぺリオ本の寫眞の分類目録作成や古
籍整理のほか、館藏敦煌遺書の目録編纂がかれらの主な任務であって、その成果
は 1935年に『敦煌石室寫經詳目』、同『續編』として結實しているが、ともに未
公刊である。方廣錩氏によって胡鳴盛「敦煌石室寫經詳目總目凡例」が翻刻發
表されているものの54、胡氏は『詳目』編集の擔當者にはしばしば出入りがあっ
たことを記しつつ李柄寅、許國霖、李光輝の三人を功勞者として特筆するのみ
で55、徐鴻寶の參與の程度は明らかでない。しかしながら、徐氏がここでじかに
敦煌文獻に觸れ56、一定程度の知識をたくわえたことは間違いないだろう57。

52　かれの傳記については、『現代中華民國満洲帝國人名鑑』、橋川時雄『中國文化界人物総鑑』（名
著普及會、1982年）、倫明「辛亥以來藏書紀事詩」の該當条および楊琥氏による補傳（『辛亥以來
藏書紀事詩』北京燕山出版社、1999年）を參考にした。
53　蘇精「抗戰時秘密捜購淪陥區古籍始末」（『近代藏書三十家』傳記文學出版社、1983年）
54　「北京圖書館藏敦煌遺書勘査初記」（『敦煌學佛敎學論叢（上）』）
55　編輯此目人凡數更、鳴盛賡續編成此目………繕清此目以北平李君柄寅用力最久、次則湘陰許君
國霖、次則北平李光輝、特此申明、用昭三君之勤勞。
56　筆者は未確認ながら、BD14568「諸經要集巻九」には徐鴻寶の題款が付されているという。『中
國國家圖書館藏　敦煌遺書精品選』（2000年）16頁。
57　この項は注 54掲方廣錩論文のほか、榮新江「中國和日本的敦煌學研究」（『敦煌學十八講』）を
參考にした。
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3、徐鴻寶と李盛鐸藏書
徐氏と李盛鐸藏書とのかかわりは敦煌文書とのそれよりもやや長期にわたって
いる。まず、昭和 3（1928）年、羽田亨が李氏をおとずれ敦煌文獻を閲覽した際
の仲介者として、徐鴻寶の名があげられている58。もっとも、この時には徐氏は
天津に同行まではしなかったらしい59。つぎに民國 26（1937）年 6月、その年 2
月に逝去した李盛鐸の舊藏書を買い上げるため、教育部は人員を李氏邸に派遣し
て藏書調査および遺族との折衝をおこなっているが、この時の派遣人員中には徐
鴻寶の名をはっきり確認でき60、胡適の日記によれば善本書の調査にも確かに參
與しているのである61。

4、徐鴻寶と歴史語言研究所
では、中央研究院との關係はどうか。じつは、史語所の集書に徐鴻寶がかかわ
るのは「敦煌文獻」が初めてではない。史語所檔案のうち元 370-7–13b「徐鴻寶
函傅斯年」（1931年 1月 21日）によれば、徐氏は史語所に對して熹平石經拓本
の寄贈を申し出ている62。傅斯年圖書館には熹平石經拓本の收藏が數點あり、そ
のうちの幾つかが徐氏寄贈本にあたるはずである。また、あたかも「敦煌文書」
購入について慶雲堂と交渉中であったとおもわれる 1948年 10月、史語所は徐鴻
寶を通信研究員に任命している。關連檔案によれば、まず 9月 15日に史語所所
長であった傅斯年から中央研究院院長に推薦状が出され、同年第 4次院務會議の
批准を經て 10月 8日付で中研院總辦事處から聘書が發行されている63。このうち、
傅斯年による推薦書にはつぎのように言われている。

徐鴻寶先生、博學洽聞、於經史文辭諸子、無不研精貫淹、得其津涯、尤長
于版本目錄金石之學、凡本所及故宮博物院、北平圖書館入藏之珍籍、無不經
其品評、始得正確之鑑定。以前協助本所之事亦太多。茲經本所卅七年度第三
次所務會議決議、提請院長聘徐先生爲本所通信研究員（徐鴻寶先生は博學多
識、經書、史學、文學、諸子のすべてに詳しく通じ、その要諦を得ておられ
ますが、版本・目録・金石の學をもっとも得意とし、およそ本所や故宮博物
院、北平圖書館收藏の珍籍は、どれも先生の品評を經て、はじめて正確な鑑
定を得たものです。以前から本所に助力を賜ることも極めて多くありました。
ここに本所の〔民國〕37年度第三回所務會議の決議を經て、徐先生を本所

58　羽田亨「景教經典志玄安樂經に就いて」（『羽田博士史學論文集』下巻「言語・宗教編」東洋史
研究會、1958年）、榮新江「李盛鐸藏敦煌寫巻的眞與偽」（『鳴沙集』）。
59　從つてこれを収藏せらるゝ李盛鐸氏に對しては、我が内藤博士を始め、中華民國の闞鐸氏・呉
燕紹氏・徐鴻寶氏などを煩はして懇篤な紹介を得、殊に闞・呉兩氏は態々北平から天津まで赴い
て斡旋の勞を執つて呉れられたのであつた（「景教經典志玄安樂經に就いて」270頁）。
60　『大公報』民國 26年 6月 30日第六版第二張「李木齋藏書五千種／政府収買條件接近／敎育部
願出四十萬元／起運之前將在津公開展覧」、榮新江「所謂李氏舊藏敦煌景敎文獻二種辨偽」（『鳴沙
集』）。
61　胡適日記 1938年 6月 15日「李氏兄弟子侄搬出他家善本書、趙裴雲紀録、〔袁〕守和、徐森玉
與我同看。」（『胡適日記全編 6　1931–1937』安徽教育出版社、2001年）
62　寶集拓熹平石經殘字昨已畢工、共得二百五十余紙、謹檢一份□贈貴所、以備參考。即請察收。
目錄未寫定、容續□。
63　京 18-78「総辦事處來函」（1948年 10月 8日、10月 11日史語所受け取り）
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通信研究員に召請することを院長に懇請いたします）64。
徐氏を通信研究員に招聘する理由として傅斯年は、かれが版本金石の學に長じ、
史語所や各地圖書館の古籍購入その他に功績があったことを擧げている65。先に
見た拓本の寄贈も含めて徐氏は日ごろから史語所のために古籍收集の仲介や鑑定
をおこなっていたのであり、「敦煌文獻」の鑑定もその流れの上で捉えられるの
である。

5、慶雲堂と歴史語言研究所
次に購入元の「慶雲堂」だが、これまた「敦煌文獻」以前から交渉があったよ
うであり、敦煌文書購入の前年にあたる 1947年にも慶雲堂から拓本を購入して
いる。關連檔案を檢討してみると、京 4-1-10-3「余遜函傅斯年」（1947年 2月 25日）、
京 4-1-10-4「余遜函那廉君」（1947年 2月 25日）では、慶雲堂の拓本は中央圖書
館と均分購入することになっていたが、東北地區の書籍や文化財の買い上げ用豫
算 1億元の余りを拓本の費用に回せるので、史語所單獨購入も可能であると報告
されている66。筆者の收集した資料からはこの購入計畫の顛末を知ることができ
なかったが、京 4-1-10-5「余遜函那廉君」（1947年 3月 2日）では拓本を中國旅
行社に委託して南京へ移送することの是非が諮られ67、京 4-1-10-4への返信とお
もわれる京 4-1-10-6「那廉君函余遜」（1947年 3月 2日）では、「銅器部分由中央
圖買（二百萬）、石器部分本所買（廿四？萬）。但孟眞〔傅斯年〕先生可向蒋館長
商量、由本所全買」と指示されているのを見ると、問題は單獨購入の可否のみで、
何らかのかたちでの購入は決定事項であったらしい。
慶雲堂について今すこし檢討すれば、補 4-4–11「慶雲堂法帖店致本所收據」に「北
平琉璃廠二十九號」とその住所が記されており、孫殿起『琉璃廠小志』第四章「販
書傳薪記」の「帖業」の項にはつぎのような記載がある。

慶雲堂　楊□□、陝西郃陽縣人、外號楊膓子、民初曹子芳繼其業。
　　　徒　薛敬銘
慶雲堂　張國材、字彦生、呉橋縣人、於民國十九年開設。
　　　徒　王敏　張書瀛68

このうちどちらが問題の慶雲堂なのかは判然としないが、補 4-4–11「收據」に
は「張明啓印」なる印章が押されており、これは第二の慶雲堂の主人・張國材ま
64　雜 23-15–23「傅斯年致院長函」（1948年 9月 15日）
65　『辛亥以來藏書紀事詩』の略傳でも、「呉興徐森玉鴻寶、夙精版本目録之學。數年以來、爲北平
東方各圖書館購書、凡耗數十萬金、國内珍本、盡歸公庫」（120頁）と云い、史語所の評價と一致
している。
66　苑峰兄經手購買之慶雲堂拓片、師嘗有與中央圖書館均分之説、苑峰兄曾上書請示。日前接蕭綸
薇兄通知謂院中由國庫撥到一億元為購買東北圖書彝器之用、除以一部分還北大墊款外、余存作購
買書籍古器物之用。是此一部分拓片、不必再與中央圖書館均分、不識已與將緯堂先生說好否。如
已決定、即由本所償還北大所墊拓片購價（京 4-1-10-3「余遜函傅斯年」）。
張苑峰兄經手購得之慶雲堂拓片、是否尚須與中央圖均分（京 4-1-10-4「余遜函那廉君」）。
67　苑峰兄前經手購買之慶雲堂拓片及李光濤兄所索檔案精品、遜擬裝箱託中國旅行社運京、不審傅
所長之意如何。
68　『琉璃廠小志』（北京古籍出版社出版、1982年）268頁。
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たは徒弟・張書瀛のことかも知れない。いずれにせよ、孫殿起が慶雲堂を書店で
はなく「帖業」に分類したことに注意したい。「收據」に押された店印は「慶雲
堂法帖店」となっているし、1947年に購入が討議されたのも拓本である。さら
に雜 36-69–33「購書單」によれば、「敦煌文獻」購入の際にも「呉禪國山碑」を
はじめとする拓本 20種の購入がともに檢討されていたのである。おそらく、「敦
煌文獻」は慶雲堂にとってはややイレギュラーな商品であったが、書法愛好家の
需要を見込んで仕入れたのであろう。それが結局は史語所の所有に歸することと
なったのである。

6、慶雲堂納入「敦煌文獻」の性格
論述が多岐にわたったが、慶雲堂納入分「敦煌文獻」の購入事情とその性格に
ついてまとめておきたい。仲介者の徐鴻寶は公的所藏期間の集書に缺かせない鑑
定家であり、慶雲堂との取り引きも初めてではなかった。同時に拓本の購入も檢
討していることから見ても、史語所にとってこの「敦煌文獻」購入は、ほぼ通常
の圖書購入事業の流れとしておこなわれたようである。もっとも、それでも「敦
煌文獻」には愼重にならざるを得なかったようではある。「手示誦悉」という書
き出しからして雜 36-69–24「徐鴻寶致那廉君函」は明らかに返書であり、慶雲
堂藏「敦煌文獻」の信頼性に不安をおぼえた史語所の諮問に對してあらためて太
鼓判を押して見せたとおぼしい。そして結局は徐氏の一言が史語所に「敦煌文獻」
購入を決斷させたようである。
そこで問題となるのが、李盛鐸舊藏という一點である。徐鴻寶が紹介する寫本
の目録は次章で紹介するが、これらについて李盛鐸舊藏敦煌寫本の諸目録に對應
する卷子を見出すことはできない。もちろん、『佛名經』など遺品の多い經典に
ついては著録があっても特定できないという事情もあるが、『圓明論』のような
特徴的な作品が見られないのは何より不審である。榮新江氏によれば、李氏所藏
敦煌文獻は 1935年にそのほとんどが日本に賣却され、1937年に李氏が沒すると
かれの藏書はすべて北京大學圖書館に買い上げられているから、それ以降に世に
現われた敦煌寫本は李盛鐸舊藏ではありえない69。しかしながら 188071「周易正
義」のような例もあり、李氏沒後に現われた寫本を一律に李氏舊藏ではないと斷
言はできないのである。また假に李氏所藏ではないとすれば、敦煌寫本にも一定
の知識を有し、李氏沒後に藏書を處理した當事者の一人である徐鴻寶が李盛鐸藏
と發言していることがまた別な問題となる。事情は相當に複雜であって、筆者に
はにわかに結論を下すことができない。
こうした問題も念頭におきつつ、取引のおこなわれた 1948年という時代に
ついてかんがえてみたい。雜 36-69–24には、一月前に知らせた李盛鐸藏古寫經
二十余種は別人に賣却濟みという文言があるから70、當時の北平には李氏舊藏と
稱する敦煌寫本がかなり出回っていたようである。事情は南京でも同じだったら
しく、國家圖書館（臺北）所藏敦煌寫本のうち、43「摩訶般若波羅蜜經第一」、

69　「所謂李氏舊藏敦煌景敎文獻二種辨偽」、「李盛鐸藏敦煌寫巻的眞與偽」（『鳴沙集』）、「敦煌寫本
的眞偽辨別」（『敦煌學十八講』）。
70　「一月前書、買孫助廉處有六朝唐人寫巻子二十余種、亦爲李物、惜已爲紙商陳某購」。
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56「妙法蓮華經」、65「妙法蓮華經如來壽量品第十六」の三點について「三十七
年五月十日京購」、すなわち西暦 1948年の購入であるとの記録が殘されている71。
また、これまた李盛鐸舊藏と傳えられ今に至るまで眞贋論爭が續けられているプ
リンストン大學藏「太上玄元道徳經」にも72、1948年の跋文が附されていること
に注意したい73。傅斯年圖書館に殘された慶雲堂からの領收書の日付は、人民解
放軍の北平入城を目前にした「38年 1月 3日」（補 4-4–11）である。國共内戰の
末期、混亂の中で李盛鐸舊藏と稱するものを含む「敦煌文獻」が市場に流出し、
各圖書館、研究所はそれらの買い上げを急いでいたものであろう。
以上のように、慶雲堂納入分が李氏舊藏である可能性は完全に排除できないも
のの、疑わしい要素の方がやや多いようである。現時點では、188071「周易正義」
のような確かな裏づけの探索をもこころみつつ、いわゆる李盛鐸舊藏本につきま
とう疑惑を考慮して愼重に扱うほかないであろう。

五、慶雲堂納入漢文寫本の比定
それでは、傅圖藏「敦煌文獻」から慶雲堂納入分を特定してみよう。慶雲堂關
連の寫本購入リストには次の三種が知られる。それぞれに記された經名に通し番
號を附して掲げる。

①雜 36-69–24「徐鴻寶致那廉君函」（1948年 9月 4日）
（1）唐人寫金剛經（首尾全）／（2）唐開元款寫經／（3）大般湼槃經（大
業四年）／（4）圓明論／（5）摩訶般若波羅密經／（6）六朝經論釋（首尾
全）／（7）維摩詰所說不可思議經／（8）唐佛像一張／（9）普通經三卷
②雜 26-69–33「購書單」
（10）維摩詰所說不可思議解說經一捲／（11）大般湼槃經一捲／（12）六朝
論釋一捲／（13）摩訶般若波羅密經一捲／（14）唐開元款寫經一捲／（15）
唐人寫經精品一捲
③補 4-4–11「慶雲堂法帖店致本所收據」（1949年 1月 3日）
（16）六朝草書法華儀記一卷／（17）六朝大湼槃經一卷／（18）六朝寫經裱
橫兩張／（19）唐人寫經四卷

①は徐鴻寶書簡に附された目録である。②には前述のように拓本のリストも書
かれているが省略する。これら三種の關係は必ずしも明確ではないが、Webサイ
トでは①が參考價格のリストで②が實際の購入價格を記した文書とみている（こ
こでは價格は省略した）。では、順番に比定作業をおこないながら、あわせて氣
づいたことを記しておきたい。

71　鄭阿財「臺灣地區敦煌寫本的収藏與研究之考察」（『敦煌學』21、1998年 6月）、潘重規「國立
中央圖書館藏敦煌巻子題記」（『敦煌學』2、1975年 12月）。
72　贋作説に周珏良「我父親和書」（『文獻』21、1984年 6月）、池田温『中國古代寫本識語集録』（東
京大學東洋文化研究所、1990年）、榮新江「李盛鐸藏敦煌寫巻的眞與偽」があり、眞品説に饒宗頤「索
紞寫本《道德經》殘巻再論」、王素「西晉索紞寫《道德經》殘巻續論―兼談西晉張儁寫《孝經》殘巻」
（『首都博物館叢刊』17、2003年 9月）がある。

73　前注掲王素論文に、1948年の黄賓虹および葉恭綽の題記が紹介されている。
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（ 1）唐人寫金剛經（首尾全）：188077（46）「金剛般若波羅蜜經」
傅圖藏に『金剛經』は二件存するが、首尾完具するのは 188077（46）のみ
なので特定できる。
本寫本には長慶 2（822）年に靈幽法師が加えたといういわゆる「冥司偈」
にあたる部分が存在せず、増廣本の影響を被っていないテクストといえ
る74。
また卷首には糊しろの跡らしきものがあり、前綴されていた紙とおもわれ
る細長い紙片がついている。本來はもっと長い卷子の一部かも知れない。

（ 2）唐開元款寫經：188088（07）「湼槃經節鈔」
傅圖藏に開元年間の識語を持つのは本寫本のみである。内容は第一章に既
述。

（ 3）大般湼槃經（大業四年）：188090（48）「隋大業款寫大般湼槃經」
經名、識語ともに一致するのはこれのみである。「鄭目」、Webサイトとも
に卷末識語の録文を載せるが若干の誤植らしき字も見られるので、煩を厭
わずここにも録文を掲げる。

1　大業四年二月十五日慧休知五眾之易遷曉二字之難
2　遇謹割衣資敬造此經一部願乘茲勝福三清淨業
3　四圓明戒慧日增惑累消滅現在尊卑恆招福慶七世久遠永
4　絕塵勞普被含生遍沾有識同發菩提趣薩婆若
5　　　　清信弟子尹嘉禮受持
6　　　　開九開十開十一年各一遍

さて本寫本は卷第二十六だが、各地の「敦煌文獻」中に僚卷がすこぶる多
い。池田温『中國古代寫本識語集録』や黄徴『敦煌願文集』75、「鄭目」の
擧げる 7種のほか、羅福萇「古寫經尾題録存」には「日本大谷氏藏」とし
て卷第十二の存在が記録されている76。また清野謙次舊藏に「大般湼槃經
卷第十三・一卷（隋大業四年（A.D.608）寫）」が見えるが、あるいは同種
のものかも知れない77。『中國古代寫本識語集録』では 7點のうち 3點に〈疑〉
の記號が附されており、傅圖本も扱いには注意が必要である。

74　『般若心經　金剛般若經』（岩波文庫、1960年）補注に紹介された入矢義高説、平井宥慶「金
剛般若經」（『講座敦煌 7　敦煌と中國佛教』大東出版社、1984年）、何峰「從《金剛經》寫本特色
淺談寫本斷代問題」（『敦煌學』21、1998年 6月）を參照。
75　『敦煌願文集』（岳麓書社、1995年）874–875頁。
76　『永豐郷人雜著續編』所収（『羅雪堂先生全集　初編』三、文華出版公司、1968年）
77　京都國立博物館藏守屋コレクション本も巻第十三のため、素直にかんがえれば別種のテクスト
であるが、守屋本は『識語集録』で疑寫本とされるうちの一つである。したがって、偽寫巻の粉
本となった眞品である可能性も十分にあると言える。なお、清野謙次舊藏敦煌寫經については、「燉
煌本古逸經論章疏並古寫經目録」（『法寶総目録』）、高田時雄「清野謙次蒐集敦煌寫經の行方」（『漢
字と文化』9、2006年 11月）を參照。
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（ 4）圓明論：188106（10）「圓明論」
題名の一致から容易に特定できる。内容については第一章に既述。

（ 5）摩訶般若波羅密經：188074（23）「節鈔摩訶般若波羅蜜經」
傅圖藏中の『大品般若經』類は 188074（23）、188075（24）、188076（29）
の三件であるが、このうち 188074（23）のみが「摩訶般若波羅蜜經」とい
う首題を殘しており、慶雲堂目録はそれにもとづいているとおもわれる。
内容については第一章に既述。

（ 6）六朝經論釋（首尾全）：188102（13）「大智度經釋論」
一行目冒頭に「論、釋して曰く」云々とあるのを、「論釋」を書名と誤讀し
たものとおもわれる。「首尾全」という點でも一致する。ただ、尾題に「大
智度經釋論卷第七十八」と明記されているのをなぜ採用しなかったのかと
いう問題は殘る。

（ 7）維摩詰所說不可思議經：188093（32）「維摩詰所說經」
傅圖藏中の『維摩經』は 188092（33）と 188093（32）の 2件であるが、後
者の首題には「維摩詰所説經一名不可思議解脱佛國品第一」とあり、慶雲
堂目録はこれに由來するとおもわれる。

（ 8）唐佛像一張：不明
「佛像卷子」が 188108（01）、188109（02）の 2件存するが、慶雲堂目録所
載のものがどちらなのかはわからない。

（ 9）普通經三卷：188076（29）「摩訶般若波羅蜜經淨佛國品八十一」
本寫本の紙背には「普通寫經三卷」と記されており、慶雲堂納入分と特定
できる。ただ、「三卷」というからには他に 2卷があったものか、この一卷
を何らかの理由で「三卷」と見なしたものかは不明である。
本寫本の首題には「淨佛國品八十一（卷三十八）」とあるが78、大正藏は卷
第二十六淨土品第八十二であって品名、品數と調卷がことなっている。「大
正新脩大藏經勘同目録」によれば、これら三要素がすべて一致するのは神
護慶雲二（768）年寫聖語藏本である。これは、188074（23）「節鈔摩訶般
若波羅蜜經」とまったく同じ状況である。

（10）維摩詰所說不可思議解說經一捲：（7）と同一卷？
（11）大般湼槃經一捲：（3）と同一卷？
（12）六朝論釋一捲：（6）と同一卷？
（13）摩訶般若波羅密經一捲：（5）と同一卷？
（14）唐開元款寫經一捲：（2）と同一卷？

78　傅斯年圖書館のサイトでは巻首畫像が欠けているので、IDPで公開中の畫像によった。
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（15）唐人寫經精品一捲：188091（25）「佛名經（十六卷本）卷第五」
舊藏者によるらしき題箋に「敦煌唐人精書佛名經九節」とあり、慶雲堂目
録はそれに由來するとおもわれる。ただ、なぜより具體的な「佛名經」の
方を採用しなかったのかという疑問は殘る。内容については第一章に既述。

（16）六朝草書法華儀記一卷：188098（28）「法華義記」
本寫本の尾題は「法華義記第一」であり、紙背に記された呉寶煒の題記に
は「此卷書法兼行草、猶未盡脱篆隸、筆意在六朝法書中亦獨見精妙………
六朝人曇慶寫、流通後代」とあって、六朝人の寫した行草體と見なしている。
これらの點から特定は容易である。

（17）六朝大湼槃經一卷：188089（17）「大般湼槃經」
卷末の識語には「大般湼槃經卷第二十五／元年七月十五日晝、法持敬寫」
とあり、やはり紙背に記された呉寶煒の題記ではこれが「北魏」と比定さ
れている。これらの點から慶雲堂の云う「六朝大湼槃經」が本寫本である
と推定できるが、（16）の「法華義記」とともに呉寶煒舊藏である點も傍證
となるであろう。

（18）六朝寫經裱橫兩張：不明

（19）唐人寫經四卷：不明（188099（09）「四分律」？）
188099（09）「四分律」を見ると、泊園居士（周樹模）の題箋と清道人（李
瑞清）の題記にひとしく「唐人寫經殘卷」とあり、4卷のうち 1卷はこれ
を指している可能性がある。

六、傅圖藏「敦煌文獻」の特徴―むすびにかえて
その入手經過から傅圖藏「敦煌文獻」を見た場合、二つの特徴が看取しうる。
一つは「敦煌文獻」が商品として扱われうる状況で購入されたこと、いま一つは
仲介者の役割が決定的であることである。一つ目については言うまでもないであ
ろう。古物商たる慶雲堂はもちろん、西北地區の個人收藏家とも金品を媒介とし
た取引がなされ、調査隊からの報告書簡からは生々しい値段交渉の樣子までもう
かがえるのである。
つぎに、二つ目について西北考察隊における向達の存在をいま一度かんがえて
みたい。李 38-5–5「夏鼐致傅斯年、李濟函」に記された 4卷のうち、188080（19）
「妙法蓮華經」は向達が購入したものであるが、他の 3卷にしても、

此三卷寫本、向先生皆曾過目、除『無量壽經』爲常見之物、其余二卷、向
先生以爲皆値得購買、臨行時且曾囑咐、設法購取（この三卷の寫本は、向達
先生がみな目を通されたものですが、『無量壽經』がよく見られるものであ
るほかは、他の二卷は向達先生は買うに値するとのお考えで、何とかして買
い取るようにと出發にあたっての仰せでした）。
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といった具合で、すでに敦煌を去った向達の鑑定意見が大きく影響しているの
である。もちろん、夏鼐も「敦煌文獻」收集には積極的であって、先の引用に續
いて、

敦煌寫經民間尚有收藏、但已日漸減少、佳品更不多見、故生意攷察隊不妨
購買數卷、以作標本（敦煌寫經は民間にまだ收藏されているものの、しかし
日を追うにつれて減っており、優品はなおさら少なくなっています。ですか
らわたくしとしましては、考察隊が數卷を購入して標本とするのもよいだろ
うと思っております）。

とみずからの見解をも述べている。しかしながら、李 38-4–11「夏鼐函傅斯年李
濟」で言及された民衆教育館藏チベット文文獻も、やはり向達の紹介であったこ
とを想起したい。史語所を代表して西北考察隊に參加していた夏鼐はやはり考古
學者なのであって、文獻收集の重要性は理解していたものの、具體的な探索や鑑
定は歴史文獻學者としての向達を尊重しようとの氣持ちが強かったのではあるま
いか。實際、かれの書簡で文獻購入についての報告がなされるのは、つねに發掘
報告の後、書簡の最後になってからなのである。
先に見たとおり慶雲堂納入分にしても、以前から取引のあった古物商から持ち
かけられた話に、やはりかねて信頼の徐鴻寶からお墨付きを與えられての購入と
いう事情なのであった。嚴しい人的、金錢的條件の中で、史語所が最善を盡くし
たことは疑いない79。しかし結果から見て、その集書過程がやや主體性を缺いて
いたことは否めない。こうしたことは、李盛鐸舊藏説の信憑性と同時に、傅圖コ
レクションの資料價値を減ずる要素であるだろう。
それでは、われわれは傅圖藏「敦煌文獻」をどう扱えばよいのか。最後に、内
容と來歴を勘案した現時點での筆者の態度を記しておきたい。まず、敦煌で入手
されかつ内容的に僞造が困難なものとして 188104（30）「維摩手記」、188105（31）
「維摩經科文等小抄」が擧げられる。特に 188104（30）は複雜な構成を持ち、僞
造は少なくとも内容的にはほぼ不可能であろう。この 2點が傅圖コレクションで
もっとも信頼性の高い寫本である。
それらに次ぐ價値を持つ寫本として、188098（28）「法華義記」、188106（10）

「圓明論」および 188071（06）「周易正義」がある。前二者は來歴から言えば疑
わしい點もあるものの、「法華義記」の僞造は不可能であろうし、傅圖本「圓明論」
には他本には見られない七言偈が含まれ、これまた僞造は困難である。最後の「周
易正義」は事情が逆で、内容は現行本をもとに僞造も可能であろうが素性がはっ
きりしている寫本なのである。また、188077（46）「金剛般若波羅蜜經」の本文
や 188074（23）「節鈔摩訶般若波羅蜜經」、188076（29）「摩訶般若波羅蜜經淨佛
國品八十一」の調卷が古形を殘していることも積極的に評價してよいだろう。
その他の寫本については、愼重な檢討を經た後でなければ資料としては使いに
くいことになるが、中でも惱ましい例としてコレクション中に含まれる二種の抄
79　李 38-5–17「夏鼐函傅斯年」では「西夏文刻經」に触れて、「能出値多少？如在萬元以内、攷
察團可以購買、但是如須數萬元、則恐須另籌款子（いくらまで出せるでしょうか？もし 1万元以
内であれば考察団で買うことができますが、しかしもし數万元かかるのであれば、おそらく別に
資金を工面しなければなりません）」と報告している。つねに限られた資金のやりくりを考えなが
ら調査に從事していた樣子がうかがえる。
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經がある。それは 188074（23）「節鈔摩訶般若波羅蜜經」と 188088（07）「湼槃
經節鈔」のことであるが、經文の大膽な摘録を當時の學習状況を生々しく傳える
ものと見るか、拙劣な僞造が破綻を見せたものとかんがえるか、にわかには結論
が下しがたい。特に 188088（07）の明らかな誤りを含む獨特な朱點の打ち方を
どう理解するか、檢討が必要であろう。
總じて言えば、傅圖コレクションには來歴は疑わしいが内容は信頼できるもの
が含まれ、そのことが問題の解決を困難にしている。今回は内容と入手經路のみ
の考察であったが、ぜひ專家によって書風や紙質などからする檢討がおこなわれ
ることを期待したい。もちろん、拙稿での考察範圍にも無知から來る誤りや的外
れな議論が多々あることと恐れる。大方のご叱正を乞う次第である。

附 1：傅斯年圖書館藏「敦煌文獻」漢文部分目録補
〔凡例〕

1、本「目録補」は、寫本の定名の修正および舊所藏者と入手經路の一覽作成を
主要目的とし、同時に傅斯年圖書館による編號と鄭阿財「題記」の編號を對
照して研究者に利便を供するものである。款式などその他の情報については、
鄭氏「題記」および傅斯年圖書館のWebサイトを參照されたい。

2、首題、尾題を有する寫本については、原則としてそれらを寫本名とした。
3、首題、尾題があっても、便宜のため學界慣行の名稱に統一した場合がある。
4、「内容」のうち紙背は「V」で示し、複數作品が連寫された寫本は、それぞれ
の作品名に「a．b．c．」の通し記號をふった。

5、從來の定名に修正、増補を加えた場合は、その部分を太字ゴチックで示した。
6、「舊藏者」「入手經路」欄は鄭氏やWebサイトによる比定のほか、その後の諸
研究や筆者の推定による新知見を太字ゴチックで補った。

編號 鄭目
編號 内容 舊藏者、藏書印

等 入手經路

188071 06 周易正義 李盛鐸 日中戰爭後に北
平で購入

188072 14 大般若波羅蜜多經卷第三十五（尾題）
188073 15 大般若波羅蜜多經卷第四百二十二
188074 23 節鈔摩訶般若波羅蜜經 慶雲堂
188075 24 摩訶般若波羅蜜經具足品
188076 29 摩訶般若波羅蜜經淨佛國品 慶雲堂
188077 46 金剛般若波羅蜜經（首、尾題） 慶雲堂
188078-9 47 金剛般若波羅蜜經（尾題）

188080 19 妙法蓮華經信解品
甘肅省銀行王主
任の紹介により
向達が購入

188081 18 妙法蓮華經化城喩品
188082 20 妙法蓮華經妙音菩薩品
188083 21 妙法蓮華經妙音菩薩品 啓功
188084 03 佛説慧上菩薩經上 虛（龔？）維疆

50



188085 04 佛説觀無量壽佛經、V．a．女夫詞、b．
雜抄

188086 12 大方等大集經日密分中分別品第四之二
188087 16 大般湼槃經如來性品
188088 07 涅槃經節鈔（開元十一年） 慶雲堂
188089 17 大般湼槃經卷第二十五（尾題） 呉寶煒 慶雲堂

188090 48 大般湼槃經卷第二十六（尾題）（大業
四年） 慶雲堂

188091 25 佛名經（十六卷本）卷第五 慶雲堂
188092 33 維摩詰所説經卷上（尾題）

188093 32 維摩詰所説經一名不可思議解脱佛國品
第一（首題） 慶雲堂

188094 22 思益梵天所問經卷第四（尾題）

188095 45 金光明最勝王經最淨地阤羅尼品第六
（首題）

188096 11 大乘无量壽經（中題）
西北考察團が敦
煌にて磨坊の主
人から購入

188097 49 隨求即得大自在阤羅尼神呪經（尾題） 許承堯、呉博全
188098 28 法華義記第一（尾題） 呉寶煒 慶雲堂
188099 09 四分律卷第一 周樹模 慶雲堂？
188100 08 四分律卷第五十八
188101 05 優婆塞戒經卷第三（尾題） 啓功
188102 13 大智度論卷第七十八

188103 27 法華義疏卷第三、V.金剛般若旨贊卷
下（首題）

188104 30
a．維摩手記（外題）、b．押座文（擬）、V．
a．大般若經目録、b．維摩手記雜寫、c．
賢愚經云（十夢）、d．佛敎敎理雜寫

西北考察團が敦
煌にて磨坊の主
人から購入

188105 31 a．維摩經科文、b．河西節度使道場文、
c．和菩薩戒文雜寫、V．和菩薩戒文

西北考察團が敦
煌にて磨坊の主
人から購入

188106 10 a．圓明論、b．阿摩羅識、c．七言 慶雲堂
188107 50 降魔變 羅振玉

附 2、中央研究院歴史語言研究所と敦煌文獻關連年表
〔凡例〕本「年表」は、中央研究院歴史語言研究所における敦煌文獻の收集整
理および研究に關する事項の一覽である。

民國 17（1928）年 歴史語言研究所成立、「敦煌材料研究班」設置（廣州）
民國 18（1929）年 史語所、北平に移轉。八つの研究班を三つに統合、敦煌材

料研究班は廢止。
民國 20（1931）年 陳垣『中央研究院歴史語言研究所專刊之四　敦煌劫余録』

刊行
史語所、上海に移轉（この頃、古物商より寫本購入？）
劉復『中央研究院歴史語言研究所專刊之二　敦煌掇瑣』刊

51



行80

民國 23（1934）年 史語所、南京に移轉
民國 26（1937）年～ 史語所、長沙に移轉。のち、昆明に移轉
民國 30（1941）年 史語所、四川省南溪縣李莊に移轉
民國 31（1942）年 西北史地考察團派遣
民國 33（1944）年 西北科學考察團派遣、敦煌にて寫本購入
民國 35（1946）年 史語所、南京に移轉
民國 37（1948）年 史語所、臺灣桃園縣に移轉

慶雲堂より寫本購入
民國 38（1949）年 慶雲堂より寫本購入
民國 41（1952）年～ 188097（49）「隨求即得大自在陀羅尼神呪經」購入
民國 43（1954）年 史語所、臺北市南港に移轉81

民國 60（1971）年 黄彰健「唐寫本周易正義殘卷跋」（『大陸雜誌』第 42卷第 9期、
1971年 5月）に、188071（06）「周易正義」の書影が掲載。

民國 65（1976）年 呉其昱、鄭阿財、書庫を見學
民國 85（1996）年 石璋如『中央研究院歴史語言研究所田野工作報告之三　莫

高窟形』發行
民國 88（1999）年 「鄭目」發表
民國 91（2002）年 Cheng A-tsai（鄭阿財）、Provenance and verifi cation of Dunhuang 

manuscripts in Taiwan, Dunhuang Manuscript Forgeries, 
The British Libraryが、傅圖コレクションの存在に言及
3月 「傅圖藏『敦煌文獻』出版會議」開催
12月 IDPと協定締結

民國 92（2003）年 寫本整理開始
民國 93（2004）年 デジタル化完了、IDPにデジタル畫像と後設資料（metadata）

を提出
民國 94（2005）年 Web公開

［付記 1］拙稿で取り上げた資料の閲覽にあたっては、各所藏機關と關係各位に
格別のご高配を賜った。特に、傅斯年圖書館の會冠雄氏、歴史語言研
究所の劉淑芬氏、楊峻峰氏、京都國立博物館の赤尾榮慶氏、紹介の勞
を執ってくださった高田時雄氏に感謝申し上げる。

［付記 2］本研究は、平成 18年度科學研究費補助金「若手（B）」による成果の一
部である。

80　巻首に民國 14（1925）年の序を持つが、實際の刊行年は明らかでない。今は、1991年景印本に「中
華民國二十至二十一年出版」とあるのにしたがった。
81　史語所の移轉經歴は、『中央研究院歴史語言研究所簡介』（中央研究院歴史語言研究所、2002年）
を參考にした。
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『敦煌寫本研究年報』創刊號（2007.03）91-118頁

唐代喪服儀禮の一斑
――書儀に見える「禫」をめぐって――

永田知之

一、はじめに

　現在、我々が目睹し得る唐代以前の書儀（書簡の文例集）は、一般に朋友書儀、
吉凶書儀、表状箋啓書儀の三種に分けられる。それぞれ時候の挨拶文、婚禮・葬禮
に關する書簡、公用文書の規範を示すこの三者の中で、吉凶書儀は他の二種とは
異なる性格をも合わせもっていた。即ち、單に手紙の書式を示すだけでなく、婚
禮・葬祭における口頭での應對や作法、いわゆる「儀注」（小論では儀式の禮法、
乃至それを記したものという意味で用いる）もそこには含まれる。具體的にいえ
ば、婚禮に關わる「吉儀」と共に吉凶書儀を形作る「凶儀」1には、弔問の口上や
それへの返答、葬祭での式次第までも記されていたのだ。
さて古來、最も近縁の尊屬を失った場合、三年に渉る服喪が禮制上、遺族には

義務づけられていた。既に自明の事柄ではあるが、この「三年」とは滿三年を意
味してはいない。

三年之喪、二十五月而畢。（『荀子』「禮論」、『禮記』「三年問」も同文）

ここに見られるように「三年之喪」といっても、實は「二十五月」であった。漢代
には實際に二十五箇月服喪した記録も殘っており2、「三年」は三つの年に跨ること
を指している。それでは故人の死後二十五箇月が經過すれば遺族は以前と變わら
ない日常生活に復歸できたのか。禮制を嚴密に遵守した場合、事はそう單純に運
ぶものではなかった。

又朞而大祥。曰、薦此祥事。又、復也。疏、又朞至祥事○注又復也○釋曰、此謂二
十五月大祥祭、故云復朞也。變言祥事、亦是常事也。 中月而禫。

中、猶閒也。禫、祭名也。與大祥閒一月。自喪至此、凡二十七月、禫之言、澹澹然平安意也。古文禫或爲導。疏、中月而禫○注中猶至爲導
○釋曰、知與大祥閒一月、二十七月禫。徙月樂、二十八月復平常、正作樂也。云禫之言、澹澹然平安意也者、禫月得無所不佩、又於

禫月將郷吉祭、又得樂懸、故云平安
意也。但至後月、乃是即吉之正也。 。」（『儀禮』「士虞禮」）

1敦煌から發見された書儀のうち、凶儀全般については伊藤美重子（2002）が參考になる。
2「三年之喪」が實際にどれだけの期間に渉ったか、また二十五箇月服喪した實例については竹

倉二郎（1935）、藤川正數（1960）99-104頁參照。
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この『儀禮』鄭玄注に從えば、故人の死から二十五箇月で「大祥」（死後十三箇月
で行う「小祥」に對していう）の祭祀を擧行した後、一箇月を經て、つまり二十七
箇月後に「禫」という祭禮をもつことが義務付けられていた。「樂の懸けらるるを
得」とは音樂の演奏が許されるということ、即ち日常生活への完全な復歸を象徴
している。それは「禫」より更に一箇月たって後のことである。結局、普段の暮
らしに戻るまでは、全體として二十八箇月の時閒が費やされることになる。
「禫」という文字は唐代の「凶儀」にもしばしば見られる。小論では敦煌から發
見されたこの凶儀に見える「禫」に對象を限定して、唐代における葬祭の一端を
考えてみたい。

二、「 」をめぐる魏晉南北朝及び初唐の記録

　「禫」について考える際、決して見過ごせない問題が存在する。それは曹魏・王
肅による「祥禫共月」説（大祥と「禫」は同じ月の内に擧行するべきものだという
考え方）である。

孟獻子禫、縣而不樂、比御而不入。夫子曰、獻子加於人一等矣」疏：「其
祥禫之月、先儒不同。王肅以二十五月大祥、其月爲禫、二十六月作樂。
所以然者、以下云祥而縞、是月禫、徙月樂、又與上文魯人朝祥而莫歌、
孔子云、踰月則其善。是皆祥之後月作樂也。又閒傳云、三年之喪、二十
五月而畢。又士虞禮中月而禫、是祥月之中也、與尚書文王中身享國謂
身之中間同。又文公二年冬、公子遂如齊納幣、是僖公之喪、至此二十
六月。左氏云、納幣、禮也。故王肅以二十五月禫除喪畢、而鄭康成則
二十五月大祥、二十七月而禫、二十八月而作樂、復平常。（『禮記』「檀
弓上」）

要するに故人の死後二十五箇月で大祥、一箇月置いて（即ち二十七箇月後）「禫」
を營むという鄭玄の説に對して、王肅は同じ沒後二十五箇月のうちに大祥、「禫」
を行うべきだと主張しているのである。王肅の經學はことさら鄭玄の説に逆らう
という特徴をもっている3。だが、漢儒の説4と異なるこの王肅説は魏晉の際から南
北朝を通じて大きな力をもち續ける。
魏晉南北朝における「禫」、もしくは服喪が終わるのは沒後二十五箇月か二十七
箇月かという問題に對して、何らかの主張や行動が見られた例を、主に朝廷の場

3王肅の經學については加賀榮治（1964）50-187頁、李振興（1980）に詳しい。
4『白虎通』「喪服」、『禮記』「檀弓上」正義所引・戴德『喪服變除禮』、『春秋公羊傳』閔公二年

何休注は鄭玄説に同じ。『説文解字』第一篇上には「禫、除服祭也」とある。だが、段玉裁は『説
文解字注』の「禫」字に關する注釋で、これが許愼による原文ではない可能性を指摘する。竹倉二
郎（1935）21、22、29頁參照。

92



におけるものに限って、時期、出典資料を擧げ、ごく簡單に内容を分類してみた
のが次の【表一】である。
魏晉南北朝を通じて、全體的に鄭玄説が優勢であった樣が見て取れる。ただし、

敢えて鄭玄説が主張され、議論の末に國家の儀式で用いられるというのは、王肅
の「祥禫共月」説も一定の力を保っていたからこそである。王肅説がある程度は
受容された背景として、次の三つの要因が考えられる。

　 1.王肅が西晉・武帝の外祖父だったため、その説は晉代における禮の議論で俎
上に上りやすく、從って最初から鄭玄説に埋沒することを免れて南北朝を通じて
議論され續けたこと。

【表一】
朝代 皇帝 元號 年 西暦 月 出典資料 ※ No.
曹魏 明帝 太和 6 232 3 通典四十九 1381、魏書一百

八之二 2762
議 1

少帝 正始 2 241 ？ 魏書一百八之二 2760 議 2
西晉 武帝 武帝期 (265～290)初? 魏書一百八之四 2797 王 3

泰始 10 274 7? 晉書二十 618、（同三 64） 王 4
太康（280～290）中 晉書卷十九 581 鄭 5

東晉 ☆西晉・東晉間の概況を記述 宋書十五 392、同六十 1624 鄭 6
劉宋 武帝 永初 元 420 10 宋書一 56、同十五 392、同

六十 1624
鄭 7

文帝 元嘉 17 440 7? 宋書十五 395、（同五 87） 心 8
23 446 7 宋書十五 399→「除禫杖」の

主張を批判
意 9

孝武帝 孝建 元 454 12 宋書十六 455 鄭 10
2 455 2 宋書十五396→文帝の娘ら、

心禫を行う
心 11

大明 2 458 正 宋書十五 396、隋書八 151 心 12
7 463 3 宋書十七 477 意 13

南齊 高帝 建元 2 480 7? 南齊書十 158、（同二 36）、隋
書八 151

心 14

北魏 孝文帝 太和 15 491 11 魏書一百八之一 2749 ? 15
宣武帝 景明 2 501 6 魏書一百八之二 2759 鄭 16

梁 武帝 天監 2 502 ？ 隋書八 151 心 17
北魏 宣武帝 延昌 2 513 春 魏書一百八之四 2796 議 18
陳 文帝 天嘉 元 560 8 隋書八 151 心 19

　　出典資料の漢數字は該當記事が見える卷數、アラビア數字は中華書局標點本の頁數を示す。
　　出典資料の項の「（同三 64）」等は時期を確定するための根據となる記事が見える箇所。
　　※の部分に見える文字はそれぞれの時期に行われた主張や行動の内容を概括した記號。
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　　議：「禫」、もしくは服喪終了の時期について、鄭玄、王肅兩説のいずれを採るかで議論は見ら
れたが、決着がつかなかった、もしくは結論が不明確なもの。
　　王：「禫」の時期について、王肅説が主張されたもの。
　　鄭：「禫」の時期について、鄭玄説が主張された、または議論の後、鄭説が採用されたもの。
　　意：鄭玄、王肅兩説とは特に關わり無く、「禫」についての意見が出されたもの。
　　心：「心禫」（次々節で言及）、「追服」（死後間を置いた服喪）について議論が行われたもの。
　　禫：實際に祭禮が執り行われたもの。

　 2.遺族にとっては服喪の煩瑣さを免れ、國家にとっても不安定な時代に人的資
源を效率よく利用できる點で好都合だったということ。王肅説に從っても短縮さ
れる服喪期 はわずかだが、それを突破口に禮制全體の嚴しい束縛を緩める效果
は存在したのではあるまいか。
　 3.禮學の研究が進み、漢代以來の學説に必ずしも囚われずに、議論が展開され
たこと5。
また唐代（武周期）には次のような議論が起こっている。聖暦元年（698）、弘

文館直學士の王元感が「三年」と稱するからには文字どおり「三十六月」服喪すべ
きだという論を著した。これに對する鳳閣舍人・張柬之の反駁の一部とそれへの
世評をここに引いておく。

三年之喪、二十五月、不刊之典也。…〔中略〕…其二十五月、先儒考校、
唯鄭康成注儀禮中月而禫、以中月閒一月、自死至禫凡二十七月。又解
禫云、言澹澹然平安之意也。今皆二十七月復常、從鄭議也。踰月入禫、
禫既復常、則二十五月爲免喪矣。二十五月、二十七月、其議本同。…
〔中略〕…時人以柬之所駁、頗合於禮典6。（『舊唐書』卷九十一「張柬
之傳」）

張柬之の見解では、「三年之喪」が二十五箇月であることについて、鄭玄、王肅共
に何ら異なる點は無い。即ち、この見解に從えば「禫」は服喪期閒の中に含まれ
ないこととなる。
張柬之の説によれば、服喪は二十五箇月で終わる。魏晉以降の服喪終了時期を

めぐる喧しい議論は「禫」も服喪であると後人が錯覺したことによる、といえる
かもしれない。
いずれにしても「三年之喪」は二十五箇月であると論じる過程で、「二十五月、
二十七月、其の議は本と同じ」と王肅説にも配慮を示している點は、やはり見落
としてはなるまい。ここでは結果として「踰月入禫」と鄭玄説に遵っているわけ
だが、一方で王肅説が初唐期になお力をもっていたことは、この事實から明らか
であろう7。

5魏晉南北朝における鄭・王兩説の受容、兩者の角逐は藤川正數（1960）98-128頁參照。
6『唐會要』卷三十七「服紀上」、『新唐書』卷一百九十九「儒學傳中・王元感」にも、これと關

連する記事が見える。島一（1998）參照。
7王肅が『儀禮』全體の注を著したかについては諸説あるが、著していたにせよ唐初には散佚し

ていた可能性が高い。ただ喪服の注は確かに存在した。加賀榮治（1963）70-74頁。
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三、唐初の書儀に見える「 」
　それでは敦煌文獻所載の「禫」はいかなるものであったのか。まず次に二種の
寫本を見てみよう8。

　 P.4024　〔唐前期書儀〕9

73　〔上略〕大祥除 衣去 杖、十五升布爲衣、
74　縞冠、素纓、革帶。婦人除 裳、去10、衣履如男子。禫服
75　如平裳。齊 裳四升布、冠七升布、右縫、布纓武冠、内縪、牡
76　麻 帶。首 圍七寸、右本在下、繩纓五分、首 去一分以爲腰 、
77　圍五寸。母以桐爲杖、大如腰 、通圓之長與心齊、本在下。桐是陰、節生於内、

故母以桐爲杖。

78　小祥除首 、練九升布爲冠、纓武亦如之、婦人除腰
79　］右祥禫變除與斬 同。齊 杖期 五升布、
80　］右 杖祥禫11三年同、逾月復平裳、
81　］而麻履。〔以下略〕

　 S.1725　〔唐前期書儀〕

01　〔上缺〕斬衰三年、服廿五月12…練
祥。 廿五月大祥。禫月……朞十

三月……
41　〔中略〕廿五月大祥、不復哭。大斂、祭既殯、
42　設靈、朝夕奠常食、日夜相繼。至月一日、十五日以内、孝再拜。
　　〔以下略〕

　まず兩寫本の年代を確定しておく必要がある。この兩寫本は引用したのとは別
の部分に血縁者が死んだ場合、それがいかなる續柄の人閒であるかによる服喪期
閒の説明を含む。

【表二】
貞觀十一年禮 P.4024 S.1725 貞觀十四年改制 大唐開元禮

曾祖父母 齊衰三月 齊衰三月 齊衰三月 齊衰五月 齊衰五月
舅 麻三月 麻三月 麻三月 小功五月 小功五月

嫡子婦 大功九月 大功九月 大功九月 （齊衰不杖）期 齊衰不杖期
衆子婦 小功五月 小功五月 小功五月 大功九月 大功九月
嫂・叔 無服 孤叔爲嫂期 小功五月 小功五月

「貞觀（十一年）禮」（いわゆる貞觀禮）、P.4024、S.1725、貞觀十四年に同十一年禮
を改制したもの13が、親族の死に際してどれだけの服喪を要求しているか、それを

8以下 P.…はぺリオ所獲、S.…はスタイン所獲敦煌文書であることを、…はその番號を示す。
9タイトルは趙和平（1993）が比定した假題に從っておく。後掲の S.1725もこれに同じ。なお

小論に引く書儀はこの趙和平（1993）を底本とした上で、寫眞等により一部補訂した。
10呉麗娯氏は意味の上から「去」の後に「 」を補っている。呉麗娯（2002）403、413頁參照。
11呉麗娯氏は意味の上から「禫」の後に「與」を補っている。呉麗娯（2002）403、414頁參照。
12割注の「祥」字、趙和平（1993）395頁は「袢」に作っているが、いま呉麗娯（2002）404、414
頁に從う。

13貞觀禮やその改制の内容は『貞觀政要』「禮樂」、『唐會要』卷三十七「服紀上」等による。
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圖表化して【表二】にまとめておいた。これを見れば明らかだが、P.4024、S.1725

に見える服喪期閒は、ほぼ貞觀十一年禮に一致する。貞觀十四年以降も唐代を通
じて何度か喪禮は變更を加えられてきたが、これほどまでに兩寫本と符合する例
は見られない。P.4024、S.1725の記述は唐初、それも建國（618）から貞觀十四年
（640）までの禮制を反映すると見てよかろう14。

P.4024によれば、斬衰・齊衰（三年）の場合は共に「禫服」（「禫」の際に用い
る衣服か）に「平裳」を着用し、齊衰（期、一年）では「禫」を終えて後、「平裳」
を着ることになる。また S.1725は「禫」について書かれていたはずの箇所を缺く。
大祥の後に記されるのは、ここに引いたとおり「大斂」や「殯」に關する事柄なの
で、「禫」については分かりかねる。
結局、P.4024が「禫」についていうのは「平裳」（普段着）を身に着ける、わず
かにこれだけでしなかい。だが實のところ、そこには單なる衣服の指定に止まら
ぬ意味が含まれている。なぜなら「禫」を擧行する際、具體的にどうすべきか、そ
の指示を與える文獻は、經書とその注は別格として、魏晉以降の現存資料では、こ
の兩寫本（S.1725については何らかの指示が存在しただろうという推測のみ可能
なのだが）が最初らしいからである。
こういえば、前節の【表一】に掲げた魏晉南北朝期の「禫」をめぐって史書に殘

された記述は何であったのか、という疑問が出てくるに違いない。次節でその意
味を考えてみる。

四、魏晉南北朝における「 」の實態
　魏晉南北朝を通じて「禫」に關する議論が喧しく繰り廣げられたことは、前々
節で見たとおりである。ここではその中で具體的な行動をとったと思える例をま
ず二つ擧げてみる。なお、引用資料の後に附した〔No.…〕は前々節の【表一】に
おける關連箇所を示す。

世宗景明二年夏六月、祕書丞孫惠蔚上言、…〔中略〕…又案魏氏故事、
魏明帝以景初三年正月崩、至五年正月、積二十五晦爲大祥。太常孔美、
博士趙怡等以爲禫在二十七月、到其年四月、依禮應 。散騎常侍王肅、
博士樂詳等以爲禫在祥月、至其年二月、宜應 祭。雖孔王異議、六八
殊制、至於喪畢之 、明年之禘、其議一焉。陛下永惟孝思、因心即禮、
取鄭捨王、禫終此晦、來月中旬、禮應大 。（『魏書』卷一百八之二「禮
志四之二」）〔No.2〕

王肅、樂詳は二十五箇月説、孔美、趙怡は二十七箇月説を支持している。ただし、
彼らは「禫」を服喪終了時點の目安にして、その上で「 」（祖先を宗廟に す祭

14兩寫本の年代推定は呉麗娯（2002）374-393頁に詳しい。なお S.1725には貞觀十四年以降の
禮制も見えており、また太宗の諱字を避けた箇所も存在する。このことより呉氏はその書寫年代
を P.4024のそれより遲い時期、貞觀後期から高宗朝前期と考えられた。後に呉氏は呉麗娯（2006）
170-171頁で S.1725の作成は貞觀期ではあり得ず、高宗朝まで降ると説を修正したが、そこに見え
る禮制はやはり貞觀期のものを反映していると主張された。
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禮）を擧行する時期をそれぞれ算出・主張しているのである。「禫」自體について
は何も述べていない。

元嘉十七年、元皇后崩。皇太子心喪三年。禮心喪者、有禫無禫、禮無
成文、世或兩行。皇太子心喪畢、詔使博議。有司奏、喪禮有禫、以祥變
有漸、不宜便除即吉、故其閒服以 縞也。心喪已經十三月、大祥十五
月、祥禫變除、禮畢餘一朞、不應復有禫。宣下以爲永制。詔可。（『宋
書』卷十五「禮志二」）〔No.8〕

この資料には見られないが、一般にこの種の「禫」は「心禫」と呼ばれる。所謂
「心喪」と同様、それは心の中で行うものであり、やはり具體的に何か行動を起こ
すわけではない。
これら二例を始め、魏晉南北朝期の「禫」に關する言説とは、ほとんどが服喪は

故人の死から二十五箇月後、二十七箇月後のいずれに終了するか、または「心禫」
の是非を問う（前者は【表一】※の項に議、王、鄭を、後者は心を附したもの）に二分
されるものだった。ここで、魏晉南北朝を通じてただ一つだけ殘る「禫」が實施
された記録を擧げてみよう。

十一月己未朔、帝釋禫祭於太和廟。帝袞冕、與祭者朝服。既而帝冠
介幘、素紗深衣、拜山陵而還宮。庚申、帝親省齊宮冠服及郊祀俎豆。癸
亥冬至、將祭圓丘、帝袞冕劍 、侍臣朝服。辭太和廟、之圓丘、升祭
柴燎、遂祀明堂、大合。既而還之太和廟、乃入。甲子、帝袞冕辭太和
廟、臨太華殿、朝羣官。既而帝冠通天、絳紗袍、臨饗禮。帝感慕、樂
懸而不作。丁卯，遷廟、陳列冕服、帝躬省之。既而帝袞冕、辭太和廟、
之太廟、百官陪從。奉神主於齋車、至新廟。有司升神主於太廟、諸王
侯牧守、四海蕃附、各以其職來祭。（『魏書』卷一百八之一「禮志一」）
〔No.15〕

太和十五年（491）、北魏・孝文帝が「禫」を擧行した樣子が記されている。前年に
沒した皇帝の祖母である文明太后を悼み、また帝室の祖先を祀る廟の移動に伴い
行われたものと推測される。「樂懸而不作」とは前々節でも引いた『禮記』「檀弓
上」の「孟獻子禫、縣而不樂」という一節を蹈まえており、この「禫祭」が古禮に
基づいていることを示す。
孝文帝といえば、洛陽遷都を始めとして急激な漢化政策を斷行した史實で名高

い。その獨特な箇性を考え合わせると、彼による「禫」は必ずしもこの祭禮が當
時において一般に行われていたと示すものとは思われない。むしろ漢化に邁進す
るあまり、既に形骸化した儒禮まで行ったと考えるべきではないか。魏晉南北朝
を通じて「禫」の擧行例や式次第を記す文獻が無い中で、この太和十五年の記録
が孤立的に存在することは、かえって我々にかかる疑いを抱かしめる。この疑惑
を更に強くさせることとなる記述を次に擧げておこう。
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國子助教蘇瑋生議、…〔中略〕…自漢文以來、一從權制、宗廟朝聘、莫
不皆吉15。雖祥禫空存、無 縞之變、烝嘗薦祀、不異平日。殷祠禮既弗
殊、豈獨以心憂爲礙。（『宋書』卷十六「禮志三」）

劉宋・孝武帝の孝建元年（454）十二月、先帝の死後二十七箇月たっていない明年
四月に「殷祠」を行うことは妥當であるかという諮問に對する蘇瑋生の答申を擧
げておいた。特に時期を氣にせずとも「殷祠」は擧行できるという彼の意見は、結
果として否定される。
だが、その理由を擧げた「祥禫空存」云々という一節は見逃せまい。つまり、蘇

瑋生は今や「禫」は空名を擁しているのみ、從って本來はその祭禮を行うべきだ
とされる故人が沒してから二十七箇月後を待つことは無い、と主張しているわけ
である。
前漢・文帝の薄葬令が「祥禫　空しく存す」る原因であったか否かは措くにせ

よ、「禫」の祭禮が劉宋の頃には廢れており、また恐らくはそういった状態が相當
に長く續いていたことをこの記録は示している。從ってこれより數十年遲れる北
魏・孝文帝の「禫」はやはり例外的に復活させられたものと考えるのが妥當だろ
う。「禫祭そのものが兩漢より魏晉時代を通じて、未だ曾て實施された形跡がなく、
禫月論は結局遺書に依る禮學上の空論であつたため、好む所に從つて、鄭王兩説
がそれぞれに支持せられ、互に相讓らなかつたのであろう」16という先學の指摘は
恐らく正鵠を射ている。

五、「 」という祭禮の創出
　漢代から魏晉南北朝を通じて、「禫」がその存在すら怪しい代物であったことは
前節で既に述べた。だが唐代に至って、それを祭禮として確立させようという動
きが現れ始める。
次にその一節を引く唐朝欽定の禮書である『大唐開元禮』は三品以上、四品五

品、六品以下と同じ祭禮についても對象となる人物の品階により、記述が三箇所
に分かれる構成をとっている。そこでまず三品以上の高官に對する規定を引用し
た後、四品五品、六品以下の官人に關する記述との校勘を附しておく。

前一日掌事者、預備内外禫服、各陳於別所。主人及諸子倶沐浴、櫛、爪
剪、仍宿於外寢。牢饌及器如大祥之禮。　其日夙興、祝入、燭先、升、
拂几筵、啓 、出神主置於座 1)。掌事者設罍洗 於東階東南如常、 實
爵一、巾一、加冪。設瓦 二於座之左、北 下、醴酒在東、冪用

絺。 加勺、南
枋。具饌於堂東。祝與執尊罍 者先入、立於尊罍 之後。主人及諸子、
妻妾、女子子仍祥服、爲長子三年者

亦祥 2) 服。 内外倶升就位、哭盡哀、降、釋祥服、應
禫服者著禫服。相者引主人以下倶升、就位哭。掌饌者以饌入、升、設

15「漢文以來」云々は前漢の武帝がその死後、三十六日で服喪を除くよう遺詔したことを指す。
ここでは『史記』卷十「孝文本紀」に見えるこの遺詔を「禫」消滅の原因とする。

16「禫祭そのものが」以下、鉤括弧内の一節は藤川正數（1960）117-118頁より引用した。
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於座前訖、執 3)饌者出。相者引主人降自西 4)階、詣罍洗、盥手洗爵。
相者引主人 5)自東階、詣酒尊所、酌醴、進、跪奠於座前、俛 6)伏、興、
少退、西面立。祝持版進立於座之右、北面。内外皆止哭。祝跪讀祝文
曰、維年月朔日、子孤子某、敢昭告於考某官封諡、妣云妣夫

人某氏。
7) 禫制有期、

追遠 8)無及、謹以潔牲柔毛 9)、剛鬣、明粢、薌合、薌憶、嘉蔬 10)、嘉
薦、醴齊 11)、祗薦禫事於考某官封諡、尚饗 12)。主人哭再拜、應拜者皆
再拜、内外皆哭。祝興、進、跪奠版於座、還尊所。相者引主人以下出、
降自東階、還寢。内相者引妻妾、女子子以下降自西階側、還於寢。祝闔
戸、與執尊罍者降出。少頃、掌饌者入、開戸、徹饌以出 13)。祝匱主闔
戸以降 14)。 廟如別儀 15)。自禫之後、内無哭者、始飮醴酒、食乾肉。
（『大唐開元禮』卷一百四十「凶禮・三品以上喪之三・禫祭」）

　　　 1）「拂几筵啓 出神主置於座」　卷一百四十四「凶禮・四品五品喪之三・禫祭」、卷一百四
十八「凶禮・六品以下喪之三・禫祭」共作「設几席於奠」。
　　　 2）「祥」　卷一百四十八作「禫」、疑誤。
　　　 3）「執」　卷一百四十八作「掌」。
　　　 4）「西」　卷一百四十四、卷一百四十八共作「東」。
　　　 5）「主人」　「人」下、卷一百四十四、卷一百四十八有「升」字。
　　　 6）「俛」　卷一百四十四、卷一百四十八共作「俯」。
　　　 7）「妣云妣夫人某氏」　卷一百四十四作「妣則郡縣郷君各從其稱」。
　　　 8）「遠」　卷一百四十四作「慕」。
　　　 9）「柔毛」　卷一百四十八缺此二字。
　　　 10）「明粢薌合薌憶嘉蔬」　卷一百四十四、卷一百四十八共無此八字。
　　　 11）「醴齊」　卷一百四十四、卷一百四十八共作「普淖明齊溲酒」。
　　　 12）「尚饗」　「饗」下、卷一百四十八有「訖興」二字。
　　　 13）「以出」　卷一百四十八缺此二字。
　　　 14）「祝匱主闔以降」　卷一百四十四、卷一百四十八共作「祝收几筵以出」。
　　　 15）「 廟如別儀」　卷一百四十八缺此五字。

煩瑣なまでに「禫」の式次第が定められた樣子が見て取れよう。『通典』卷一百
三十九「禮九十九・開元禮纂類三十四・凶禮六・三品以上喪中（四品以下至庶人
附）・禫祭」は『大唐開元禮』が身分ごとに分けて記述した「禫」の式次第を一箇
所でまとめて記述している。同じ『大唐開元禮』卷一百三十二には「禫」を執り行
うべき時期についての記述が見える。

二十五月大祥、除靈座、自後有祭、
設几席。 除衰裳、去 杖、十五升布深衣、布純縞

冠、素紕纓、革帶、素屢。婦人除衰裳、去 、縞總衣、屢如男子。廿
七月禫祭、玄冠 纓、仍布深衣、革帶、吉屢。婦人緇總衣、屢如男子。
踰月、復平常。（「凶禮・五服制度・斬衰三年・總論節制」）
十三月小祥、除首 、練九升爲冠、纓武亦如之。其他祥禫變除與斬衰
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同、踰月、復平常。（「凶禮・五服制度・齊衰三年・節制」）
杖周者十一月小祥、十三月大祥、十五月禫、踰月、復平常。祥禫變節
皆與斬衰同。（「凶禮・五服制度・齊衰三月・義服」）

『通典』卷一百三十四「禮九十四・開元禮纂類二十九・凶禮一・五服制度・斬 三
年・總論制度」、「齊 三年」、「齊 三月」にも、文章はやや異なるがほぼ同じ規定
が見られる。『大唐開元禮』の規定では、三年の喪の場合、故人の死後十三箇月で
小祥、二十五箇月で大祥、二十七箇月で「禫」を擧行、二十八箇月で平常に戻る、
一年の喪ならば十一箇月で小祥、十三箇月で大祥、十五箇月で「禫」を執り行い、
十六箇月で通常の生活に復歸する。
上掲の引用から『大唐開元禮』（及び『通典』）が「禫」を執り行う時期に關し
て王肅ではなく、鄭玄の説を採用していたことが分かる。やはり『通典』の撰者
である杜佑が淮南節度使に在職中（789～803）17、著したとされる『新製唐禮圖』
十五卷中の一卷、「喪禮服制度」にも次のようにいう18。

　 P.2967　〔喪禮服制度〕

36　〔上略〕廿五月大祥、縞冠、素
37　紕纓、婦人縞總。廿七月禫祭、玄冠 纓、
38　婦人緇、月服常。〔以下略〕

「禫」と大祥が月を異にすると公式に規定されていたことは、次の記述からも明
らかだ。

凡遭喪被起者、以服内忌日給假三日、大小祥各七日、禫五日、毎月朔
望各一日、祥禫給程19。（『大唐開元禮』卷三「序例下・雜制」）

血縁者を失ったにも關わらず、退官を許されなかった者に對して、節目の祭禮ご
とに與えられる休暇の日數を記した一節である。大・小祥の際に七日「給假」さ
れるのとは別に「禫五日」とあるからには、大祥と「禫」は恐らく同月の行事では
なかったことが分かる。
『五經正義』編定の際、『禮記』の注釋として採用されたのは鄭玄の説であった。

『禮記正義』は當初より絶對的な權威をもっていたわけではない20。だが、國家に
よる公式編纂物としてその地位は時を逐って高くなる。『大唐開元禮』や『通典』、
『新製唐禮圖』「喪禮服制度」等、勅撰または高官の杜佑が編者となる、いわば勅撰
に準じる禮制の書が「禫」について二十七箇月後に擧行せよ、と鄭玄の説に沿っ
た規定を記すのは當然であろう。

17杜佑が淮南節度使の職に在った時期は呉廷燮（1937）130-131頁の考證に從った。
18P.2967冒頭に「今見淮南節度使杜佑進上新製唐禮圖十五卷、其有喪禮服制度一卷、精麁不差、
輕重合宜、當窮本書理、深得其宜。故持此以匡時要」とある。從って P.2967の内容は『新製唐禮
圖』中の「喪禮服制度」に基づくと考えられる。呉麗娯（2002）418頁參照。

19『通典』卷一百八「禮六十八・開元禮纂類三・序例下」原注にも同文が見える。仁井田陞（1997）
815頁はこれが「開元七年令（假寧令）」の條文である可能性を指摘している。

20この間の經緯については島一（1997a）、島一（1997b）を參照されたい。
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時期に關しては、それで説明がつく。では、開元禮に見える「禫」の式次第や服
裝は何に由來するのか。いま試みに開元禮と古禮が「禫」に關して類似する箇所
を擧げてみよう。

「玄冠」を着けて祭禮を執り行った後、「禫服」に着替える。（開元禮
前掲卷一百三十二、卷一百四十）

釋禫之禮云、玄衣黄裳、則是禫祭玄冠矣。黄裳者、未大吉也。既祭乃
服禫服、朝服 冠。（『禮記』「雜記」下「祥主人之除也、於夕爲期、朝
服、祥因其故服」注）

「自禫之後」は「醴酒」、「乾肉」を口にしてもよい。（開元禮前掲卷一
百四十）

中月而禫、禫而飲醴酒。始飲酒者、先飲醴酒。始食肉者、先食乾肉。（『禮
記』「閒傳」）

祝跪讀祝文曰、維年月朔日、子孤子某、敢昭告於考某官封諡、妣云妣夫
人某氏。 禫

制有期、追遠無及、謹以潔牲柔毛、剛鬣、明粢、薌合、薌憶、嘉蔬、嘉
薦、醴齊、祗薦禫事於考某官封諡、尚饗。（開元禮（前掲卷一百四十）
（本節前掲の校勘 11）にも記したとおり卷一百四十四、卷一百四十八は「醴
齊」を「普淖明齊溲酒」に作る。）

是月是禫月也。當四時之祭月、則祭、猶未以某妃配某氏、哀未忘也。少
牢饋食禮、祝祝曰、孝孫某敢用柔毛、剛鬣、嘉薦、普淖、用薦歳事于
皇祖伯某、以某妃配、某氏尚饗。」（『儀禮』「士虞禮」「是月也、吉祭猶
未配」注）

このように、開元禮が規定する「禫」において着用すべき衣服や遵うべき作法は、
經書等に見える祭禮（「禫」以外のものを含む）にまつわる記述を用いて形作られ
ている。ただ、經書やその注をいかに繫ぎ合わせたところで、それだけではやは
り開元禮に見えるかくも間然するものなき式次第が成立しないのも、また事實で
あろう。更にいえば、この詳細な「儀注」は果たして開元禮に至って始めて成立
したものなのか、という疑問もなお殘る。
北朝の流れを汲む隋においては文帝が『開皇禮』、『仁壽禮』を、皇子時代の煬帝
が『江都集禮』を編纂させている。唐初、武德年間（618～626）の禮樂は、唐朝獨
自の禮がまだ無かったため開皇の舊制や武德令に依りつつ、『江都集禮』の影響も
大きかったとされる21。
貞觀十一年（637）に至って『貞觀禮』が制定されるが、やはり隋の禮制をわず
かに改變したのみであった。貞觀十四年（640）、『貞觀禮』に規定される服喪期間
を部分的に修正したことは前々節で述べた。その後、顯慶三年（658）には『顯慶
禮』、開元二十年（732）には『大唐開元禮』が頒行される22。

21隋代の禮が何に基づくか等を含め、この間の經緯は高明士（1993a）、史睿（1997）參照。
22唐禮の變遷に關しては高明士（1993b）、『開元禮』については池田温（1972）を參照。
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貞觀禮から開元禮への流れは單純な繼承・増補として理解されるものではない。
例えば郊祀の制度は貞觀禮が鄭玄説、顯慶禮が王肅説に各々依據するのに對して、
開元禮が後者によりつつ、兩者に基づく祭祀を竝存させる傾向が見られる23、とい
う具合にである。
もよより『大唐開元禮』より前の禮書が現存しない以上、前掲の「禫」の詳しい

「儀注」が隋代以前を含めて、いつの時點から登場したのか、いま明らかにするの
は難しい。だが、推測を述べれば『開元禮』に至る長い時間を費やして、それは形
成されたのではないか。
六朝及び唐代は禮學、殊に喪服禮の研究が盛んな時期であった24。このうち魏晉
南北朝における「禫」に關する議論で朝廷をその舞臺とするものは第二節で觸れ
たとおりである。
ただし、當時著されたが今は失われた文獻には、祭禮としての「禫」にまつわ

る具體的な指示があった可能性は否定できない。これら唐に先立つ喪服禮の研究、
そしてその深化は、唐代に「禫」が詳細な式次第を備えるまでに至った推進力の
一つだったのではないか。
また、現存こそしないが東晉南朝においても、唐代と同樣、書儀に當たるもの

は編纂されていた。それらには書簡の文例のみならず、やはり祭禮の作法も記さ
れていたという25。禮の研究が盛んであったからこそ、このような現象が起こった
というべきであろうが、その過程で編まれた書儀が「禫」の「儀注」をも含んでい
た可能性は否定できない。
劉宋期に「祥禫空存」といわれた一方で、喪服禮の研究・議論は盛んに行われて
いたのである。目に見える現象として、小祥・大祥等に煩瑣なほどの作法が規定
されたのは、唐代に入ってからのことであった。だが六朝期の喪服研究や書儀編
纂の盛行を思えば、それらは決して突如登場したわけではなく、數百年という長
い時間の蓄積によると考えられる。
「禫」の場合はこういった事情以外にも、今一つ鄭玄の二十七箇月説が公的な

ものになったことがその祭禮としての定着に關わっていよう。元來、獨自性を失
いがちな「禫」ではあるが、「祥禫共月」説にあって、この傾向はより著しかった
と思われる。「祥禫異月」と禮制で規定されて、「禫」はようやく大祥に埋沒する
のを免れたのではないか。唐が國家の典禮を整備する過程で、これは儀禮として
の「禫」の整備を促す一因となったであろう。
前々節で引いたP.4024、S.1725の「禫」に關する記述を思い起こしていただき
たい。兩寫本に見える親族の服喪期間が貞觀十四年以前の喪服禮を反映している
ことは既に述べた。
なお隋唐の過渡期といえるこの時期の書儀自體、貴重な資料であることは言を

23金子修一（2006）70-74頁。
24六朝・唐代の書儀と喪服禮との關係は呉麗娯（2002）470-495頁を參照。呉麗娯（2003）194-197
頁は書儀に見える禮の淵源を古禮、國家の典禮、名族の家禮、民間の風俗に求める。

25周一良、趙和平（1995）95頁、史睿（2001）を參照されたい。
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俟たない。他方、本節で述べた推測が正しいとすれば、そこには別の側面も見出
される。即ち「禫」という祭禮が長きに渉って創出されていく過程の一端を示す
意味においてもP.4024、S.1725所載の記述は興味深く、ごく斷片的だからといっ
て無視できないものだと思われる。

六、開元・天寶期の書儀に見える「 」
　唐代の公式編纂物における「禫」關連の記述については、前節で既に述べた。こ
こでは杜友（有）晉が著したという「吉凶書儀」、『新定書儀鏡』26に見える「禫」
を考えてみる。　 P.3442〔吉凶書儀〕

a)　155　書儀卷下　　　　　京兆杜友晉撰
　　 156　凡例一首　　　凶儀纂要〔一首　表凶儀一十一27〕首　啓凶
　　　　　儀四首　内族凶儀二十一首
　　 157　外族凶儀十七首　婦人凶儀九首　僧尼道士凶儀三首　四海
　　　　　吊答凶儀廿
　　 158　首　祥禫 斬衰、遷葬、冥

婚儀十三首。 祥禫 斬衰、遷葬、冥
婚儀十三首。

b)　205　國哀大小祥除奉慰表 若無遺旨、除在 廟
之前、則不煩此表。

　　 206　臣名言、 運流速、　謚皇帝崩背如昨、奄 大祥云
再。 周今晦、禫云奄終

禮制。

　　 207　率土哀慕、不能自勝。〔以下略〕

　 P.3637〔新定〕書儀鏡28

c)　〔新定〕書儀鏡　　凶下
　　内族〔服〕圖 凡三年服、十二月小

祥、廿五月大祥、廿

　　七月禫、廿
八月平裳。〔以下略〕

d)　〔上略〕凡吊答小祥大祥除禫書題如初服。〔以下略〕
e)　吊小祥大祥及除禫
　　名頓々首々、日月迅速、承以厶月日俯就祥制。禫云奄及

禫制。
29

　　〔以下略〕
f)　父母初薨尊祭文
　　除禫已來文
g)　吊後至祥禫已
　　來經節辭
h)　答云、

26杜友晉が開元・天寶期の人物であるということ、P.3637も杜友晉が著した書儀の寫本だという
ことは周一良、趙和平（1995）137-145頁に考證が見える。小論ではその説に從う。

27P.3442は〔　〕内の文字を缺く。いま趙和平（1993）が後の部分から補ったのに從う。
28P.3637は段組みが一段から三段まで各部分で異なったり、中間に圖が插入されたりする複雜
な構成をとっている。このためここに掲げる録文では行數を示す數字は省略に從う。なお P.3637
の録文中、〔　〕内の文字は P.3849「新定書儀鏡凶下」から補ったものである。

29「凡吊答小祥大祥除禫書題如初服」と「吊小祥大祥及除禫」から「禫云奄及禫制」までは、全
くの同文が S.361「書儀鏡」（やはり「新定書儀鏡」の一種と推測される）の「凶下」にも見える。
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　　日月迅速、荼毒如昨、奄及經祥制、
　　除禫云奄〔經〕

禮制。 攀慕無及、觸目崩潰30。

a)、f)、g)は、それぞれの書儀にどのような内容が含まれているかを示す。a)は喪
禮中の各段階で遺族に送る書簡の文例を、f)は遺族が各祭禮で故人に捧げる祭文
の文例を、g)は遺族が「詳（祥）」や「禫」で故人を悼む口上の模範がそこに見え
ることを讀者に知らせる。

b)、e)は文章の、h)は弔辭に對する答辭の模範例から拔粹した。例えば b)には、
死後一年を經た「小祥」の際は「奄周今晦」、二年後の「大祥」では「再周今晦」、
「禫」ならば「奄終禮制」と文章を一部入れ替えよ、との指示が見える。これによっ
て基本的に同じ上奏文の文例が大・小祥、「禫」の全てに轉用可能となる。e) 、h)

も本文には「祥制」の折の挨拶を掲出した上で、注として入れ替えれば「禫」の際
に利用できる文句を附す點は、これに等しい。

c)に見える喪禮中で各儀禮を擧行する時期は、鄭玄説、ひいては開元禮と同じ
である。d)は服喪者宛の書簡は、大・小祥、「禫」を問わず「書題」（本文や手紙
を封入する袋に記す宛先や差出人の書式）は故人の死亡直後（に送る悔み状）と
同じにせよと説く。
少し言葉を改めれば大・小祥においてだけでなく「禫」の際の書簡・應對にも使
用できる注を附す、この姿勢は杜友晉が大祥と「禫」は異なった時期のものと考
えていたことを示す。死後二十五箇月で大祥、二十七箇月で「禫」を行うという
c)の規定と併せて、それは前節で見た開元禮の態度と異なるところが無い。
國家が定めた禮制と書儀に見える儀禮はどれほど關連するか、これは難しい問

題である。ただ、開元禮始め唐朝欽定の禮書に見える禮制が當時の社會にある程
度は浸透しており、またそれが書儀に反映していることを具體的に指摘した研究
は、既に存在している31。開元禮とそれよりやや遲れるであろう杜友晉の書儀が
「禫」の實施時期については見解を共有する事實も、兩者が禮制上の基盤を同じく
していたことの證佐となり得るかもしれない。
ともかく、實施の時期に有力な異説をもち、實態に乏しかった「禫」が開元・天
寶期に以前よりも獨自性を有し始めたことは確かである。いいかえれば、大祥と
「禫」を別箇に扱う風潮の如きものが當時の社會に普及していた、このことは明ら
かであろう。

七、晩唐の書儀から見た「 」の實態
　前節で見た杜友晉の書儀以降、「禫」に關する記述を含む資料は甚だ乏しい。次
に引く貞元十八年（802）正月廿七日に埋葬された張容成の墓誌銘を始めとして、
そのほとんどは「禫」の實態について多くを語ってはくれない。

30P.3637の録文中、〔　〕内の文字は P.3849「新定書儀鏡」によって補ったものである。
31喪禮を始めとする書儀所載の「儀注」と公式の禮書との關係は姜伯勤（1992）１-28頁、周一
良、趙和平（1995）285-301頁、姜伯勤（1996）425-441頁、呉麗娯（2006）參照。
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女殤韋出也。慕道受嫩、因名容成。丁太夫人憂、號泣過禮、哀瘵成疾。
疾不至病、不癈行歩。貞元十七年歳次辛巳十二月四日、奄然而終。時年
一十有九、距禫制二甲子矣。家人親戚、蒼遑相視、不知所以然也。（「唐
故清河張氏女殤墓誌銘并序」32）

韋氏の死後、娘の張容成が忽然と世を去った樣子が「距禫制二甲子矣」と表現され
る。これとても母の死を悲しむ餘り速やかに沒した事實を強調するため、「大祥」
からどれだけを經て、と書くよりも「禫制」から「二甲子」（六十日）と述べる方
が效果的だと考えてのことという疑いは拭い得ない。いずれにせよ、こういった
斷片的な記述のみをいくら積み重ねてみたところで、「禫」の實態を知ることは、
甚だ困難であろう。
唐代後半における「禫」の實態について考えるに當たり、材料を提供してくれ

るのは、やはり書儀である。次に見るP.2622は末尾に「大中十三年四月四日午時
寫了」という書寫の時期が記されている。なお、この寫本はДх.0125633と重複し
た箇所があるので、録文に續いて校勘を附しておく。

　 P.2622　吉凶書儀上下兩卷

45　〔上略〕自中祥已後、晦朔日哭泣奠祭、餘時並止。
46　從亡後廿五月々盡是也、預造禫衣服、其衫以布及麁絁、 頭帽子
　　一切厶
47　並染灰色、白皮瀬 腰帶、兩 1)三 。其□辰、孝子 踊哭泣、倍
　　於常時、謂欲
48　除脱、不忍也。設祭訖、別人与換衣服訖、内外止哭、再拜。掌事
　　即拆靈帳、去床
49　堂内浄掃地、不得有別物、唯鋪地席一領、及屏風香爐水榢等。至
　　晩去屏風香爐等。
50　　　六十日滿、即脱禫衣服 2)、着白襴衫、黒絁 頭、藍鐵腰帶、
　　至月終則任着尋
51　常吉衣服、是謂禮制終也。〔以下略〕

　　　 1)「兩」　 P.2622此字不清、今據Дх.01256而補。
　　　 2)「禫衣服」　Дх.01256缺「服」字。

冒頭の「中祥」という言葉は、小論でもこれまで度々述べてきた「大祥」と同じ
である34。「從亡後廿五月々盡是也」から後、「至晩去屏風香爐等」までは「中祥」
（大祥）へ向けて準備すべき服裝や祭禮における作法を記述している。興味深いの
は「預め禫衣服を造」って、「中祥」の祭禮が終わるや、遺族はそれに着替えて、

32小論に引く墓誌銘は、底本としていずれも京都大學人文科學研究所所藏の拓本を用いる。なお、
この墓誌銘は『匋齋藏石記』卷二十八、『芒洛冢墓遺文』卷中に全文が收録される。

33ロシア科學アカデミー東方學研究所サンクトペテルブルク支所所藏敦煌漢文文書。
34「大祥」が「中祥」とも呼ばれるようになった現象については譚蟬雪（2001）參照。
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後は「晦朔ごとに日び哭泣奠祭して」、「六十日」という期閒を「滿」たせば（つま
り二十七箇月後、本來ならば「禫」が行われる時期）、また着衣を改め、その月末
に至って後、服喪が終わるという點である。
ここでは「禫」という祭禮が、特に執り行われることは無い。むしろ、「大祥」

（P.2622にいう「中祥」）から鄭玄説や開元禮がその終わりに「禫」を催すと定め
た二箇月を、あたかも「禫衣服」を着て服喪の終了を待つ期閒であるかのように
扱っている。
これとは別の P.2646「新集吉凶書儀上下兩卷」という寫本は、冒頭に「河西節

度掌書記儒林郎試太常寺協律郎張敖撰」、末尾に「天復八年歳次戊辰二月廿日學郎
趙懷通寫記」と記し、また序文の中で「元和新定書儀」に言及している。從って、
この「新集吉凶書儀」は元和年間（806～820）以降、天復八年（908。實際には天
復は四年までで、この年には既に唐も亡びており、後梁の元號でいえば開平二年
となる）以前に成立したと考えられる。
元和期、敦煌を含む河西節度使の管轄區域は既に吐蕃の支配を受けていた。當

然だが河西節度使やその掌書記という唐朝の官職も、780年頃から續く吐蕃支配期
には存在しない。それゆえ「河西節度掌書記」の「張敖」が「新集吉凶書儀」の序
文を著すのは、敦煌が唐の版圖に戻って、河西節度使が復活した大中五年（851）
より後のことでなければならない。
内容からこの「新集吉凶書儀」と同定可能な寫本は他にもあるが、そのうちS.2200

は尾題に「大中十年六月十一日……書」と記される。趙和平氏はここから『新集
吉凶書儀』を大中（847～859）初年の成書と推測された。
趙氏は更に體例が同じであり、なおかつ末尾に「大中十三年四月四日午時寫了」と

いうS.2200とごく近い紀年を含む記述をもつことによって、本節で先に見たP.2622

「吉凶書儀」もまた「新集吉凶書儀」の寫本であろうと考えた35。この推論が正し
ければ、P.2622は河西節度使の屬官が著したことになる。唐代も末期に入った敦
煌で行われていた實際の禮が、そこに見える喪服禮－祭禮としての「禫」を實施
しない等－に反映された可能性は高い。
しからば、開元禮が定める「禫」の祭禮とP.2622に見える「禫」を含まない喪
禮の違いは地域（中原と河西）、階級（開元禮が對象とする官人と書儀を用いる階
層）、時代（開元以前と大中前後）による禮制の差異で説明し得るのか。事はそう
簡單でもないようだ。
このことを明らかにするため、P.2622に見える喪禮を全面的に檢討するのが筋

であろう。だが今はその餘裕も無いので、ひとまず「中祥」から「禮制」が「終」
わるまでの服裝を考えてみたい36。順序は逆になるが、先に「禫衣服」を「脱」し
た後の衣服を見ておこう。

其年〔大和六年〕七月、度支戸部鹽鐵三司奏、准今年六月勅、令三司官
典．及諸色場庫所由等、其孔目、句檢、句覆、支對、句押、權遣、指

35以上、趙氏による考證とその結論は周一良、趙和平（1995）201-204頁に詳しい。
36P.2622の衣服に關する規定については、呉麗娯（2002）396-398頁にも記述が見られる。
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引進庫官、門官等、請許服細葛布折造、及無紋綾充衫及袍襖、依前通
服緑、闇銀藍鐵充腰帶、不得乘毛色大馬、鞍轡踏鐙用鍮石。其驅使官、
有正官、及在城及諸色倉場官等、請許服細葛布折造、及庶人紋綾充衫
袍、依前服 、藍鐵充腰帶、乘小馬、鞍轡銜鐙用鍮石。其驅使官、未
有正官、及與行按令史等、請許麤葛布及官絁等充衫襖、亦請依前通服
緑、銅鐵腰帶、乘蜀馬、其鞍用烏漆鐵踏鐙。聽於毎司、各許三人著 布
衫、其不行按令史並書手、服白、仍並不許乘馬及馬從。通引官許依前
麤紫絁及紫布充衫袍、藍鐵腰帶、乘小馬．鞍用烏漆鐵踏鐙。其行官門
子等、請許依前服紫麤絁充衫襖、藍鐵腰帶、仍不許乘馬。其騾綱車綱
等、縁常押驢騾於諸州府搬運、及送遠軍衣賜、須應程期、請許依前麤
紫絁充襖、藍鐵腰帶、乘驢車、出塞即請許乘麤牡馬、餘並不得違元勅。
揀子及諸色小所由、並請服白布衫、及應向外監院職掌所由。請勅下後、
約省使條流、遞減一等處分。除此外、餘並準元勅處分。依奏。(『唐會
要』卷三十一「輿服上・雜録」)

『唐會要』の記述から、「白襴（布）衫」や「藍鐵腰帶」が胥吏の勤務中に帶びる
ことが許される程度の服飾品であったことが理解される。P.2622が士（官人）以
上の階級を對象とするならば、服喪終了直前一箇月にもまだ通常未滿の服裝を要
求していたと考えられる37。
それでは次に「禫衣服」の内容を考えてみよう。まずは「 」（帶留め）を見て
みる。

上元元年八月、敕文武官三品以上、金玉帶、十二 、四品、金帶、十一
、五品、金帶、十 、六品、七品、並銀帶、九 、八品、九品、服並
鍮石帶、八 、庶人服黄銅鐵帶、六 。其一品以下、文官並帶手巾、算袋、刀子、

磨石、其武官欲帶手巾、算袋、亦聽。 （『通典』
卷六十三「禮二十三・沿革二十三・嘉禮八」38）

庶人でも「六 」を「服」することが許されていたのに、「禫衣服」では「兩三 」
が限度であった。「白皮瀬 腰帶」はどのようなものか不明だが、金屬による裝飾
の無い皮革製の帶なのは確かだろう。やはりこれは「黄銅鐵帶」にも劣った服飾
品と考えざるを得ない。
さて、顏眞卿が著した『大唐元陵儀注』という文獻がある。これは代宗の崩御

（779）に際して、皇太子（德宗）らが執り行った大葬・服喪についての記録を主題
とする。原書は佚して、いま『通典』の各處に引用されるもののみが殘る39。次に
引くのはその一節である。

37なお P.2622の上に引いたのとは別の箇所及び P.3691「新集書儀一卷」所引「新定唐家禮凶吊
儀」によれば「（白）襴衫」は故人の沒後すぐに遺族を弔問する際の衣服でもあった。弔問客が故
人の死後すぐに着用する衣服をまとうまで遺族は二十七箇月かかるわけである。

38『唐會要』卷三十一「輿服上・章服品第」も同内容を記すが、細部にやや出入がある。
39『大唐元陵儀注』については來村多加史（2001）245-294頁、金子修一（2002）１-３頁を參照。
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大唐元陵儀注、其日、百僚早集西内、入就位、侍中進辨、並如大祥之儀。
皇帝服大祥服、近侍扶就位哭、十五舉聲。禮儀使奏請再拜、皇帝再拜、
贊者承傳百僚在位者皆再拜。禮儀使奏請就次變服、皇帝就次、除大祥
服、服素服。細火麻衫、腰帶、細麻鞋、

黒絁 頭、巾子等。 百僚趨入就位、立定。近侍扶皇帝入、哭踊、内
外百僚皆哭踊。禮官省饌、光祿卿引饌升、陳設酌奠、亦如大祥之儀。太
祝讀祝文、祭訖、禮儀使奏請再拜、皇帝哭再拜、贊者承傳内外百僚皆哭
再拜。訖、禮儀使奏禮畢、遂與禮官趨出。近侍扶皇帝還次。通事舍人
引百僚序出至太極門外、進名奉慰訖、各服慘公服、便詣延英門起居。明
日平明、皇帝改服慘吉服。淡淺黄衫、細黒絁 頭、巾子、麻鞋、吉腰帶。伏準貞觀、永徽、開元故事、服此服至山陵

事畢、則純吉服。其中間朔望視朝及大禮、並純吉服、百僚亦純吉服。自後朝謁如常儀。

其百官慘公服、至山陵事畢、乃服常公服。（『通典』卷八十七「禮四十
七・沿革四十七・凶禮九・喪制之五・禫變」）

　祭禮としての「禫」を皇帝が擧行する樣が窺い知られる。政務を滯らせないた
め、皇帝の場合は各祭禮を故人が沒して「何箇月後」に行うという規則を「何日
後」と度々讀み替えられることがある。例えば「禫」は二十七箇月後ではなく、二
十七日後に執り行われる。この時も代宗の遺詔に從い服喪期閒は短縮されている。
「禫」を始め諸儀禮の式次第が開元禮に定める官人のそれと似通うのは、同じ唐朝
の公的な禮制であるからには當然だろう。
この中で興味深いのは、「素服」、「慘吉服」の内容である。前々節に掲げた『大

唐開元禮』卷一百三十二が「禫」の際に着るよう定めた服裝、『大唐元陵儀注』に
見える「素服」、「慘吉服」、本節所引P.2622に擧げられる「禫衣服」を「脱」した
後に着用する衣服（ここでは假に「最終」と呼んでおく）の内容を、いま圖表化し
ておこう。

【表三】
開元禮 元陵儀注・素服 同・慘吉服 P.2622・禫衣服 同・最終

冠 玄冠 纓 黒絁 頭、巾子 巾子、細黒絁 頭 頭帽子（染灰色） 黒絁 頭
衣 深衣 細火麻衫 淡淺黄衫 衫（布及麁絁） 白襴衫
帶 革帶 腰帶 吉腰帶 白皮瀬 腰帶（兩

三 ）
藍鐵腰帶

屢 吉屢 細麻鞋 麻鞋

一概にはいえないが「素服」や「慘吉服」の「衫」や「黒絁 頭」は、いずれも開元
禮の「玄冠 纓」や「深衣」より、むしろ「P. 2622・禫衣服」や「同・最終」の内
容に近い。『大唐元陵儀注』は皇帝及びその周圍の百官を對象としている。P.2622

「吉凶書儀」が彼らよりも低い階層のために編まれたことは想像に難くない。それ
にも關わらず、兩者が定める服喪者の衣服が類似點をもつということは、どのよ
うに解釋されるべきであろうか。
代宗の遺詔に記すその服喪中の衣服に關する規定は開元禮をほぼ遵守していた

とされる。『大唐元陵儀注』は實行を容易にすべく、それを簡略にしている。そも
そも「素服」が「禫服」に比べて略式の服裝であることは、服喪する側の德宗や官
人たちがよく自覺していた。
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先に『通典』卷八十七から引いた『大唐元陵儀注』の續きに、德宗が「素服」で
はなく「禫服」で服喪を終えたいと述べる詔が載せられている。顏眞卿の上奏を
受けて、德宗はこの希望を取り下げるが、なお「禫服」は無理でも「素服」のま
ま（「慘吉服」には着替えずに）政治を行いたいという希望を吐露するが、やはり
顏眞卿に諫められることとなる40。
これら一連の遣り取りは皇帝と重臣間で打ち合わせ濟みか默契があってのこと

であろう。それはさておき、こういった手順を蹈んだことは、開元禮の規定より
も簡素な「素服」、「慘吉服」の着用を易きにつくものとして、後ろ暗く感じている
彼らの心情を示しているかと思われる。
更に一例を擧げるならば、大祥までは義務付けられる腰 （服喪者が腰に卷く

麻製の繩）、苴杖（服喪中で普通には立てないほど衰弱し切っていると周圍に示す
竹製の杖）の使用も、『儀注』では免除されている。「考えてみれば、公卿百官が二
五日間もこぞって麻繩を卷き、竹の杖をついて宮廷官署のあちらこちらを往來し
ているような光景は異常であろう41」。
「素服」や「慘吉服」が皇帝には全く不釣合いなほど質素な衣服であることは、
間違いあるまい。だが、これらとても開元禮が「禫」に際して、身に着けるよう規
定する「玄冠 纓」や「深衣」よりは、日常生活で着用する裝束に近かったので
ある。
もとより開元年間以降も公私を問わず、禮に關する議論、また禮書の編纂は續

けられた。ただ、代宗が崩御した（779）のは開元禮の制定（732）から半世紀も經
ないうちのことであった。從って『大唐元陵儀注』に見える略式の衣服は、必ずし
も開元以降に定められた何らかの禮制より影響を受けたわけではないと思われる。
開元禮は制定からほぼ四半世紀後に勃發した安史の亂の影響もあって完全には

普及しなかった。このことは唐朝がその遵守を勵行するよう命じている記録から
も明らかである42。
皇帝の服喪など本來は最も官製の規定に則るべき儀禮であろう。それが守られ

ていない事實は、少なくともこの時點で開元禮が宮廷ですら絶對の拘束力ではな
かったことを示す。
宮廷で事は然り、ましてや民間では前々節で見た開元禮が定める儀式としての

「禫」を行っていたかは怪しいといわざるを得ない。P.2622が記すとおり故人の死
後二十五箇月の月末に普段以上に「哭泣」した後、「禫衣服」を身に着け、調度類
を動かし、室内を掃除し、そして「六十日」を過ごす、この程度が一般的な「禫」
の實状であったのかもしれない。
『大唐元陵儀注』は『大唐開元禮』と同じく中原の禮書であり、對象とするのは
やはり公人（官人以外に皇帝も含む）である。また大暦十四年（779）、代宗の崩

40『文苑英華』卷五百九十九に同じく德宗を諫めた于邵「勸釋服聽政表三首」を收める。
41代宗の服喪における制度と實際の乖離は、來村多加史（2001）260-294頁參照。「考えてみれ
ば」以下、「異常であろう」まではその 273頁から引用した。

42開元禮の不充分な普及及び開元以降の禮制については姜伯勤（1996）442-458頁を參照
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御に際して編集された『儀注』と P.2622「吉凶書儀」は「禫」について類似の服
裝を規定している。
これは開元二十年（732）頒行の『大唐開元禮』に定める裝束が長期間に渉って

簡略化されていったのではなく、むしろ早い時期に「衫」や「 頭」による略裝が
用いられるようになったことを示唆しよう。開元禮と P.2622「吉凶書儀」が記す
「禫」に關する規定の差異、それは『儀注』の内容から地域、階級、時代によるも
のではないと考えるべきだろう。
開元禮に比べて簡略な服裝と同樣、P.2622「吉凶書儀」で今一つ注目すべきこと
は、先にも少し觸れたが、「禫」の祭禮が無い代わりに「禫衣服」を身に着けて、
「禮制」が「終」わるのを待つ、移行期間めいたものが存在する點であろう。實を
いえば、小論でも既にこれと通じるような記述を見てきた。例えば第２節で引い
た『舊唐書』「張柬之傳」の「月を踰えて禫に入る、禫すれば既に常に復し、則ち
二十五月にして喪を免ると爲す矣」という一節などがそれに當たろう。「禫」が祭
禮であるならばそこに「入」るなどという表現は用いないだろうし、また「二十五
月にして喪を免ると爲す矣」と述べる以上、その後に期間としての「禫」が續くと
の前提が無ければならない。
次節では、ここまで敢えて先送りにしてきた祭禮ではない、期間としての「禫」

の存在、また實態について考えてみる。その際、我々に手掛かりを提供してくれ
るのは、この節の最初で引いた「唐故清河張氏女殤墓誌銘并序」の中にも見える
「禫制」という言葉である。

八、點ではなく線として―期閒としての「 」―
　「禫制」の語は北朝末期には存在したらしく、そのことは次の資料からも明ら
かである。

孝靜初、〔李諧〕遭母憂、還郷里。徴爲魏尹、將軍如故、以禫制未終、
表辭。朝議亦以爲優、仍許其讓。（『魏書』卷六十五「李平傳」）

東魏・孝靜帝（在位 534～550）の初年、李諧（496～544）が朝命で召し出された
にも關わらず、それを辭退したのは「禫制」が「未」だ「終」わらなかったから
だ、という記述がここには見える。この「禫制」が期間、それも服喪の終わり近く
の、であることは確實だろう。こののち唐代に至ると、「禫制」は法體系の中で明
文化され、その形跡を今に傳えるようになる。

兄弟別籍、異財、冒哀求仕、…〔中略〕…免所居官。疏議曰、居喪未
滿二十七月、兄弟別籍、異財、其別籍、異財不相須。冒哀求仕、謂父
母喪、禫制未除及在心喪内者。並合免所居之一官、並不合計閏。（『唐
律疏議』卷三「名例・免所居官」）
諸府號、官稱犯父祖名、而冒榮居之、祖父母、父母老疾無侍、委親之
官、即妄増年狀、以求入侍及冒哀求仕者、徒一年。（謂父母喪、禫制未
除及在心喪内者。）疏議曰、…〔中略〕…及冒哀求仕者、謂父母之喪、
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二十五月大祥後、未滿二十七月、而預選求仕、從府號、官稱以下、各
合處徒一年。注云、謂父母喪，禫制未除、但父母之喪、法合二十七月、
二十五月内是正喪、若釋服求仕、即當不孝、合徒三年、其二十五月外、
二十七月内、是禫制未除、此中求仕、名爲冒哀、合徒一年、若釋去禫
服而求仕、自從釋服從吉之法。及在心喪内者、謂妾子及出妻之子、合
降其服、皆二十五月内爲心喪。（同卷十「職制・府號官稱犯父祖名」）

これらによれば「禫制」とは故人の死後二十五箇月で「大祥」を執り行うまでを
「正喪」とするのに對して、その後の二箇月間を指す。「竝びに合に閏を計るべか
らず」というからには、この二十五箇月乃至二十七箇月は途中の閏月を含まない。
「哀を冒して仕うるを求む」とは「禫制」に在りながら仕官する、あるいはそうし
ようとすることで、その處罰は免官もしくは徒刑一年と規定される43。
先に見た東魏・李諧の事例は、任官するよう求められながら「禫制　未だ終わ
らざる」ことを理由にそれを「辭」したというものだった。「禫制」の期間中に任
官を自ら求めるような行動をとる、もしくはそのような嫌疑を受けた場合、法的
處罰は受けずとも、道義的非難を免れない場合があった。

或傳功曹爲李林甫所召、時在禫制中、謁見、林甫薄之、不復用。蕭遂
作伐櫻桃樹賦以刺。此蓋不與者所誣也。功曹孝愛著於士林、李吏部華
稱其冒難葬親、豈有越禮之事。此事且下蕭公數等者不爲。余嘗聞外族
長老説、林甫聞功曹名、欲見之、知在艱棘。後聞禫制已畢、令功曹所
厚之人導意、請於蕭君所居側僧舍一見、遂許之。林甫出中書至寺、自
以宰輔之尊、意謂功曹便於下馬處趨見。功曹乃於門内哭以待之。林甫
不得已前吊。由此怒其恃才敢與宰相敵禮、竟不問。後余見今丞相崔公
鉉、説正同。崔公外祖母柳夫人、亦余族姨、即李北海之外孫也。柳夫
人聰明強記、且得於其外族、可爲實録。（『因話録』卷三「商部下」）

盛唐期の著名な文章家である蕭穎士（引用文中では「功曹」と呼ばれている）は、
「禫制中」に「在」りながら、死に至るまで宰相として權勢を誇った李林甫（752

沒）に面會したという。『因話録』の撰者・趙璘は、この逸話の信憑性を否定して、
「禫制」が終わった後に會ったのが眞實だと述べている。かかる記述が見られるの
は故人の死後二十五箇月經ても、なお「禫制」の時期は特段の行動は愼むべきだ
という規範が存在したからであろう。

去辛未歳、疾歿 陽。夫人護喪事、携幼孫、遠渉江漢、歸葬河南縣萬安
山陽之大塋。蓋志烈誠懇、得就其禮、加以哀毀過傷、瘵疾逾歳。貞元九

43『唐律疏議』卷十「職制・匿父母夫喪」に「喪制未終釋服從吉、若忘哀作樂、（自作、遣人等。）
徒三年」、疏議に「喪制未終、謂父母及夫喪二十七月内、釋服從吉、若忘哀作樂、注云自作、遣人
等、徒三年」、P.3637「書儀鏡」中の「律五服」という部分に附された原注に「喪葬令稱三年廿七
月、匿徒三年」という。三年の喪は二十七箇月間に渉り、服喪中であることを祕匿したり、日常ど
おりの生活を送ったりすれば徒刑を課されたわけである。
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年龍次癸酉六月廿六日、終于洛陽履信里之私第、享年六十有九。嗣孫
在府君禫制、遭夫人過釁（「唐故永州盧司馬夫人崔氏墓誌銘并序」44）。

碑主・崔氏の夫である盧嶠（墓誌銘標題に見える「盧司馬」、本文中にいう「府君」）
の沒年月日は、彼の墓誌銘「唐故給事郎守永州司馬賜緋魚袋范陽盧府君墓誌銘并
序45」より、「貞元七年五月廿六日」だと分かっている。崔氏が沒したのは夫の死
から滿二十五（貞元八年閏十二月を含めば二十六）箇月後の同九年六月二十六日、
盧嶠夫妻の殘された「嗣孫」は當時、祖父の「禫制」に「在」る中で祖母をも失っ
たわけである。この場合の「禫制」も間違い無く、時點ではなく、大祥から服喪終
了までの期間を指す。ここに擧げた墓誌銘で貞元年間（785～805）にも故人の死
後二十五箇月以降を「禫制」と稱したことが分かる。
先に引いた『唐律疏議』職制律の「府號官稱犯父祖名」に「禫服を釋去して仕う

るを求む」という表現が見られた。この「禫服」はこれまでも度々出てきたとお
り、第一義的には衣服を指すが、それを着用する期間から轉じて「禫制」と同じ意
味をもつ場合もあった。

得鄒人告孔叢子居親禫服、鼓琴而作樂。叢子曰、此是子輿梁山之琴曲。
鼓器不伏。（『文苑英華』卷五百二十一「禫服鼓琴判」）

實際にはこの後、張鼎（『國秀集』に詩が收められているので開元・天寶期の人だ
と分かる）による判文が續くのだが、ここでは省略する。これによると「孔叢子」
なる人物が「親の禫服に居り」ながら「琴を鼓して樂を作」したために告發された
という（もちろん假構）。「居」るという表現から、この「禫服」が衣服ではなく、
期間を意味することは間違いあるまい。そして、それは恐らく「禫制」とごく近
いものであろうと推測される。
本節で述べ來たった内容より、法律（『唐律疏議』）上でも、箇々の事例（『因話
録』、「崔氏墓誌銘」）に徴しても、唐代には大祥（故人の死から二十五箇月後）を
終えて後に始まる「禫制」と呼ばれる二箇月の期間が存在したこと、またそれが
官人を輩出する階層にとって通常どおりの日常生活を送らせない拘束力をもって
いたことが明らかになった。ここで浮かび上がってくるのは「禫」一字でも、こ
の「禫制」と同樣に時點（祭禮）ではなく、期間としての意味をもつものは無い
か、という疑いである。次の場合はどうであろうか。

及調、判入高等、授蘇州長洲尉。秩滿、丁先府君憂。既禫、又丁先太
夫人憂。（白居易『白氏長慶集』卷二十四「唐贈尚書工部侍郎呉郡張公
神道碑并序」）

文中の記述から、この神道碑は長慶二年（822）に著されたと分かっている。問題
はこの「既禫」とは「禫」という時點が過ぎたことか、あるいは期閒を終えたこと

44この墓誌銘は『匋齋藏石記』卷二十七、『芒洛冢墓遺文續編』卷下にも全文が收録される。
45この墓誌銘は『匋齋藏石記』卷二十七、『芒洛冢墓遺文』卷中にも全文が收録されている。

112



か、いずれを指すのか判然としない點にある。前節までに見てきた開元禮等の規
定によれば、時點だと思われるが、「禫制」の存在を知った今となっては、なお期
閒の可能性も捨て切れない。
ここで思い起こしていただきたいのは、開元禮とほぼ同時代に著された杜友晉

の書儀である。それが大祥と「禫」に關する書簡等の文例を別箇に備えていたこ
とは、現存の内容からも確認できる。
しかし、第六節で引いた杜友晉の書儀（d)、e)、f)、h)）に見える「除禫」なる

言葉が、實は『唐律疏議』の「禫制未除」と同樣、「禫」を「除」く（終える）と
いう意味だったとすれば、やはりこれらの「禫」についても、祭禮ではなく日常生
活への復歸に向けた移行期閒としての解釋が可能になる。
例えば f)「父母初薨尊祭文除禫已來文」の部分には、遺族が各祭禮で故人に捧
げる祭文の文例が集められていることは、第６節で既に述べた。その中には大祥
の際に用いる「祥祭」の模範例などと竝んで、「除服祭」の項目は立てられながら、
「禫」に關する項は見えない。やはりこの「除禫」とは「除服」と同義、即ち完全
な忌明けを意味しているのではないか。そうなればこの場合の「禫」は「服」が服
喪を意味するのと同樣、祭禮ではなくある種の期間を指すことになる。
そもそも「除禫」という言葉は「禫制」と同樣、南北朝の後期には存在していた
らしい。

〔天平〕四年、〔李業興〕與兼散騎常侍李諧、兼吏部郎盧元明使蕭衍。
衍散騎常侍朱 問業興曰、魏洛中委粟山是南郊邪。業興曰、委粟是圓
丘、非南郊。 曰、北間郊、丘異所、是用鄭義。我此中用王義。業興
曰、然、洛京郊、丘之處專用鄭解。 曰、若然、女子逆降傍親亦從鄭以
不。業興曰、此之一事、亦不專從。若卿此間用王義、除禫應用二十五
月、何以王儉喪禮禫用二十七月也。 遂不答。（『魏書』卷八十四「儒
林傳・李業興」）

東魏・天平四年（537）、梁に派遣された李業興と梁の朱 との問答を引用した。南
朝の（經學）では王肅の説を用いる、とここで朱 は述べている。これに對して
李業興はそれならば「除禫」も故人の死から二十五箇月後になるはずなのに、ど
うして「王儉喪禮」は二十七箇月という（鄭玄の）説を用いているのか、と問いた
だしているわけである46。この場合の「禫」も祭禮ではなく服喪、あるいは服喪期
間と考えた方が意味は通るであろう。
先に見た杜友晉の書儀以外にも、「除禫」という言葉を用いる唐代の文獻は現存

している。

維元和十二年歳次丁酉六月己未朔十二日庚午、外翁婆以清酌庶羞之奠、
致祭於獨孤氏孫女妹妹之靈。…〔中略〕…況今冬除禫、來歳初笄、方

46『隋書』卷八「禮儀志三」に「唯王儉古今集記云、心制終二十七月、又爲王逡所難」、同卷三十
二「經籍志一」に「喪服古今集記三卷（齊太尉王儉撰）」とある。「王儉喪禮」とはこの『喪服古今
集記』を指すのであろう。『南齊書』卷十「禮志下」建元三年の條を參照。
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擇良對、以圖先近。（權德輿『權載之文集』卷五十「祭外孫女文」）

權德輿がこの孫娘・獨孤妹妹を悼む祭文で觸れている「禫」とは、妹妹の母（權德
輿の娘）の死に關してのものである。娘の沒年月日は元和十年（815）十月二十一
日（『權載之文集』卷二十六「獨孤氏亡女墓誌銘并序」による）、即ちこの祭文が書
かれた同十二年（817）の冬には死後二十七箇月の節目を迎えることになる。それ
を過ぎれば來年には、妹妹も「初」めて「笄」をさすことができるだろうと思って
いたのに、今度は當の彼女が死んでしまった、權德輿はかく歎いている。
ここに見える「除禫」は、明らかに母の死に伴う「禫」の期間を「除」く、即ち

終えるとの意味である。そうでなくては、忌明けを迎えてそれまで控えていた通
過儀禮（「初笄」）をようやく執り行えるようになった、という方向でこの一節を
解釋できなくなってしまう。
權德輿の例に見られるとおり、元和年間には「禫」の一字に「禫制」と同樣に、
期間としてのニュアンスが既に存在した。それに先立つ開元・天寶期に著された
杜友晉の書儀に見える「除禫」も、同じく「禫」という期間を終えることと考える
べきなのかもしれない。
前節で見た P.2622「吉凶書儀」を思い起こしてみよう。そこには祭禮としての

「禫」は存在しなかった。P.2622にあったのはやはり「禫衣服」を身に着ける「六
十日」のいわば移行期間であった。「禫制」、「除禫」という言葉こそ見られなかっ
たが、實はこの「吉凶書儀」も、本節で見た諸資料と同樣、「禫」とは期間である
との考えを共有していたと思しい。
法律や官人に關わる文章、逸話のみならず、書儀に見える以上、「禫」を期間と

する考え方は唐代の社會に廣く普及していた可能性がある。次に引く『酉陽雜俎』
47の一節もその方向から解されようか。

貞元中48、望苑驛西有百姓王申、手植楡於路傍成林、構茅屋數椽、夏月
常饋漿水於行人、官者即延憩具茗。有兒年十三、毎令伺客。忽一日白
其父、路有女子求水、因令呼入。女少年、衣碧襦、白幅巾、自言家在
此南十餘里、夫死無兒、今服禫49矣、將適馬嵬訪親情、丐衣食。言語明
悟、擧止可愛、王申乃留飯之。謂曰、今日暮夜可宿此、達明去也。女
亦欣然從之、其妻遂納之後堂、呼之爲妹。倩其成衣數事、自午至戌悉
辨、針綴細密、殆非人工。王申大驚異、妻尤愛之、乃戲曰、妹既無極
親、能爲我家作新婦子乎。女笑曰、身既無託、願執粗井竈。王申即日
賃衣貰禮爲新婦。（『酉陽雜俎』續集卷二「支諾皐中」）

『酉陽雜俎』は晩唐の隨筆だが、ここに擧げた話柄は「貞元中」（785～804）の出
來事として語られる。この夫を失った女性（實は妖怪）は「今　禫に服す矣」と

47『酉陽雜俎』の底本は諸本及び諸書所引の文章で校訂を施した方南生（1981）を用いた。
48『太平廣記』卷三百六十五「妖怪・王申子」所引『酉陽雜俎』では「貞元中」を「貞觀中」に
作る。ただ汪紹楹（1959）2897頁の校記によれば明鈔本は「貞元中」に作るという。

49「禫」を『酉陽雜俎』四部叢刊初編（李雲鵠）本、汲古閣（毛晉）本は「襌」に、『太平廣記』
黄晟本は「禪」に作る。共に意味が通らないので、ここでは「禫」に從っておく。
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自稱する。「今」現在、「服」しているというからには、この「禫」も期間である。
それはさておき、本來は「禫」であっても遠出はできないはずだが、「衣食を丐う」
ために彼女は旅するという。
ここから彼女が經濟的に惠まれているわけではない、むしろ窮迫しているであ

ろう樣子が窺われる。現に王申の子の妻になる際も「即日　衣を賃り禮を貰して
新婦と爲す」旨の記述が見られる。禮を省略して行きずりの「百姓」の家へ嫁ぐ
ようなこの女性が「禫」という禮制上の觀念を曲がりなりにも有していたと描寫
されること、これは注目に値する。
もとよりこれは傳奇に類する説話である。また書き手たる知識人がもつ禮制上

の觀念がそこに投影されている可能性も否定できない。從って、これだけで唐代
は庶民に至るまで「禫」という觀念を共有していたとは、到底いえないだろう。し
かし、今までに見てきた書儀が「禫」に關する記述を含んでいた事實を考え合わ
せると、民間全體とはいわずとも、士人や庶民の上層にまで「禫」という考え方が
影響を與えていた可能性は否定できない。
前々節の末尾で、筆者は「實施の時期に有力な異説をもち、實態に乏しかった

「禫」が開元・天寶期に以前よりも獨自性を有し始めたことは確かである。いいか
えれば、大祥と「禫」を別箇に扱う風潮の如きものが當時の社會に普及していた、こ
のことは明らかであろう」と述べた。念のために申し添えておくと、「大祥と「禫」
を別箇に扱う」とは、祭禮としての「禫」が廣範圍に普及したということとは、必
ずしも同じ意味をもつのではない。
鄭玄の死後二十七箇月で「禫」を行うという説が公式に認定されて、「禫」は獨

自の地位を保つようになった。しかし、それは少なからぬ場合においてなお觀念
の段階に止まっていた可能性がある。現實問題として大祥の後に「禫」を祭禮と
して擧行するのは煩瑣でもあるし、規模にもよるがほとんどの階層にとっては經
濟的な困難を伴ったと想像される。
一方で「禫」が期間として扱われていたことを示す資料が存在することは事實

である。多くの人々にとって、「禫」とは大祥までの正式な服喪を終えて、通常の
日常生活への橋渡しとなる移行期間として、より多くの意味をもっていたのでは
ないか。もちろん官人などは條件さえ許せば、期間としての「禫」を過ごす中で
「禫」の祭禮をも行っていたと思われる。ただし、書儀のような公式の禮制と必ず
しも一致しない資料から讀み取れる「禫」が期間としての側面を有した、この事柄
はその實態を考える上でおさえておくべきだろう。「禫」を祭禮として扱うか否か
の差異は地域、時代、階層の違いに起因するところも確かに大きい。しかし、理
想と現實の乖離、これもまた見落としてはならない要素であろう。

九、「 」の研究に書儀を用いる意味
　今に傳わる唐代の「禫」に關する資料は、決して多くはない。禮制の研究にお
いて議論はされていたのだろうが、唐人による經學關連の著作は、ほとんどが散
佚してしまった。誰もが經驗するという一般性のためか、通常の文章にもあまり
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多くの記述は見出されない。
想像を逞しくすれば、これは「禫」、即ち「忌明け」であることとも關わる。「終
身之喪」（『禮記』「祭義」）という言葉も存在するからには、大・小祥以上に輕々し
く「禫」を論じるのは難しかったかもしれない。なぜならばそれは「いつ服喪か
ら解放されるか」ということを探ろうとする行爲であり、不謹愼の謗りを受ける
可能性があったからである。
　そうかといって、やはりそこには規定が必要であった。開元禮などは欽定の

規範である。書儀は私的編纂物だが、やはり「禫」關連の記述はわずかにしか殘
らない。だが資料全體の少なさ、公式の禮書より現實を反映しやすい點からいっ
て、その價値はなお小さくない。
文獻を少し繙けば「祥禫」、「練禫」という熟語の用例は少なからず見つけ出せ

る。しかし、それは「禫」が盛んに行われていたことを示すわけではない。魏晉
南北朝を通して「禫」が實際に行われた形跡は、ほとんど見られない。唐代に入
り、『大唐開元禮』には仰々しいまでに完備した「禫」という祭禮の「儀注」が見
られるようになった。だが、一方で書儀を始めとする資料に記される「禫」は、期
間として解釋され得るものが多かったのである。
資料の少なさを反映してか、「禫」の實態を明らかにしようとした研究は乏し

い50。少なくとも、唐代の「禫」を考察した專論は皆無といってよい。稀に「禫」
をも視野に入れた研究はあったとしても、用いられる資料はごく限られた文獻ば
かりである。それらだけでは、祭禮としての側面はともかく、當時の社會における
「禫」の實態は明らかになるまい。敦煌文獻を用いることによって、いささかなり
ともその缺を埋められるのではないか。經學・禮制の知識を全くもたない筆者が、
ここに蕪雜な一文を草したのはそう考えたことによる。博雅の指教を仰ぐ次第で
ある。
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『敦煌寫本研究年報』創刊號（2007.03）137-144頁

敦煌尼僧關係文書管見

松浦典弘

はじめに

　中國史における尼僧に關する研究は編纂史料の不足という理由から、多くの課
題が殘されているのが現状である。梁・寶唱撰『比丘尼傳』以降、まとまった形で
の傳記史料が存在しないことも尼僧教團の研究の進展に影響しているといえよう。
そうした史料的な制約を克服すべく、石刻史料や筆記小説などから關連記事を蒐
集し分析していく作業が求められる。現在、私は石刻史料に見られる唐代の尼寺
や尼僧に關する記事を中心に檢討を進めているが、その一環として、八世紀半ばか
ら九世紀半ば、長安や洛陽に存在した尼寺に住した尼の墓誌を考察しつつある1。
ところで、唐代末期から五代にかけての敦煌では、普光寺・大乘寺・安國寺・靈

修寺・聖光寺の五大尼寺を中心に尼僧教團の隆盛が見られたようである。そうし
た背景もあって敦煌文獻には比較的多くの尼僧に關する史料が殘存している。敦
煌という地域の特殊性を考慮する必要はあるが、絶對的に利用できる史料が限ら
れている現状では、それらの史料に見られる現象から中國史上の尼僧教團の具體
像を理解するための手がかりとはできないだろうか。本稿では、いくつかの敦煌
文獻に見られる尼僧關連の記事から、兩京をはじめとする他地域の状況とも照ら
し合わせながら、尼僧教團研究の可能性と問題點を考察してみたい。

一．「家」との關係

　長安・洛陽の尼僧墓誌を檢討した際に看取されたのが、男性の僧侶に比べると、
出家前在俗時代の家との關わりが非常に深いことである。また、姉妹やオバとメ
イなど、同族内で複數の女性が出家しているケースも散見される。こうした現象
は家の信仰を背景としており、祖先の祭祀の繼承に關わらない女性を出家させた
ことによってあらわれることが推測される。檢討の對象とした墓誌は比較的身分
の高い士人クラスの家出身の尼僧であったので、家における祭祀の繼承が重んじ
られるのはなおさらのことであろう。

1概要は佛教史學會第 57回學術大會發表要旨（2006年）に「唐代の女性出家―墓誌史料の檢討
を中心に―」と題して掲載。
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敦煌においては俗人の籍に附けられた僧尼の存在あるいは俗家に居住した僧尼
の例に見られるように、僧尼は出家後も在俗時代の家とのつながりを強く持って
いたようである2。例えば、九世紀後半のものとされる S.4710「沙州陰屯屯等戸口
簿」には、欠落により戸主不明の戸に女尼醜婢・姪僧專專・妹尼小娘の三名、陰
屯屯の戸に女尼定嚴・弟僧勝頂・姪僧皈順の三名、張猪子の戸に妹尼 の一名、
王鷹子の戸に兄僧龍安の一名、劉再榮の戸に女尼鉢鉢・妹尼覺意花・女尼□娘・姪
尼金吾・姪尼鷹鷹・姪僧明明の六名が、僧尼として見られる。やや尼僧の方が多
いが、男性の僧より家との結びつきが強いといえるほどの數でもなく、僧尼雙方
が家と深い關係を持っていたと見られる。當該時期の敦煌における人口に對する
僧尼の割合の高さや敦煌社會における佛教の影響力を反映しているといえよう。
次に取り上げる S.2199「尼靈惠遺書」は、尼僧と家とのつながりに關わるもの

である。咸通六年（八六五）十月廿三日の日付のあるこの文書は、病が重くなりつ
つある靈惠が自らの有する婢一名を姪女潘娘に與え、その代わりに自らの葬儀を
仕切らせるという内容である。そこには弟や外甥などの名が連ねられており、靈
惠とそれら親族との結びつきが強かったことに加え、外甥の中には尼僧である靈
皈も含まれていることからも尼僧と家の關係が深かったことが窺われるのである。
この他、男性の僧よりは尼僧の方がより強く在俗時代の家と關わりをもったの

ではないかと考えられる史料として、莫高窟に記された題記があげられる3。題記
は供養者の名を列擧したものであり、そこに記される人名は多岐にわたる。その
中に一族で供養者に名を連ねている部分に、供養主との血縁關係を表す語を付し
た尼僧の名が見られるのである。
例えば、晩唐期のものとされる第一四四窟の題記である。

　　……姑靈修寺法律尼妙明一心供養
　　亡妹靈修寺……性一心供養
　　妹尼普光寺律師 相一心供養
　　妹尼普光寺都維那證信一心供養

この四人の名は一連のものとして記されており、全員が同族であり供養主から見て
姑や妹であったものである。この他にも類例が見られるが、親族が供養人として
名を連ねている際、出家者を含んでいる場合は多くが尼僧のものなのである。　
このような題記から僧尼と家との關係が窺われる例は、敦煌以外の地域でも見

られる。『八瓊室金石補正』卷四十一・四十二・四十三所收の「開元寺三門樓題刻」

2郝春文『唐後期五代宋初敦煌僧尼的社會生活』、中國科學出版社、1998年。
3題記に關しては、敦煌研究院編『敦煌莫高窟供養人題記』、文物出版社、1986年。
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は、殘された紀年によると大凡大暦年間から元和年間にかけての時期を中心に刻
されたものである。そこに供養主である家族と共に記されている者は尼僧が多い
が、少數ながら男性の僧侶も見られる。例えば、卷四十一所收の「大門柱主張君
相等題名」には、「息花成寺僧文道」の名が州録事や縣主簿や縣録事といった地方
官を務める他の「息」と共に記され、また卷四十二所收の「劉行善等題名」では、
「前滄州萇蘆縣丞劉行善」の「息觧惠寺僧都維那僧惠 」の名が他の兄弟姉妹と共
に記される。地域社會のつながりも關連して地方の有力者クラスの子息が出家し
ており、敦煌以外でも男性の僧と家族の深い關係という現象は起こっているので
ある。但し、息女が比丘尼として出家している例と比べると、壓倒的に少なく、や
はり尼僧の方が家族との關わりが深かったことが推測される。

二、比丘尼・式叉尼・沙彌尼

　佛教の律規定においては、女性の出家から受戒までは、沙彌尼→式叉尼→比丘
尼という過程を經ることになっている。男性の僧侶が十戒を受けて沙彌になるの
と同樣、女性の場合は十戒を受けることで沙彌尼となる。また、男性の場合は二
十歳で具足戒を受け比丘になるが、女性の場合も同樣に二十歳で具足戒を受け比
丘尼となる4。
女性の場合において特徴的であるのは、沙彌尼と比丘尼の間に式叉尼（異稱と

して式叉摩那・學法尼・六法尼など）と稱される時期が設けられることである5。
沙彌尼は十八歳になると、式叉尼となり二年間六法（不婬・不盜・不殺・不妄語・
不飮酒・不非時飮食）を守った上で、具足戒を受け比丘尼となることができる。こ
の段階を設けるのは、懷妊している女性が具足戒を受けて比丘尼となった後、子
供を産むことを防ぐ意味があるとされる。
律關係の文獻中では言及される式叉尼ではあるが、具體的な史料に乏しいため

不明な點が多く、中國佛教においては式叉尼の存在を認めない見解もあった6。し
かしながら、敦煌文獻中には「式叉尼」が明白に記されており、また、長安・洛陽
の寺院に居住した尼僧の墓誌史料にも存在を窺わせる記述があるので、出家得度

4唐代においては必ずしも沙彌の年限は設けられておらず、能力に應じて具足戒を受けることが
できたことは、藤善眞澄「唐五代の童行制度」『東洋史研究』第 21卷第 1號（1962年）において
論じられている。

5律文獻においては「式叉摩那」の記述が比較的多いが、本稿においては、敦煌文獻で多用され
ている式叉尼を用いる。

6高雄義堅『宋代佛教史の研究』（百華苑、1975年）の第一章「宋代の度及び度牒制度」では、
「中國佛教にありては式叉摩那を立てず、また入寺して直ちに沙彌・沙彌尼になることを許さずし
て、得度の準備期間としての童行、または行者なる一階級が設けられることとなった。」とする。
童行あるいは行者と稱されるような時期が沙彌・沙彌尼より前に設けられることは、中國佛教の特
徴であるが、式叉尼に關しては誤解であろう。なお、敦煌では童行の段階は見られない。
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の一つの段階として機能していたのは確かである。
まずは墓誌史料に見られる式叉尼の例を確認しておこう。
天寶十四載（七五五）に僧臘三十四・享年五十五で逝去した長安法雲寺の尼僧

辯惠の場合、九歳で祖母が亡くなったのを受け百日齋に供養のため出家し沙彌尼
となった。その後、十八歳で半戒を、二十歳で具戒を受けたとある。この半戒と
いうのが式叉尼への戒であり、さらに具戒すなわち具足戒を經て比丘尼となった
のである7。
また、興元元年（七八四）に享年六十で逝去した洛陽安國寺の尼圓淨の場合、十

四歳で「辭家入道」したとあるが、このとき沙彌尼となった。そして、「半戒具戒」
を必ずその年齡に依って受けたということであるから、十八歳で式叉尼、二十歳
で比丘尼となったということになろう8。
このように少數の例ではあるが、「半戒」と「具戒」という二度の戒を受けると
いう段階を經て比丘尼となることは確認される。少なくとも長安や洛陽の尼寺で
は十八歳で式叉尼となり二十歳で比丘尼となる出家の段階が比較的嚴格に行なわ
れていたと見てよいのではないか9。
次に敦煌文獻に見られる式叉尼の例をあげよう。地域的な特性を十分に考慮す

る必要はあろうが、關連史料が少ない状況においては女性の出家に關して考察す
るための一助とはなろう。式叉尼に關する史料として利用しうるのが、夙に藤枝
晃氏の高論で取り上げられている僧尼籍である10。まず、九世紀末期のものと考え
られる S.2614v「沙州諸寺僧尼名簿」から檢討してみよう。當該文書は敦煌諸寺の
僧尼の名を、僧寺は「僧」と「新沙彌」「舊沙彌」に、尼寺は「大戒尼」「式叉尼」
「新沙彌尼」「舊沙彌尼」に區分して記載している名簿である。文書には欠落部分
はあるが、幸いにも五つの尼寺に關しては完全な形で殘存しており、それぞれの
人數構成を知りうる。以下、參考のため僧寺も含めて列擧する。

7唐法雲寺辯惠禪師銘「禪師九歳、祖母瑯琊郡君王氏薨、百日齋、度爲沙彌尼、薦以景福、承尊
命也。……十八受半戒、廿受具戒。……僧臘卅十四、享年五十三。」録文は『唐代墓誌彙編 續集』
（上海古籍出版社、2001年）天寶 103、拓本寫眞は『隋唐五代墓誌彙編』（天津古籍出版社、1991
年）陝西 4-25に著録。

8有唐東都安國寺故上座韋和上墓誌銘并序「年十四、辭家入道、依止本寺李上座爲受業和上。……
半戒具戒、受必依年……。」

9女性の場合、夫を亡くした後、比較的年長で出家する場合も多くあるので、そのような場合は
勿論該當しないが、若年で出家した者の墓誌において享年と僧臘を照らし合わせると、二十歳で具
足戒を受けたと考えられる例が多い。但し、式叉尼の段階を經たかということまで窺い知ることが
できるような例は少ない。

10「敦煌の僧尼籍」『東方學報』京都、第 29册、1959年。
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僧 舊沙彌 新沙彌 計
？ 16 2 17 35

開元寺 37 7 4 48

乾元寺 20 7 27

龍興寺 42 2 6 50

大雲寺 27 4 31

報恩寺 36 10 1 47

淨土寺 19 2 1 22

三界寺 17 5 22

大戒尼 式叉尼 沙彌尼 計
普光寺 104 59 27 190

大乘寺 115 36 22（舊 8・新 14） 173

安國寺 100 23 16 139

靈修寺 99 29 14（舊 2・新 12) 142

聖光寺 34 10 5 49

一見して理解されるのは式叉尼の人數が非常に多いことである。式叉尼である期
間は律規定に據れば二年間で、その後は具足戒を受けて大戒尼（比丘尼）になる
わけである。例えば、普光寺などは大戒尼が一百四人に對して式叉尼が五十九名
もおり、沙彌尼が二十七名であるのと比較しても非常に多い。また何れの寺にお
いても式叉尼の數が沙彌尼の數を大きく上回っている。敦煌において戒壇の設置
の時期が限られているとしても多すぎる數値で、律規定における式叉尼に該當す
る年齡の者ばかりではなく、それを超えている者がかなり多く含まれていよう。
なお、新沙彌・舊沙彌、或いは新沙彌尼・舊沙彌尼という區分であるが、前回の

造籍から今回の造籍の間に新たに沙彌や沙彌尼になった者を指しているのであろ
う。あるいは戒壇設置の挾間にあって、具足戒を受ける機會にめぐまれず、沙彌・
沙彌尼のまま二十歳を過ぎているものを指して、「舊」としている可能性も考えら
れよう11。
もう一點 S.2669について檢討してみたい。當該文書は九世紀後半のものと考え
られる沙州の諸寺の尼の戸籍であり、名・本貫・俗姓・俗名・年齡が一覽にされ
ているので詳細な年齡構成が分かる。但し、この文書も欠落があり、完全な形で
殘っているのは大乘寺の尼二百九人に關してのみである。

11藤枝氏は具足戒を受けることなく、寺で雜役などにあたった者を「舊沙彌」として解している。
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それによれば、二十歳未滿の者が二十四名、うち十九歳一名、十八歳十一名で、
また二十歳の者が七名となっている。即ち、律規定から見て年齡的に式叉尼に當
たる者の數は二十名に滿たず、さきの S.2614vにおいて百七十三名中、式叉尼が三
十六名であったのに比べると、低い割合であることがわかる。同樣のことは沙彌
尼に當たる年齡すなわち十七歳以下の者に關してもいえ、S.2669では十二名が該
當するが、S.2614vにおいて沙彌尼は二十二名となっている。
さらに時代が下り、後晉・清泰三年（九三六）のP.2638でも、僧三百五十六人
に對し沙彌百六十三人、大戒尼・式叉尼三百七十九人に對し沙彌尼七十一人であ
る。沙彌・沙彌尼、特に沙彌の數の多さが際立っているが、大戒尼と式叉尼が一
括して數えられており、男性の方の割合から想像すると、恐らく式叉尼の割合は
比較的高いものとなるのであろう。
郝春文氏は敦煌における式叉尼は、律規定の式叉尼とは異なっており、比丘尼

は式叉尼の段階を經ずに具足戒を受けると論じている12。すなわち、S.2575v「甄
別求戒政學・沙彌尼等爲上中下三品稿」などに見られるように式叉尼と沙彌尼が
同時に具戒を受けていること、さらに式叉尼が比丘尼と同等の經濟的待遇を受け
ていることから、沙彌尼のまま二十歳となり具足戒を受けると推測する。そのよ
うなケースは恐らく間々存在したであろう。
敦煌において沙彌尼から式叉尼の段階を經ずに比丘尼になるケースが存在する

のは、戒壇の設置される機會が極めて限られていることによるであろう。長安や
洛陽の尼僧の墓誌を檢討すると、限られた例とはいえ若年にして出家した者はほ
ぼ全員が二十歳で受具しており、律規定に從った形での運用がなされていたこと
が分かる。定期的に戒壇が設置されていればこそであろう。地域的特性があると
はいえ、敦煌で女性の出家受具の過程が律規定と全く異なった運用がされている
場合があるのは、戒壇設置の間隔が空いてしまうので、規定どおりの過程を蹈む
ことが不可能であるからであると考えられる。
ところで、敦煌以外の地域においても二十歳を超えた式叉尼は見られるのであ

ろうか。すなわち二十歳以上で出家した場合、式叉尼の二年を經て具足戒を受け
比丘尼となるのかという點である。S.2669における尼僧の配列は出家し寺へ入っ
た順であろうが、二百九名中、一五八位に位置する定惠は年十七とあり、これよ
り後に十代の尼が混在するようになる。最年少は十一歳で明らかに沙彌尼であり、
それより後位、一九九位に年四十九の戒果、二百四位に年四十九の堅固藏、二百
八位に年四十九の眞性が付せられているが、彼女らは比較的高年齡で出家した式
叉尼であろう。敦煌以外の地域でも中年以降での出家というのは往々にして見ら

12郝氏前掲書
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れ、夫を亡くした女性の出家も目に付く。果たして、彼女らも式叉尼の段階を經
たのか。傳記史料が少なく明白な形での表現もないため判別は困難であり、かつ
律關係文獻も精査した上で判斷が必要であろうが、管見の限りでは、式叉尼の段
階を經たとは考え難く、出家剃髮し即比丘尼になっていたようである。この點に
ついては、さらに檢討を要するであろう。
次に式叉尼自身が草した文書であるP.3730-10「吐蕃寅年（八四六）九月沙州式

叉尼眞濟等牒」をあげておこう。當該文書は大乘寺の式叉尼眞濟の名で、眞濟及
び沙彌尼普眞の名が 状より漏れていることに關して善處を申請したものであり、
これに對しては教授和尚である洪 の判辭が付せられている。偶然に過ぎないか
もしれないが、大戒尼ではなく、式叉尼と沙彌尼の名が漏れていた點に、後二者
が低い扱いを受けていたことが反映されているのではなかろうか。
同年の文書であり、やはり洪 の判辭を付すP.3730-11「吐蕃寅年八月沙州沙彌
尼法相牒」でも、法相が自身の名が 状から漏れているのを訴えている。「貧病下
衆尼」と自らのことを表現していることにも、沙彌尼の扱いが表れていよう。
郝春文氏が指摘するように、敦煌では制度上は式叉尼は比丘尼と同等の經濟的

支給を受けることになっていた。しかし、實際問題として支給物資が不足してい
た場合などは沙彌尼さらには式叉尼へとそのしわ寄せがいったのではないかと考
えられる。
甚だ斷片的に事例を取り上げたに過ぎず、地域的な特性も考慮に入れなければ

ならないが、女性が出家得度する段階を檢討する上で參考に供しうる部分もあろ
う。戒壇の設置などの問題と併せて、今後の課題としたい。

結びにかえて

　以上、家とのつながり、及び具足戒への段階の二點から、敦煌文書の中の尼僧に
關して取り上げてみた。佛教教團が肥大化し人口に占める僧尼の割合が非常に高
い唐代末期の敦煌地域社會の特殊性もあるので、必ずしも當該時代における中國
の尼僧教團全般に當てはまるものではない。但し、それぞれの課題について、今
後展開しうる方向性に對する見通しを示しておきたい。
まず、尼僧と家の關係であるが、男性の僧侶よりも強い關係が見られることは

確かである。一方、開元寺の石刻の例でも分かるように、敦煌以外の地域でも、女
性に比べれば少ないとはいえ男性の僧侶と出家前の家とのつながりが窺われる例
も存在する。在家時代における階層なども考慮した上で、檢討をしていく必要が
あろう。
次に沙彌尼から式叉尼を經て比丘尼へと到達する具足戒への過程の問題である
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が、敦煌における沙彌尼や式叉尼が他地域と樣相を異にする面もあるため、全容
の解明は難しい。ただ、特に式叉尼に關しては史料自體が少ないため、律文獻の
詳細な檢討や、他の時代との比較などを通して、敦煌文獻を活用して考察してい
くことは可能であるかもしれない。
いずれにせよ、女性の出家や尼僧教團の實態に關しては不明の部分が多く、利

用しうる史料を最大限に檢討していく必要がある。本稿では敦煌文獻を手がかり
に斷片的に問題を取り上げたに過ぎず、推測を重ねた部分もあるが、今後より多
角的に檢討し問題の解明に努めたい。
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『敦煌寫本研究年報』創刊號（2007.03）145-163頁

吐魯番出土的唐代唯識學文獻小考∗

王　丁

一　引言

　玄奘（600-664）從印度取經歸唐，創立了中國佛教的唯識法相宗。以都城長安
爲中心，唯識學在太宗、高宗世盛極一時。一般認爲，唯識學在初唐盛行數十年後，
不久即告中衰1。相當多的著作在中土也久已失傳。早在奈良、平安時代，遣唐的日
本留學僧就將唯識學傳到東瀛，基本文獻賴以流傳下來，同時，日本學僧也自製新
疏2。近代中國居士楊文會（字仁山，1837-1911）求法海外，通過日本僧人南條文雄
（1849-1927）收集中土佚失及難得的佛典，章疏類文獻是他購求的重點。其中的唯識
學著作傳回中國后，在金陵刻經處刊版流通，爲中國佛教接續唯識學脈曁近代的佛
學復興作出了貢獻3。
　可喜的是伴隨着近現代考古發現與對古代文獻的深入開掘，一些唯識學的珍貴

典籍重見天日。這部分資料來源主要有四：敦煌文獻、房山石經、趙城金藏、應縣
木塔遼代佛像裝藏文獻。對這四大資料群的研究表明，唯識學從初唐的興盛到衰落，

∗本文寫作過程中，筆者得到高田時雄、吉田豊、船山徹教授的指教，梶浦晉先生提供了筆者聞見
不及的許多珍貴資料，史睿、齋藤智 、永田知之、馮培紅各位學兄也給予多方的支持，柏林勃蘭
登堡科學院（Berlin-Brandenburgische Akademie der Wissenschaften）和德國國家圖書館東方部
（Orientabteilung, Staatsbibliothek zu Berlin, Preußischer Kulturbesitz）惠允公 有關寫本，在此
謹表誠摯的謝意。
本文使用簡稱如下：

　《大谷集成》：小田義久『大谷文書集成』壹～ ，京都：法藏館 1985-2002。
　《旅博選粹》：旅順博物館、龍谷大學『旅順博物館藏新疆出土漢文佛經選粹』，京都：法藏館 2006。
　《吐魯番總目（日）》：陳國燦、劉安志編《吐魯番文書總目（日本收藏卷）》，武昌：武漢大學出版
社 2005。

1《中國大百科全書 中國歷史》，北京/上海：中國大百科全書出版社 1992，頁 1204-1205“唯識
宗”條（任繼愈撰）。

2結城令聞『唯識學典籍志』，東京：大藏出版 1962，頁 442-547（日本著述）。
3參“清國楊文會請求南條文雄氏送致書目”，陳繼東《清末日本傳來佛教典籍考》，《原學》第五輯，

1996，頁 304-335；「清末における唯識法相典籍の刊行について」『印度學佛教學研究』 88（44-2），
1996，頁 170-172。另參同氏專著『清末仏教の研究: 楊文會を中心として』，東京：山喜房佛書林，
2003。
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實際上有一個過程。中原地區盛唐以後唯識學歸於 寂，而至少在唐五代時期的河
西地區、遼金時代的北方，唯識學仍有非常活躍的講習活動。從遺存文獻觀察，既
有唐代唯識學文獻傳承到當時，新撰著作也有一定數量4。吐蕃統有河西時期，在唯
識學的講習、著述上也留下了豐富的遺產5。遼宋南北對踞時期，宗尚窺基慈恩宗一
系的唯識法相學在北方流行6。
　慈恩宗是以唐初長安慈恩寺高僧窺基（632-682）爲初祖的唯識法相學派。窺基
是玄奘的門徒，受瑜伽唯識宗旨。《宋高僧傳》卷四本傳說“奘師爲瑜伽唯識開創之
祖，基乃守文述作之宗7。”師弟二人的突出貢獻之一，是他們在顯慶五年至龍朔三年
（660-663）間奉敕在玉華宮翻譯《大般若經》的同時，由窺基筆受，參糅譯成《成唯
識論》十卷，並完成《辨中邊論頌》一卷、《辨中邊論》三卷、《唯識二十論》一卷、
《異部宗輪論》一卷、《阿毘達磨界身足論》三卷等根本經典的 譯。玄奘示寂後，窺
基重返慈恩寺，專事著述，其主要著作有《成唯識論述記》十卷（另有二十卷和六十
卷的說法，詳下文）、《唯識二十論述記》二卷、《成唯識論掌中樞要》四卷、《瑜珈師
地論略纂》十六卷、《大乘阿毘達磨集論述記》十卷、《大乘法苑義林章》七卷、《因
明大疏》三卷等，著論凡百部，因而有“百本疏主”之號8。

二　《成唯識論述記》版本大概

　窺基的《成唯識論述記》（以下簡稱《述記》），其撰述應在他回到慈恩寺的 659

年至 682年去世之間。《述記》祖述師說，對艱深難讀的《成唯識論》加以疏通闡釋，
是對本論的權威解說，也是研習唯識學的首要文獻，因而相對於“本論”《成唯識論》
有“本疏”的稱號。後世又產生了一系列對《述記》進行詮釋的復疏著作。天聖四年

4上山大峻「敦煌新出の唯識係論疏」『龍谷大學論集』1986，頁 110-134；塚本善隆「佛教史料と
しての金刻大藏經 特に北宋釋教目録と唐遼の法相宗關係章疏に就いて」『東方學報』京都 7（1936），
頁 26-100。

5長尾雅人「西藏に殘れる唯識學」『印度學佛教學研究』3(2-1)，1953，頁 75-84；袴谷憲昭「敦
煌出土チベット語唯識文獻」『講座敦煌 6敦煌胡語文獻』，東京：大東出版社 1985，頁 207-264；上
山大峻「大蕃国大徳三蔵法師法成の人と業績」『敦煌佛教の研究』，京都：法藏館 1990，頁 84-246；
同氏「敦煌出土の異譯〈唯識二十頌〉、〈唯識三十頌〉― P.tib.125」『佛教學研究』43（1987），頁
528-546。P.t.1261r是一份漢藏佛教術語詞匯表，漢文部分摘自玄奘譯《瑜伽師地論》卷第十二至二
十、三十一至三十四，相應的藏文部分則與今本《丹珠爾》不同，參見 Li Fang-kuei, “A Sino-Tibetan
glossary from Tun-huang”, T‘oung Pao 49, 1962, pp. 233-356. 高田時雄《敦煌發現的多種語言文
獻》，《敦煌・民族・語言》，北京：中華書局 2005，頁 15注 13。

6竺沙雅章「宋元時代の慈恩宗」『南都仏教』50（1983），頁 45-60，又見同氏著『宋元佛教文化
史研究』，東京：汲古書院 2000，頁 3-12。

7大正藏 50册，2061號，726b。
8同上注。
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（1026），宋仁宗命將窺基的經論章疏共四十三卷“編聯入藏”9，給予當時流行中國
北方的慈恩宗的祖師著作以經典的地位。熙寧、元豐年間，日本沙門成尋來宋巡禮
天臺山、五臺山勝跡，留下行記，其中熙寧六年（1072）二月廿八日條提及10：

地北多學慈恩宗，予學《玄贊》，由被告示。小僧問《攝釋》、《鏡水抄》
有無，答無由。給以契丹僧作詮明抄，釋《玄贊》書也者。

“地北”指遼國。外國求法僧對位於遼的疆域之內的中國北方宗尚窺基法相學的這
一觀察，得到應縣木塔遼代裝藏文獻的充分證實，在此發現了《成唯識論》以及詮曉
（明）的《成唯識論述記應新抄科文》、《上生經疏科文》、《法華經玄贊會古通今新抄》
等成組著作11。 近代中國西北多處地方發現古代印本佛經，契丹藏的形態已經初步
弄清，我們十分期待能找到《述記》的契丹藏殘片。高麗沙門義天在元豐末元祐初
（1085-1086）入宋求法，尚見及“成唯識論述記二十卷（或十卷），窺基述”12。現
存最早的《述記》刻本是山西趙城廣勝寺的金藏十卷本，三、五、六卷佚失，今存七
卷，即第一（首殘，序不存）、二、四（首尾不全）、七、八、九、十卷13。以上事實
說明，至遲到金藏刊刻的十二世紀時，《述記》在中國仍有流通。大正藏本刊行在趙
城金藏發現、公刊之前，採用的是日本春日版，參校以其他日本古寫本、印本數種。

三 吐魯番本《成唯識論述記》

　寫本方面，敦煌文獻中已有《成唯識論》寫本殘卷發現14，如英藏 S2530（卷第
三），北 8631（文 029，卷第九）15、S7766（卷第七）16，日本三井文庫藏有卷第七的
精抄本一件（025-014-020）17。《成唯識論》的注釋書也有一些線索，但不易確定，在
此姑不置論18。作爲重要的唯識學根本著作，《述記》久已爲佛教學界所期待，但是

9《景祐新修法寶錄》卷第十七第七張，《影印宋藏遺珍》第十二函。
10『參天台五臺山記』卷第六，東洋文庫影印東福寺本（東洋文庫叢刊之七），無頁碼。『大日本佛
教全書』卷 115，頁 128。

11竺沙雅章「宋元時代の慈恩宗」『宋元佛教文化史研究』，頁 5-7。
12《新編諸宗教藏總錄》卷第三《海東有本見行錄》，大正藏 55册，2184號，1175b。
13《宋藏遺珍》中集第一函《成唯識論述記》，民國二十四年上海影印宋版藏經會、北平三時學會
用趙城廣勝寺藏金刻藏經本景印。《中華大藏經》第 99册影印，闕卷闕文已補足，非原貌。

14上山大峻「敦煌新出の唯識系論疏」提到有兩種，但未指出具體所在。
15以上據敦煌研究院《敦煌遺書總目索引新編》，北京：中華書局 2000。該目頁 130著錄 S4244爲

“成唯識論疏釋”，而索引部分頁 49著錄此件爲《成唯識論》，孰是孰非，俟考，在此暫不歸入《成唯
識論》。

16方廣 《英國圖書館藏敦煌遺書目錄 斯 6981～斯 8400號》，北京：宗教文化出版社 2000，頁
212。

17存 16紙，卷首闕數紙，著錄于『敦煌寫本の書誌に關する調査研究―三井文庫所藏本を中心と
して―』（研究代表者：赤尾榮慶），頁 30，圖版 4，赤尾氏推定爲八世紀初寫本。

18《敦煌遺書總目索引新編》頁 19，S567“成唯識論釋（擬）”。
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在敦煌文獻中迄未發現19。近年研究有所進展，吐魯番文獻中現已檢出寫本《述記》
殘片六件。京都龍谷大學大宮圖書館收藏兩件：

　　　 a. 大谷文書 3232，《述記》卷第三末殘片20。
　　　 b. 大谷文書 4099，《述記》卷第六末殘片21。

旅順博物館所藏舊大谷文書中，有四件《述記》殘片22:

　　　 c. LM20 1451 29 01，《述記》卷第三殘片。
　　　 d. LM20 1451 29 06，《述記》卷第三殘片。
　　　 e. LM20 1451 34 06，《述記》卷第六殘片。
　　　 f. LM20 1451 34 03，《述記》卷第六殘片。

與大正藏本互校，全部六件的文字均有異文。a、b兩寫本，《大谷文書集成》沒有收
錄圖版，學者的上述比定完全依靠該書的錄文。因兩處都涉及《述記》卷三、卷六，
是否出於偶然，抑或大谷殘片與旅順殘片相關，尚需就寫本原件確認。
　從紙張、書法的相近程度看，c、d爲一組，e、f爲一組，兩者分別屬於同卷寫

本，現已綴合復原，請參看本文附錄一。
　所有以上六件残片的出土地不明。根據大谷探險隊的活動範圍，大谷文書原則

上分爲敦煌遺書、新疆吐魯番與庫車等地寺院遺址及墓葬收集品兩大部分，基於這
六件寫本都是尺寸較小的殘片這一事實，似可初步推測其來源是吐魯番等地的西域
古代佛寺遺址。整理者將 c、d定爲C2型，即初唐至中唐時期寫本，e、f定爲C3型，
即唐至高昌回鶻時期寫本23。有關寫本年代學的這一推測，實際上預設了一個前提：
旅博的這四件殘片所在的《述記》抄寫於西州。對此點能否肯定，關係到唯識法相
學從中原向西域流傳的史實。此點下文還要討論。
　本稿提出討論的一組新發現的漢文佛教唯識學寫本，共五件，由上世紀初西域

探險家獲得，今分藏德、俄兩國，其中柏林勃蘭登堡科學院藏四件，聖彼德堡東方學
研究所藏一件。柏林的殘片早期在作初步分類登錄之時，由整理者判定爲漢文、回
鶻文雙面寫本，編爲 Ch/U6343r，Ch/U6878v，Ch/U7083v，Ch/U7313r四號24。

19上山大峻「敦煌新出の唯識系論疏」，頁 118。有關俄藏、法藏敦煌文獻，參見『大正藏敦煌出土
佛典對照目録』第 2版，東京國際佛教學大學院大學附屬圖書館編輯出版，頁 107，No.1830“成唯
識論述記”條。

20劉安志、石墨林《〈大谷文書集成〉佛教資料考辨》，《魏晉南北朝隋唐史資料》第二十輯，2003，
頁 266。《吐魯番總目（日）》頁 152,“《成唯實論述記》卷第三（？）殘片”，“實”字誤植。標問號，
大約是因爲文字未能完全與今本勘合而存疑。

21上揭劉安志、石墨林文，同頁。《吐魯番總目（日）》，頁 234。
22《旅博選粹》，圖版頁 150。
23《旅博選粹》，頁 230。
24學界一般認爲，吐魯番存在大量漢文、非漢語文字雙面書寫的寫本，漢文面時間在前，背面被用來作
二次使用，其歷史背景是中唐以後西北地方胡人缺少書寫紙張。柏林整理者將Ch/U6878、Ch/U7083
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近年從事粟特語文書編目的德國女學者芮柯（Christiane Reck）博士發現，所謂
的回鶻文一面事實上是粟特文字記錄的粟特語，從字跡看，全部四件殘片出自同
一書手，內容也相關。芮柯博士希望筆者對漢文一面的內容及四件殘片的關聯性
作一鑒定。寫本因係草體，較難辨識，在迄今刊行流通的柏林藏吐魯番漢文文書
的注記目錄中，這四件寫本均付闕如25。2006年 9月 24日，筆者將初步的釋讀比
定結果在京大人文研西陲班作了介紹。稍後，曾 臨該會的吉田豊教授相告，現藏
聖彼德堡的雙面寫本小殘片Dx 12848R26與柏林殘片相關，背面的粟特文應該也屬
於同組寫本。經釋讀，該件正面的漢文草體寫本確係柏林同組《述記》片段，位置
處在四件柏林殘片之前，字出於同一個書手，可以確定原爲同卷。由此可知，聖彼
得堡所藏的這一件所謂敦煌文書，實際是鄂登堡（Sergei Oldenburg）得自吐魯番。

圖 1: Dx 12848R

　　有關四件柏林寫本的出土地點，德國吐魯番探險
收集品的原始編號是唯一的依據：Ch/U6343 = T II

Y 18（玻璃夾板貼紙簽 T II Y 18/3，爲晚期附加），
Ch/U7313 = T II Y 17，Ch/U7083 = T II Y 18。三
件文書的原出土登錄號都是T II Y，也就是說，爲第二
次到吐魯番探險時（1904年至1905年），勒柯克（Albert

von Le Coq）在吐魯番西邊交河故城地區。第四件：
Ch/U6878 = T II D 85，D代表Dakianus-shahri，即
高昌故城。
　如果顯係同組文書殘片之間出現這種登錄號的
異，柏林吐魯番文書的研究者通常傾向於相信多數。四
件《述記》殘片的來源記錄現在是三對一的比例，所
以有理由把T II D 85校改爲T II Y 85。但是，應予
留意的是所有四件文書的原始號，都是用紫色戳記（T

II Y，T II D）、鉛筆（序號）直接著錄在文書之上，
而這種文書上的登錄號，一般是早期整理者根據在當
地的發掘或收集記錄作的標誌，應予充分尊重。這個 異究竟是登錄訛誤，還是出
土情形如此，或許將來有可能通過其他旁證材料得到澄清。

兩件的漢文面標爲背面（v），應視爲正面（r）。
25G.Schmitt–Th.Thilo–Inokuchi Taijun，Katalog chinesischer buddhistischer Textfragmente I,

Berlin: Akademie Verlag 1975；Th. Thilo，Katalog chinesischer buddhistischer Textfragmente
II, Berlin: Akademie Verlag 1985；K. Kudara (comp.)，Chinese Buddhist texts from the Berlin
Turfan collection，vol.3，ed. by T. Hasuike & M. Mitani，Stuttgart：Franz Steiner Verlag 2005.
百濟康義（責任編集）『ベルリン所蔵東トルキスタン出土漢文文献総目錄（試行本）』，龍谷大學佛
教文化研究所西域研究会 2000。

26《俄藏敦煌文獻》第 16卷，頁 179。
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　本組文書粟特文一面27，經芮柯、吉田兩位伊朗語專家努力，釋讀已有眉目，具
體成果可望不久即將公 。
　這五件漢文寫本是唐代高僧窺基撰《成唯識論述記》卷第七中的片段，下文簡

稱“吐魯番本《述記》”。全部五件文書爲墨書紙質寫本，有烏絲欄，葦筆書寫（詳下
節），章草體，字大小不均匀。各行字數差異較大，從構擬的復原文本（五件殘片的
複合錄文見附錄二）看，滿行字數平均在 26～29字之間，字數較少爲行 22字左右。
未知是否因筆劃多寡不同，各字大小因而有異，還是由於吐魯番本《述記》殘失的
部分與傳本有異所致。傳本存在脫文的可能性也不能排除。另外，原寫本有段落間
留空的地方（“論”、“述”之前），無法準確復原。這些都是導致行字數差別懸殊的
原因。
　Ch/U7083v、Ch/U6343r兩殘片可綴合，構成原卷的上半部，Ch/U7313r大致
在Ch/U6343r正下方，但不能直接綴聯。
　比定的依據是大正藏本，排列順序亦一依此本。《述記》趙城金藏本第七卷完整

無損，千字文“藝”字號，共七十板，與吐魯番寫本相關的段落已查出，在此範圍
內，大正藏與金藏兩本的相應部分文字無異。以下先給出錄文，錄文一依寫本原行
款，不施標點。錄文補足的文字，均據大正藏本。與大正藏相異的文字，在校記中
予以說明。錄文方式說明如下：
　　 [　　　 表示其右方文字在吐魯番殘片中闕失。
　　 ]　　　 表示左方闕文。
　　=　　　表示重文。
　　黑體字　表示見於殘片的文字。
　　校記　　標出寫本與大正藏本相異的文字。寫本中採用“仏”及“ ”、“无”、“学”等

異體或簡體寫法，逕錄不作改動。補足的文字部分仿此。

g. 俄藏 Dx 12848R（圖 1）
　　大正藏對應位置：T.1830，vol.43，494a14-a19。

(前闕)

　　 1　二十頌云他心智云何知境不如實如知自心智] 不知如佛境廣説如
　　 2　彼抄解下異境非唯難論既有異境何名唯識 述] 曰此下第九外人問曰

(後闕)

h. 柏林藏 Ch/U6878v（卷末彩圖 2-1）
　　大正藏對應位置：T.1830，vol.43，494a29- b12。

(前闕)

27吉田豊、茨默（Peter Zieme）教授見告，粟特語文字之後尚有兩行回鶻語文字。
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　　 1　等取色心] 等別=法 [无佛故誰爲我說无 生故佛爲誰說无涅槃菩提
　　 2　果故有] 何法无法故我何所求 [或无行修何法无涅槃等何所求故唯識
　　 3　言有深] 意=趣=如何 論識言 顯一切 [有情各有八識六位心所所變相
　　 4　見分] 位差別及彼空理所顯真如 述 [曰此釋深意一切有情各各有八識]

　　 5　遍行等六位心所各=自體分及此所變相 [見二分及色心分位二十四不]

　　 6　相應等及彼二无我空理所顯真如以空理 [爲門顯真如也空性即]

　　 7　是二无我理由此理故便顯真如 [論識自相故識相應故二所變]

　　 8　故三分位故曰實性故如是諸法皆不 [離識總立識名 述曰]

　　 9　識自 [體] 者識自相故許心所者識相 [應法故許見
(後闕)

　　校記：
　　　行 3～4　“論識言 顯一切 [有情各有八識六位心所所變相見分] 位差別及彼空
　　　　　　　理所顯真如”，大正藏本作“論識言總顯至所顯真如”。《成唯識論》卷
　　　　　　　第七（大正藏 31册，39c）相應部分爲“識言總顯一切有情各有八識六
　　　　　　　位心所所變相見分位差別及彼空理所顯真如”，與吐魯番本《述記》存
　　　　　　　文一致，闕文字數亦相當。由此可知，今本《述記》“識言總顯至所顯
　　　　　　　真如”，是用首四字和末四字 全句，不如柏林藏吐魯番本引錄《成
　　　　　　　唯識論》經文之完整。說詳下文。職是之故，本文對闕文的復原，雖以
　　　　　　　今本爲底本，但逢“論 xxxx至 xxxx”等處，則補足今本省略的《成唯
　　　　　　　識論》語句原文。
　　　行 8　　曰，大正藏本作四，是。“四實性”爲唯識術語。

i. 柏林藏 Ch/U7313r（卷末彩圖 2-2）
　　大正藏對應位置：T.1830，vol.43，494c26-495a13。

(前闕)

　　 1　熟二因習氣攝諸種盡彼間等流即此等流種生現] 行非士用果彼卷下
　　 2 [但言如小乘俱有因得士用果不言即是俱有因然] 顯揚十八破俱有 是
　　 3 [因緣故今但是因緣生起因等攝得等流果此據法] 體彼舉譬喩亦
　　 4 [不相違又互爲果名俱有因種現即非若與俱有] 法爲因亦通无妨
　　 5 [如攝論說即義說二因若別解者唯前後種相望] 是等流望現行即
　　 6 [士用或增上果中攝言異熟者即善惡種望諸] 現種異=熟=生无
　　 7 [記法前生等流果種但各自性即通三性漏無漏] 因縁種此異熟果
　　 8 [因但是善惡有漏增上緣種然約第一解等流] 即此二種攝一切種子
　　 9 [盡下士用等隨義於上別立以俱有爲果故若約後] 解等流謂作意種子

151



　　 10 [望心等法是士用因作動心等生故若約前解等] 流即等流種等生 [現
(後闕)

　　校記：
　　　行 6　寫本“異熟”字下各有一重文號，則該句當讀“現種異熟異熟生無”。

大正藏本脱。

j. 柏林藏 Ch/U6343r（卷末彩圖 2-3）
　　大正藏對應位置：T.1830，vol.43，495a1-495a13。

(前闕)

　　 1 相違又互爲果] 名倶有 [因種現即非若與俱有法爲因亦
　　 2 通無妨] 因若別 [解者唯前後種相望是等流望現行即士用或增
　　 3 上果中攝言] 異熟者 [即善惡種望諸現種異熟生無記法前生
　　 4 等流果種] 但各自 [性即通三性漏無漏因緣種此異熟果因但是
　　 5 善惡有] 漏増上緣種 [然約第一解等流即此二種攝一切種子盡下
　　 6 士用] 等隨義於上別立以 [俱有爲果故若約後解等流謂作意種子望心
　　 7 等] 法是士用因作 [動心等生故若約前解等流即等流種等生現行法已
　　 8 令] 士用得士用 [果此種遠望士夫所作名生士用果增上果亦有二若前

(後闕)

　　校記：
　　　行 8　“士用得士用”，大正藏本作“士夫得士用”，是。

k. 柏林藏 Ch/U7083v（卷末彩圖 2-4）
　　大正藏對應位置：T.1830，vol.43，495a13-a20。

(前闕)

　　 1　行法已令士 [夫得士用果此種遠望士夫所作名生士用果增上果亦有二
　　 2　若前] 解等流即除前三 [果外皆增上果若後解等流種生現行等亦名增上果]

　　 3　此果稍 不能繁述 [且依一法說者如名言種望第八現及自類種是同]

　　 4　類因善惡業望 [此現種是異熟因作意種子驚覺起故望此種]

　　 5　現 [　　　　（後闕）

　　吐魯番本《述記》的這五件殘片中，有四件文字與傳本基本一致，存在的個別異
文，對文義不構成根本性的影響。唯有 h（Ch/U6878v）文字與傳本有兩個句子的出
入。前一個區別牽涉到帶有根本性的問題：在解說《成唯識論》本文時，今本不全文
引足語句，僅撮舉所釋語句的首尾幾個字，其方式又復不同。在此僅舉今本《述記》
卷七中的三例：
　（i）《述記》卷第七（T1830，vol.43，494b11）“論識自相故至總立識名”，《成唯識論》
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卷第七對應部分（T1585，vol.31，39c24）作“識自相故識相應故二所變故三分位故四實性
故如是諸法皆不離識總立識名”。可見今本摘取所釋本論段落的首四字與末四字，當中其他
字均略去。這是今本《述記》的一般節略方式。
　（ii）《述記》卷第七（T1830，vol.43，494c7）“論頌曰至彼彼分別生”，《成唯識論》對應部
分（T1585，vol.31，39c29-40a1）作“頌曰由一切種識如是如是變以展轉力故彼彼分別生。”
今本摘取所釋段落的起頭兩個字和偈頌的最後一句，因注釋對象是韻文，爲不破句而作此變
通。
　（iii）《述記》卷第七（T1830，vol.43，494c12）“論曰至功能差別”，《成唯識論》對應部
分（T1585，vol.31，40a4）作“論曰一切種識謂本識中能生自果功能差別”。段首“論曰”
作一讀，故僅引二字，也是爲不破句之故。

以上是今本《述記》簡約引文的體例。佛教章疏例有此體，如窺基《法華玄贊》、文
軌《廣百論疏》等均如是，此不贅。
　由此可見，吐魯番本《述記》是全本，論、疏集於一本。傳世本的《述記》爲節

本，最大限度地省略本論引文的部分，可以說是一種單疏本，使用時應兩本俱備，方
明疏釋的原委。既然傳世本對本論文字有節略，而尚能有十卷的篇幅，則吐魯番本
的篇幅應該長於此數。後世經錄如《義天錄》等所說的二十卷本《述記》，是否指這
種篇幅較長因而卷帙增加的全本，還是僅是篇幅相若而分卷不同的單疏本，尚待更
多同類材料佐證。換言之，經錄中《述記》十卷、二十卷之別，或即單疏的簡本與
論疏俱全的全本之別。惜乎吐魯番本《述記》過殘，斷片沒有保留卷首尾標題部分，
目前姑設此一假說，以待確證。

四　寫本的書寫地與時代線索

　前面提到，這五件《述記》寫本有一點特異之處，即跟通常古代漢文毛筆寫本不
同，它們是用葦管制作的筆書寫的。這可以從筆劃的畸粗畸細、起筆尖鋭、折劃強
直等特徵看出。書手應是一位嫻於筆墨的僧人，即使書寫工具性能上與毛筆區別很
大，仍然寫出毛筆章草的筆意，實在難能可貴。
　葦筆實物在吐魯番唐代墓葬中有發現，殘長 10.6公分，筆由葦管削制而成，筆
尖用刀削出，出土時筆尖端和筆管上部已殘，筆尖原來的形狀已不得其詳，筆鋒上
部用麻布帶裹束，考古學家認爲是執筆處28。斯坦因曾在南疆米蘭遺址掘得兩枝葦筆

28《新疆出土文物》，北京：文物出版社 1975，圖版一八四。――借此機會，筆者願意對舊稿 “Ch3586
– ein khitanisches Textfragment mit uighurischen Glossen in der Berliner Turfansammlung”. In:
Turfan Revisited. The First Century of Research into the Arts and Cultures of the Silk Road,
Berlin 2004, pp.371-379作一點補充：現在看來，柏林藏回鶻文注音契丹大字殘片 Ch3586係用葦筆
書寫。西遼時期，隨扈居停薩馬爾干的耶律楚材作《西域河中十詠》，其七有“麻牋聊寫字，葦筆亦
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（reed pen）29。從這一細節似可推論，這組葦筆書寫的《述記》是在吐魯番或西域
某地、而非中原寫成的。西域、敦煌的漢文書寫例用毛筆。隨着中原政權八世紀後
半葉逐漸退出西域與河西地區，造成紙張、筆墨的緊缺。在當地的漢胡遺書中，書寫
文化方面遂表現出書寫工具的胡化現象，就筆而言，吐蕃、回鶻人習慣上使用木筆、
葦筆等削制筆。頻仍的戰事，造成中原物資供應斷絕。時局不靖，貿易也必將受阻。
這也會影響到留住當地的漢人，迫使他們儘量就地取材，接受當地的生活方式。
　西域漢人書寫文字，使用本地筆墨，便是本文討論的《述記》抄寫的時代背景。

換言之，吐魯番本《述記》的抄寫年代，當於八世紀末起吐蕃人席捲天山東部、至九
世紀中葉由回鶻人代之而起、建立回鶻高昌王國之初的這段時間內求之，即八世紀
末至九世紀。文獻表明，在此前後，西域多處緑洲城邑似乎存在着經河西走廊傳來
的中原唯識法相之學的蹤跡。

五　唯識學流傳西域的蹤跡

　因爲缺乏教史與傳記記載，唐初玄奘在中土建立的唯識法相學說是否流傳到西
域，是一個很難回答的問題。就目前掌握的材料看，對這個問題應可作出肯定的回
答。下面試作論述。唯識法相學與西域的因緣，有如下四端：

甲、高昌僧人玄覺
　　長安法相宗有可能與數千里之外的高昌發生關聯，時代最早的關鍵人物應是玄
覺。《宋高僧傳 唐玉華寺玄覺傳》30記載：　

釋玄覺，高昌國人也，西土種姓未得聞焉。學慕大乘，從玄奘三藏研覈經
論，亦於玉華宮參預翻譯。及《大般若經》向就，同請翻《寶積經》。奘辭
然。覺因夢一浮圖，莊嚴高大，忽然摧倒。遂驚起告奘。奘曰：“非汝
身事，此吾滅之徵耳。”覺暗悲安倣，勸諸法侶競求醫藥。覺後莫測終焉。

玄覺既爲著籍高昌的中亞外族，這一事實令人自然想到，他有可能是由高昌國王麴
文泰度與玄奘的四個高昌年青沙彌之一31。跟隨法師周遊五天竺歸唐後，玄覺在長安
參與譯場。《慈恩傳》卷十提及“弟子高昌僧玄覺”一次32，時爲麟德元年（664），玄

供吟”之句，見謝方點校本《湛然居士文集》卷六，北京：中華書局 1986，頁 115。當時在西域本地
無毛筆，尋常書寫工具是葦筆，耶律楚材逐漸熟悉，故有此詩句。Ch3586與西遼的中亞經營的可能
關聨，因契丹人接受當地的書寫習慣而得到一个有力的支持。

29A.Stein, Serindia, Oxford 1921 I, pp.482, 484, 圖版見 IV Pl. L (M. I. xIii. 003)。
30大正藏 50册，2061號，716c。
31《慈恩傳》卷一：“爲法師度四沙彌以充給侍”，桑山正進、高田時雄編『西域行記索引叢刊 II 大
唐大慈恩寺三藏法師傳』，京都：松香堂 2000，《大唐大慈恩寺三藏法師傳本文》008-10。

32同上注《大唐大慈恩寺三藏法師傳本文》083-16。
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覺是啟請三藏法師翻譯《大寶積經》的諸翻經大德之一，玄奘以力衰辭之。玄奘示
疾之前，玄覺先有夢兆。病中，玄覺敦勸同儕多方求藥。師弟情深，躍然紙上。從
高昌國晚期約 627-628年跟隨玄奘起，到此時，凡三十餘年，在三藏法師門弟子中，
玄覺應是跟隨服侍玄奘時間最長的一位，還是在玄奘留學五天竺，逐漸形成其佛學
觀的時候，玄覺已經時時在側。他雖然沒有留下著作，但因得間請益機會多，數十
年耳濡目染，也應有相當造詣。玄奘去世，如果玄覺回到此時已納入大唐版圖、易
名西州的故鄉，當大有作爲，對西域的佛教事業產生相當的影響。書闕有間，對此
我們不得而知。從目前掌握的吐魯番出土的法相宗著作殘片來看，有可能屬於七世
紀的唐代寫本，尚相當難於甄別。
　唐代西州時期的吐魯番有一座玄覺寺，見於三組共四件文書：《唐咸亨三年（672）

新婦爲阿公錄在生功德疏》（64TAM29：44）行 20、82，《唐景龍四年（710）卜天
壽抄〈十二月新三臺詞〉及諸五言詩》（67TAM363：8-2（a））行 18，《唐開元四年
（716）玄覺寺婢三勝除附牒》（72TAM188：58/1）行 7；同文書（72TAM188：57）
行 133。據最後一件牒文，玄覺寺應在安西坊，因文書殘斷嚴重，已無法究明具體所
在34。這座佛寺接受阿公捐施，並擁有女婢。從文書的 672-716年這個時間段來看，
正當玄奘去世（664）之後玄覺漸入晚年以及去世後的一段時間。玄覺寺這樣的寺名
很不常見。寺名與本地出身的高僧玄覺相同，是否暗示兩者之間具有某種關聯，該寺
即使不必是玄覺本人主持，也可能是故鄉僧俗仰慕道風而建立的一座紀念性寺院？
雖可以作此猜測，還需要更多資料的佐證，目前不能就此推斷玄覺晚年回鄉。

乙、北庭的唯識學
　　北庭（今新疆吉木薩爾縣以北）在唐代前期是都督府所在地，貞元六年（790）
被吐蕃攻陷，未久恢復，最終落入回鶻之手，成爲西州回鶻王國的轄地。有清楚的
跡象表明，在八世紀末到九世紀初這一動盪不安的時期，北庭節度使府曾致力於佛
法的弘揚。
　其一是貞元八年（792）禪宗《神會語錄》的校勘。據題記，負責勘經的是沙門
寶珍與判官趙秀琳，主使者是某位“張大夫”，應該是以御史大夫兼節度使留後或節
度使的某位張姓高官。此時北庭都督府似有短暫的恢復35。
　其二，《佛說十地經》九卷在北庭龍興寺漢譯。貞元五年（789）悟空由中天竺

國帶回該經的梵本，到達北庭後，節度使楊襲古“與龍興寺僧，請于 國三藏沙門尸
羅達摩譯十地經。三藏讀梵文并譯語，沙門大震筆授，沙門法超潤文，沙門善信證

33《吐魯番出土文書》圖版錄文本，北京：文物出版社 1996，第三册，頁 334-340；頁 582-583；
第四册，頁 35；頁 34。

34張廣達《唐滅高昌國後的西州形勢》，《西域史地叢稿初編》，上海古籍出版社 1995，頁 132。
35榮新江，《唐代禪宗的西域流傳》『田中良昭博士古稀記念論集 禪宗研究の諸相』，東京：大東出
版社 2003，頁 62-63。
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義，沙門法界證梵文并譯語。”同年悟空攜該經與其他西域新譯佛書，“與本道奏事
官節度押衙牛昕、安西道奏事官程鍔等，隨使（引者案：即四鎮北庭宣慰使中使段
明秀）入朝。當爲沙河不通取迴鶻路。又爲單于不信佛法，所齎梵夾不敢持來，留
在北庭龍興寺藏，所譯漢本隨使入都。六年二月來到上京36。”貞元十五年（799）十
月二十三日奉德宗勅，編入《貞元新定釋教目錄》37。該經原有六譯，譯場均在中原
諸京城大邑。北庭譯本爲第七譯，也是最後一個譯本。悟空于天寶十載（751）奉使
賓，在印度出家，近四十年後歸唐，所攜這部大乘經典由西域官寺譯畢進呈京師，
實爲西域佛教界對中原業已消歇的唯識法相宗的一項重要貢獻。
　其三，北庭的唯識學存在的又一個證據是僧人義琳。敦煌藏經洞所出P2401，是
道宣撰《四分律刪繁補闕行事鈔》，題記表明，這是義琳寫于唐西州南平城城西裴家
塔的抄本，尾題時間是廣德貳年（764）七月四日38。同名的僧人又見於道氤集《御
注金剛般若經疏宣演》卷下（P2132）題記，其時爲建中四年（783）正月廿日。兩
件寫本都著明年月，時間前後相隔十九年，同一件《宣演》寫本下有朱筆補記：“貞
元十九年（803）年聽得一遍。又至癸未年（803）十二月一日，聽第二遍訖。庚申年
（810）十月廿八日，聽第三遍了。義琳聽常大德法師說。”從寫錄到第三遍聽講題記
歷時二十七年，距 764年相隔四十六年。據饒宗頤先生觀察，義琳的《四分律刪繁
補闕行事鈔》寫本手跡，與《宣演》卷下（P2132）正文部分的書法非出一手，題記
部分則應是義琳親筆39。這兩處的義琳如果是同一個人的話，那麼他是從吐魯番東來
瓜沙、僧臘頗長的一位高僧。從義琳的題記看，《宣演》曾在敦煌多次開講，吐蕃據
敦時期依然不輟。敦煌至遲從曇曠講學開始到法成，百餘年之間已成爲當時河西地
區唯識學的中心，西州僧徒爲此前來，隨高僧聽講，實屬意中之事。

丙、吐魯番出土的漢文唯識著作
　　吐魯番出土的唯識學典籍遺存頗具規模，論疏著作之豐富，尤其顯示出當地中古
佛教的義學追求40。雖然各國的西域探險收集品研究仍在進行之中，據現有的成果，
漢文部分已可舉出如下各例41：

36《悟空入竺記》，大正藏 51册，2089號，980c28-981a10。
37《貞元新定釋教目錄》卷第十七，大正藏 55册，2157號，0896b23-c9。
38大正藏 40册，1804號，頁 129-156。
39見《敦煌學 法京所藏敦煌群書及其書法研究》，《饒宗頤二十世紀學術文集》，台北：新文豐 2003，
卷八，第十一册，頁 561-562。

40僅根據兩種柏林漢文佛教寫本的目錄，難免作出片面的結論：“至今我們沒有發現一部吐魯番當
地僧人撰寫的佛典注疏或佛教理論著作，說明當地的義學水平不會很高。”見方廣 《吐魯番出土漢
文佛典述略》，《敦煌學佛教學論叢》（下），香港：中國佛教文化出版有限公司 1999，頁 330。

41本節有關大谷文書各件，據《吐魯番總目（日）》以及劉安志、石墨林《〈大谷文書集成〉佛教資
料考辨》，《魏晉南北朝隋唐史資料》第二十輯，2003，頁 214-283有關各條。旅博文書，據《旅博選
粹》。柏林寫本係筆者比定。《吐魯番總目（日）》頁 154：“與《瑜伽師地論》同文。”
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1. 《成唯識論》
　已見上文第三節。
2. 《辨中邊論》系統
　 2.1 大谷 4774+4735，卷上。 2.2 大谷 3885，卷上 (?)。2.3 大谷 4739，存 7行，其中行
4～7見於《辨中邊論》卷上。2.4 大谷 3251，卷上 (?)。有可能也是《辨中邊論》卷上的殘
片。
　　案：上述大谷文書的佛教寫本，沒有全部公 圖版，目錄編纂者的比定依據是《大
谷集成》提供的錄文，所以著錄時每每存疑。寫本文字與大正藏本的經文存在異同，
有可能表明寫本是失傳的論疏著作，如大谷 4739有可能是失傳的論疏。大谷 3251殘
片同時包含《解深密經》（行 1～11）、《辨中邊論》（行 14～17）兩種唯識著作的文字，
這種情形暗示原寫本有可能是學僧的合抄本或注疏。如此等等，有待於深入研究。
3.《解深密經》系統
　 3.1 大谷 3240～44，卷四，草體，可能是該經的某種注釋書殘片。3.2 大谷 3250，卷四，
草體，與大谷 3240～44同一書手。
4. 《法華玄贊》系統
　 4.1 大谷 3293v，卷第一。4.2 大谷 4066，卷第一。據『大谷集成』貳，頁 196說明，此
件有 朱點，應係研習所用。4.3 Ch1215v42。4.4出口常順藏品，原出吐魯番，『高昌殘影』
327號題爲“法華玄贊疏”殘片，《釈錄》頁 196圖版、錄文，頁 217-218解題。這是一件木
筆楷體墨書寫本，內容不見於傳世佛藏，語句糅合外典，核心部分仍以疏釋窺基《妙法蓮華
經玄贊》爲宗旨。寫本年代整理者定爲回鶻期。
5. 《大乘入道次第》系統
　 5.1 旅博 LM20 1451 30 05。《旅博選粹》頁 181，淡墨行楷，定爲D回鶻期寫本，偏晚。
5.2 大谷 4244。5.3 大谷 4255。5.4 大谷 4976 + 5099 + 5056，據圖版綴合，復原錄文見
劉、石文頁 268。
6. 《瑜伽師地論》系統
　 6.1 大谷 3812，卷第六十九。6.2 大谷 3997，卷第四十七，因『大谷集成』貳頁 184錄文
有異文，《吐魯番總目（日）》存疑。
7. 《御注金剛般若經疏宣演》
　 7.1大谷 3230 卷下。7.2 3237卷下，據『大谷集成』貳圖版 68，《吐魯番總目（日）》頁
152，判斷此件與以下諸殘片書法相同。7. 3 大谷 3253，7.4 大谷 3257，7.5 大谷 3258，7.6

大谷 3259，7.7 大谷 3260，7.8 大谷 3262，7.9 大谷 3263，7.10 大谷 3264，7.11 大谷 3267，
7.12 大谷 3270，俱爲《宣演》卷下殘片。7.12 旅博 LM20 1451 28 01，《旅博選粹》頁 181，

42Schmitt–Thilo–Inokuchi，Katalog I，頁 181。
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卷下。 7.13 旅博 20.1480之四，卷下43。7.14 Ch/U6597r+Ch/U6244r，卷上，行楷精抄，
兩殘片可綴合，計存 19行，對應于大正藏 85册，2733號，10b26～10c22，與大正藏本（以
P2173爲底本）相校，頗多異文，此不贅。
8. 《大乘百法明門論開宗義記》
　 8.1 旅博 LM20 1493 05 01。8.2 旅博 LM20 1464 08 17。8.3 旅博 LM20 1497 24 02。
8.4 旅博 LM20 1458 04 10。以上四件均爲行書，整理者頁 234定爲D回鶻期寫本，可從。
9. 《大乘百法明門論開宗義決》
　 9.1 旅博 LM20 1455 06 07 木筆 (?)行書，整理者頁 234定爲D回鶻期寫本，可從。

　本文討論的新發現的五件寫本雖可確信出自吐魯番，但因沒有題記等明確文字
與考古學的證據，無法得知它們是否也在當地傳寫。尤其是背面被用來書寫粟特文、
回鶻文文字這一事實暗示，它們是被作爲舊紙來使用的。吐魯番出土文書表明，高昌
回鶻以及蒙元時期的吐魯番盆地紙張匱乏，書寫使用漢文故紙的例子非常普遍。所
以，就五件《述記》殘片本身而言，目前還不能對書寫地點這一問題作出肯定的回
答，甚至不能確知，如果它們是從別處（比如敦煌）帶往吐魯番盆地，是否祇是被
用作故紙。不過，上述大谷探險隊的發現品諸件有一個共同之處，即都是單語寫本，
而且大多數是單面書寫，這就是說，這些寫本當初在吐魯番是作爲佛典誦讀學習的。
大谷 4066《法華玄贊》的朱墨點讀痕跡，更是學僧實際讀本的直接證據。因此，基
於同屬唯識宗這一內容上的關聯性，柏林和聖彼得堡的《述記》應可同樣視爲吐魯
番古代寺院本藏的組成部分。

丁、吐魯番出土的回鶻文唯識著作
　　一件出自交河故城的回鶻文《法華玄贊》節譯本（Mainz 732B），已經由百濟康
義先生公 44。其原始編號爲T II Y 21，與本文討論的《述記》漢文寫本出土號 T

II Y 17、T II Y 18相鄰，意味着兩者的出土地點彼此鄰近。同是唯識學內容的寫
本，暗示出土地點有可能是佛教寺院區，當地經藏中有此系統搜集之故。因此，将
這些漢文《述記》寫本、回鶻文《玄贊》寫本作爲一個整體來觀察，可以推想當地寺
院在回鶻時期系統吸收法相學理的情形。

43大正藏 85册，2733號，26a11-a21。這件殘片首次刊 于王珍仁、劉廣堂、孫慧珍《旅順博物
館藏新疆出土的古文書》，《旅順博物館藏新疆出土文物研究文集》，龍谷大學佛教文化研究所 1993，
頁 34，因釋讀欠安，誤判爲“文學關係文書”，圖版見該文圖四。

44百濟康義「ウイグル訳『妙法蓮華經玄賛』（1）」『佛教學研究』36（1980），頁 49-65。K. Kudara，
“Uigurische Fragmente eines Kommentars zum Saddharmapun.d. ar̄ıka-Sūtra”，Der türkische Bud-
dhismus in der japanischen Forschung，ed. by J. P. Laut & K. Röhrborn，Wiesbaden 1988，
S.50-51.
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　回鶻語寫本第一葉有邊注 bo šačiu bägdä-si ol“此爲沙州之紙”，說明這件寫本
的用紙來自沙州45。書寫地本身仍是問題。一種可能是敦煌紙、敦煌寫，後來被帶往
吐魯番。柏林吐魯番特藏中有《法華玄贊》殘片Ch1215v（存 33行）發現，被判定
爲九至十世紀間寫本，有學者推測由敦煌傳入46。這種意見主張的是敦煌對西州回鶻
佛教的影響47，事實上，莫高窟北區確曾出土過《玄贊》的回鶻文殘卷48。然而，仔
細玩味這個邊注，既然它特地指出所用紙張出自敦煌，是否想在強調紙張外來，隱
含的意思是文字乃於吐魯番所寫？ 既然吐魯番本地也有漢文本《玄贊》，翻譯的前
提條件之一業已滿足。因此，回鶻文《玄贊》的翻譯、書寫地點問題，在承認敦煌來
源的可能性的同時，不應排除吐魯番翻譯傳寫的可能性。
　唯識學在敦煌藏人中有相當廣泛的傳播。高昌回鶻時期唯識學在當地的接受情

形，仍是值得進一步留意的題目。上舉漢文、回鶻文寫卷，均爲流傳到西域的慈恩
寺、西明寺系的唯識宗作品。囿於聞見，本稿一定還有重要的遺漏。即使如此，也
足以初步勾畫出吐魯番的唯識學派著作收藏規模。吐魯番寫本雖爲斷篇殘簡，仍可
看出與敦煌佛學從中唐到歸義軍時期具有結構性的一致49。曇曠著作《大乘百法明門
論開宗義記》、《大乘百法明門論開宗義決》已傳到吐魯番這一事實，使敦煌、吐魯
番佛教關係的輪廓更趨清晰。《義決》的 S6219v寫本自序題大歷九年（774），則上
述吐魯番該書寫本應該在八世紀末以後傳至吐魯番，這爲我們提供了西域唯識學活
動時間的一個定點。寫本學方面的觀察告訴我們，大谷文書 3835、4739中的《辨中
邊論》，在書體上與敦煌唯識寫本非常相似。旅順藏品中的《大乘百法明門論開宗義
決》一件、《大乘百法明門論開宗義記》三件、《大乘入道次第》一件，書法在行楷、
章草之間，行款亦與敦煌寫本相仿佛。旅博各件，中日兩國整理者將這些寫本的年
代統歸D期，即回鶻高昌國時期（九世紀中期～十一世紀），在這個大的範圍內，應
可作深入研究。隨着柏林、旅博藏品的陸續公 ，對各國的西域探險收集品研究將
會有長足的進步，可以期待更多唯識學資料的發現。

45W. Bang–A. v. Gabain, “Türkische Turfantexte” V, SPAW 1931, S. 20-21。參榮新江《歸義
軍史研究》，頁 378。

46上山大峻『敦煌佛教の研究』，頁 372；榮新江《歸義軍史研究》，頁 378。
47概述參見榮新江《歸義軍史研究》，頁 375-376。
48百濟康義「ギメ美術館所藏『妙法蓮華經玄賛』ウイグル譯斷片」『龍谷紀要』12-1，1990，頁

1-30。
49敦煌的唯識著作，參見上山大峻『敦煌佛教の研究』，passim。同氏「敦煌新出の唯識系論疏」，
頁 110-134;「敦煌資料にみる唐代佛教教學觀」，荒牧典俊編著『北朝隋唐中國佛教思想史』，法藏館
2000，頁 404-424。
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六 結語

本文的主旨是通過介紹一組新比定出來的吐魯番本《述記》寫本殘片，以此爲標
本，探討唐代中原產生的唯識學向西方的傳 。具體的結論可以歸納如下：
　一、唐代慈恩宗大師窺基的《述記》目前發現的唐代寫本，有大谷文書兩件、旅

博四件、柏林四件、聖彼得堡一件，均出土於吐魯番。
　二、吐魯番本《述記》是一個與傳本（即大正藏本代表的日本傳本及趙城金藏

本）有異的版本，較傳本爲全。由此可以推知，《述記》在流傳過程中曾經存在不同
系統的本子，吐魯番本屬於“全本”一系，傳本屬於“簡本”一系。憑藉吐魯番本，
可以復原出唐代佛教章疏引經標宗的體例。從本子的年代看，吐魯番本也許更接近
窺基原本的面貌，傳本或係後世的一種刪繁本。目前發現吐魯番本《述記》計十一
件，與傳本均有異文情況，富於校勘價値。
　三、柏林所藏五件吐魯番本《述記》的年代歸屬，可以推測爲八至九世紀之間。
　四、法相宗經河西走廊西傳，逾越漢胡的樊籬，中唐以後在中原與西域正式交

通阻障的情況下，天山地區的佛教仍然通過敦煌的仲介，獲得中原的唯識法相學的
營養。
　西域流傳的唐代佛典，是復原史籍闕載的中古佛教史篇章的重要資料基礎。德

藏的佛教寫本編目已進行了四十年，豐富了人們佛教史薄弱部分的知識。目前藏外
佛典的甄別尚有努力的餘地，小殘片的綴合、草體寫本的釋讀還需加強。本文檢出
一組吐魯番出土的《成唯識論述記》的寫本，是向這個方向努力的一個初步嘗試，希
望能夠繼續深入。

（2007年 3月京都北白川）

【附錄一】 旅順博物館藏舊大谷文書《成唯識論述記》殘片四種

《旅博選粹》頁 150收錄四件《述記》章草寫本，整理者已作出正確比定，唯未著明卷數，
未綴合。下面是復原錄文。代碼見第三節。

（1）c + d《述記》卷第三殘片
　　兩片可直接綴合，d片用灰色背景表示。大正藏對應位置：T1830，vol.43，344b13ff。
行 1～2的闕文部分“論此名唯在至無記法故”，爲摘字引錄《成唯識論》，原句作“此名唯在
異生二乘諸菩薩位。非如來地猶有異熟無記法故”。寫本行字數比較均匀，無法容納從“異
生”到“異熟”16字。由此似可推測，c+d所在的寫本屬於今本同一系統的簡本（十卷本？）
《述記》。
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(前闕)

d c

　 1　是善非名 [異熟] 非與因異及異熟因 [生故 論此名唯在至無記
　 2　法故　述曰此名唯在異生二乘有学无学 [及第十地已還菩薩]

　 3　皆有此名有漏果故金剛心菩薩云何猶有異 [熟識名有漏皆捨]

　 4　故由此義故種子生現異時説之此心菩薩未捨 [此識以此文證如來地]

　 5　方捨故乃不尓者尓説已捨何不名仏及 [不說此位已捨此識既不]

　 6　名仏及不 [說捨明圓] 鏡智此説未 [生入如來地方捨此識智方生
　 7　故若説金 [剛心已捨此識今此但約多分爲論亦不相違其如來地]

　 8　純无漏 [善無無記故如佛地論第三四等諸諍中說此小乘名窮生
(後闕)

　校記：
　　行 4　“說之”，大正藏本作“說云”。
　　行 5　“乃不”，大正藏本作“若不”。

（2）e + f 《述記》卷第六殘片
　　兩片可直接綴合，f片用灰色背景表示。大正藏對應位置：T1830，vol.43，446c10ff。

(前闕)

e

　 1　又解邪見所] 攝此不同於不可記事是断見攝 [彼言無常意說斷故前解爲
　 2　勝不說一分] 通邪見故及計後際有想十六者 [初四見依三見立一命者即
　 3　身二命者異] 身三此 是我遍滿无二无異 [無缺依第一見立第一我有色
　 4　死後有] 想以執色爲我故名我有色 [取諸法想說名有想在欲界全色界一
　 5　分除] 无想天許 [無] 色界 [?] 有色 [者此亦在彼前三無色此有想故不在後
　 6　一] 依第二見故立第二我无色死後有 [想執無色蘊爲我等其釋名等如論
　 7　應] 知此在欲界乃至无所有處除非想 [天依第三見立第三我亦有色我
　 8　亦無] 色死後有想執五蘊爲我乃至廣 [說在欲界全乃至廣說第四我非有
　 9　色] 非无色死後 [有想即] 遮第 [三無別依見如是四種或依尋伺或依等至皆

f（後闕）
　校記：
　　行 5　 [?]字，大正藏本作“亦”。從殘畫看，該字與行 6的“立”字並無不同。
　　行 7　“有處除非”，大正藏本作“有處除無”。參下文行 9“非”字寫法。
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【附錄二 】 柏林藏吐魯番出土《成唯識論述記》卷第七殘片復原示意圖

　　說明：
　　 (i)　爲節省篇幅，本文不過錄大正藏、金藏本《述記》相關部分，請讀者自行參照。
　　 (ii)　通排的行數係根據殘片存字、行大約字數推測而得，未必是寫本原貌。

(前闕)

g（Dx 12848R）
　 1　 [唯識二十頌云他心智云何知境不如實如知自心智] 不知如佛境廣説如
　 2　 [彼抄解下異境非唯難 論既有異境何名唯識 述] 曰此下第九外人問曰
　 3　 [唯識之義但心之外更無有物既有他心異自心之境何名唯識許
　 4　有他色等故 論奇哉固執觸處生疑豈唯識教但說一識　述曰此論
　 5　主答即毀多疑豈唯識教但說唯我一人之識更無餘法也　論不爾如
　 6　何 述曰此外人問 論汝應諦聽若唯一識寧有十方凡聖尊卑因果
　 7　等何法何求故別誰爲誰說唯識言有深意趣 述曰此論主解且初返
　 8　難若唯有我有我一人之識寧有十方凡聖尊卑因果等別等者等取色

h（Ch/U6878v）
　 9　等取色心] 等別=法 [无佛故誰爲我說无 生故佛爲誰說无涅槃菩提
　 10 　果故有] 何法无法故我何所求 [或无行修何法无涅槃等何所求故唯識
　 11 　言有深] 意=趣=如何 論識言 顯一切 [有情各有八識六位心所所變相
　 12 　見分] 位差別及彼空理所顯真如 述 [曰此釋深意一切有情各各有八識]

　 13　遍行等六位心所各=自體分及此所變相 [見二分及色心分位二十四不]

　 14　相應等及彼二无我空理所顯真如以空理 [爲門顯真如也空性即]

　 15 　是二无我理由此理故便顯真如 [論識自相故識相應故二所變]

　 16 　故三分位故曰實性故如是諸法皆不 [離識總立識名 述曰]

　 17 　識自 [體] 者識自相故許心所者識相 [應法故許見相分者即心及心所
　 18　二體所變故許不相應者即前三種分位故許真如者即前四種實性故
　 19　如是五法皆不離識總名爲識非無心所等此即識言所表下顯唯言所
　 20　遮論唯言但遮愚夫所執定離諸識實有色等　述曰此顯但遮一切愚
　 21　夫通二乘等執定離諸識實有色等爲不實故妄顛倒故此且舉色等取
　 22 　一切其實亦遮如上所說離識五法皆是有也即答理難訖自下第十
　 23 　總結勸信　論若如是知唯識教意便能無倒善備資糧速入法空證無
　 24 　上覺救拔含識生死輪迴非全撥無惡取空者違背教理能成是事故定
　 25 　應信一切唯識　述曰若知存遣名備資糧善資糧者即福智二嚴非
　 26 　清辨等惡取空者能成是事得菩提也此頌總明一切唯識廣彼依識
　 27 　所變訖次下問答識起之由即是第三釋諸外難廣釋前第一頌中由假
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　 28 　說我法有種=相轉於中有七頌合爲二段初二頌釋理違次五頌釋教違
　 29　　論若唯有識都無外緣由何而生種=分別 述曰此外人難若無心外
　 30 　之緣由何而生種=分=別=者即八識等無外實法此由何生外境既成無妄
　 31 　應不起難也 論頌曰由一切種識如=是=變以展轉力彼=分別生 述
　 32 　曰上三句出妄緣下一句顯分別下長行中有二初略後廣略中有二初
　 33 　依頌中解緣生有漏分別後例生淨法初中又二初別解四句後總結頌
　 34 　意 　論曰一切種識謂本識中能生自果功能差別　述曰此種子識即
　 35 　本識中能生一切有爲法種各能生自果功能之差別故名一切種功能有
　 36 　二一現行名功能如言穀中功能=生芽等二種子名功能即本識中一切
　 37 　種子此中隨說種子功能論此生等流異熟士用增上果故名一切種　述
　 38 　曰此生等流謂有二解一者種子前後自類相生二者種生現行雖復同時
　 39 　亦名等流現行是種之同類故於因緣中唯除現親能熏之因緣此明一切
　 40 　種故餘因緣種體皆生等流 問前第二卷末種生現起如俱有因得士用果
　 41 　何故此中但言等流果耶 答如前第二初明等流異熟二因習氣攝諸種盡
　　K(Ch/U7083v)　 j (Ch/U6343r)　　　 i（Ch/U7313r）
　 42 　 [熟二因習氣攝諸種盡彼間等流即此等流種生現] 行非士用果彼卷下
　 43 　 [但言如小乘俱有因得士用果不言即是俱有因然] 顯揚十八破俱有 是
　 44 　 [因緣故今但是因緣生起因等攝得等流果此據法] 體彼舉譬喩亦
　 45　 [不相違又互爲果] 名倶有 [因種現即非若與俱有] 法爲因亦通无妨
　 46 　 [如攝論說即義說二] 因若別 [解者唯前後種相望] 是等流望現行即
　 47 　 [士用或增上果中攝言] 異熟者 [即善惡種望諸] 現種異=熟=生无
　 48 　 [記法前生等流果種] 但各自性 [即通三性漏無漏] 因縁種此異熟果
　 49 　 [因但是善惡有] 漏増上縁種 [然約第一解等流] 即此二種攝一切種子
　 50　 [盡下士用] 等隨義於上別立以 [俱有爲果故若約後] 解等流謂作意種子
　 51 　 [望心等] 法是士用因作 [動心等生故若約前解等] 流即等流種等生 [現]

　 52　行法已令士用得士用 [果此種遠望士夫所作名生士用果增上果亦有二
　 53 　若前] 解等流即除前三 [果外皆增上果若後解等流種生現行等亦名增上果]

　 54 　此果稍 不能繁述 [且依一法說者如名言種望第八現及自類種是同]

　 55 　類 善惡業望 [此現種是異熟因作意種子驚覺起故望此種]

　 56 　現 [（後闕）

（本文得到日本學術振興會 2005-2007年度科學研究費特別研究員奨励費“中亞版刻
史”研究項目的資助，謹致謝意。）
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『敦煌寫本研究年報』創刊號（2007.03）165-189頁

チベット支配下敦煌の納入寄進用リスト
――IOL Tib J 575、1357（A）（B）の紹介――

岩尾一史

1 はじめに
本稿で紹介するのは、大英圖書館所藏のA.スタイン蒐集敦煌チベット語文獻、

IOL Tib J 575、1357（A）、1357（B）の三斷片である（以下、それぞれ IOL575、
IOL1357A、IOL1357Bと略）。そのうち IOL1357Aの下部斷面は IOL1357Bの上
部斷面と直接に接合する1。一方、IOL575は他の二斷片とは直接の接合關係には
ない。しかし、文書の形態が一致すること、テキストが同じ形式で記されること、
また後述するように内容からみても、元來一連の文書である可能性が非常に高い。

International Dunhuang Project（http://idp.bl.uk/）に據ると、IOL575のサイ
ズは 27.5 x 31（cm. 縱 x 横）2、IOL1357AとBのサイズを 25 x 30.2、53 x 30と
する3。元來は漢語寫經の用紙だったようで、罫線が敷かれている。

IOL （= India Office Library）から始まる文書番號は大英圖書館が新たに付け
た番號であるが、今までの整理の過程で各文書には幾つかの整理番號が重複して
付けられている。閲覽の便のため、各番號の對應を以下に擧げておく4。

1兩者の切斷面はちょうど紙縫部分にあたる（International Dunhuang Project の公開寫眞參
照）。ただし紙縫が自然に剥がれたのではなく、刃物樣のもので切斷されたらしく、IOL1357Aの
裏に元來 Bに屬したはずの紙片が殘っている。周知のとおり、India Office Libraryでは、チベッ
ト語寫本のうち比較的短いものを册子體に製本したてなおし、收藏していた。思うに、Aと Bは
圖書館側が保存の便のために切斷したのではないか。

2ただしカタログにより若干のサイズの異同があり、Thomas [1951, p.87]は 25 x 30、de la Vallée
Poussin [1962, p.175]は 26 x 30とする。

3Thomasによればそれぞれ 30 x 25、30 x 53 [Thomas 1951, p.87]。
4スタイン文書の番號及び整理の過程についての詳細は、自ら整理にあたった武内紹人の報告が

ある（[武内 1996]、[Takeuchi 1997-98, Introduction xv-xxviii]）。この報告に據り各番號について
簡單に述べておくと、スタイン番號は、スタイン自身が付けた番號で、Ch.は Ch’en-fo-tong、す
なわち千佛洞由來、Chの後に續く番號は發見當時の包みに從って編號されたものである。所在番
號は India Office Libraryがチベット語文書を保管する際に 72の册子體（第 73册まであるが、第
41册は欠册）に編集したことに由來する。vol. 59, fol. 45はすなわち第 59册第 45葉に相當する。
また de la Vallée Poussinもチベット語文書目録を編纂する際に獨自の番號を付け（いわゆる VP
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表 1
IOL番號 スタイン番號 所在番號 東洋文庫（新VP番號）

IOL Tib J 575 Ch.CXLVII.31 vol.53, fol.11 575
IOL Tib J 1357（A） Ch.73, VIII.5 vol. 69, fol.45 1073
IOL Tib J 1357（B） Ch.73, VIII.5 vol. 69, fol.46 1073

IOL575に關して、de la Vallée Poussin [1962, p.175. No.575]はタントラ關係に
分類した上で “ritual（Homa?）”とする。しかし内容はタントラとは無關係であ
り、Thomasが、IOL1357A, Bとともに、収穫のあがりを「施主」が寺院に寄進納
入するためのリスト、と述べる通りである [Thomas 1951, p.88]5。
リストは次のようなパターンを持つ。

ギェウジェ（brgye’u rje）某 の ツェン（tshan. 「集團」）

某の タムツェン（khram tshan）

某ツクラカン（gtsug lag khang. 「寺」）の 施主某
のキャ（rkya）

すなわち、1つのタムツェン（khram tshan）に 10人が所屬し、10人のうち 1人が
トップになる6。そして各タムツェンには擔當するツクラカン（gtsug lag khang）
があり、各人はその内の佛堂の施主にそれぞれなる。タムツェンの上にあるのが、
ギェウジェ（brgye’u rje）なる役職のツェンである。
以下、行論の都合上、まずテキストと譯を掲げる。次にリストに現れる人名に

ついて檢討し、その後、各術語について個別に檢討する。

2 テキストと譯
[記号について]

（ ）内の數字は行數を示す。テキストにおいて、[ ]は讀みが不確定な個所、イ
タリックは文字が失われているが筆者が復元した箇所である（ただし復元は最小
番號）、1番から 765番までカヴァーする。IOL番號は VP番號を蹈襲しており、766番以降は獨
自の番號を付ける。
なお、この他にも我が國の東洋文庫の付けた「新VP番號」がある [東洋文庫 1977-88]。これはVP
番號のある 765番以降に獨自に番號をつけたもので、1000から始まるものである。

5Takeuchi [1994, p.853]、Dalton and van Schaik [2006, p.275]も施主のリストとする。
6ただし IOL1357B (l.6)のタムツェンのトップ cang si kanのみ自らのタムツェン内に現れな

い。
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限にとどめた）。なお、[...]は讀めない個所かつ文字數が不明な場合、[−]は文字數
がわかる場合（-の數で示す）、[ ]内に數字があるのは讀めない文字の概數を示す。
（ / ）とあるところは二通りの可能性がある個所である。翻字中、大文字の Iは gi

gu logを示す。譯において、…はテキストが失われた個所、【 】はテキストにはな
いが文脈の理解のため筆者が補足した個所である。閲覽の便のため、各タムツェ
ンにはローマ數字で番號をつけ、タムツェンの各構成員には數字で番號をつけた。

[テキスト]

IOL Tib J 575

1. [...]（1） dbang mchog rnal ’byor gtsug lag khang gyi yon bdag lI se’u se’u’i
rkya / /

2. [...] （2）gI yon bdag lyang ’go ’go’i rkya / /

I. cang ka dzo’i khram tshan la /

1. [...] （3） khang gi yon bdag sag ’ be’I rkya / /

2. bsam yas dus gsum gtsug lag kha[ng ...]

3. （4） bsam yas myI g.yo’ gtsug lag khang gI yon bdag bam ju ju’I rkya / /

4. b[...] （5） [bda]g bam lI tshen gyI rkya

5. bsam yas rnal ’byor gtsug lag khang gyI yon bdag bam lI hvag gyI rkya

6. （6） [...] rIn chen gtsug lag khang gyI yon bdag cang ka dzo’i rkya

7. bsam yas btang snyoms gtsug lag khang （7） [...] （’bre’I / ’bye’I） tig gi
rkya

8. bsam yas mchog gi gtsug lag khang gyI yon bdag sag je’u je’u gyI rkya

9. （8） [... gts ]ug lag khang gyI yon bdag sag ’gven ’gven gyI rkya

10. bsam yas yon tan gtsug lag （9） [...]n gyI rkya /

II. cang ’phan legs gyi khram tshan la / /

1. khams gsum grags pa’i （10） [±7] yon bdag cang ’phan legs gyI rkya / /

2. khams gsum bla myed gtsug khag khang gi yon bdag sag （11）[...]

3. khams gsum rgyal ba’I gtsug lag khang gi yon bdag sag kvang thong gyi rkya
/ /

4. khams gsum（12）mchog g[i] gtsu[g lag khang g]i y[o]n [bda]g sag he’I je’u
gyI rkya / /
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5. khams gsum zhI ba’I gtsug lag khang gI yon bdag /（13） sag tsIn beng kyI
rkya / /

6. khams gsum ’pha[n] pa’I [gtsug lag khang gy ]I yon bdag sag pu tshe’i rkya /
/

7. khams gsum（14） don mdzad gtsug lag khang gI yon bdag sag kog tsheng
gyi rkya / /

8. [... gtsu]g lag khang gI yon （15） [bdag g]I[−]i[...]

9. [khams ] gs[u]m g.yung trung gtsug [lag khang ...]

IOL Tib J 1357A, B

I. [...]

1. [...] （1）gtsug la[g khang ...]

2. [...yon b]dag can tya ’do’i rkya / （2）

3. trI myed [−]u[...] cang par par gy[i] [r]kya /

4. [... gtsug lag kha]ng gi yon bdag cang （3） zhun zhun gyI rkya

5. [dri m]yed rnam dag gtsug lag khang gI yon bdag kha[...rkya]

6. [dr]I myed dngos [−]u[−] [g]tsug lag （4） khang gyI yon bdag khang cIn
kvang gyI rkya / /

7. drI myed tIng nge ’dzin gtsug lag kha[ng] [−] yon [bdag] [±3]ng gyi rkya /

8. （5） trI myed rgyas pa’I gtsug lag khang gyI yon bdag wang kvang hing gyI
rkya /

9. tri myed [do]n dam g[tsu]g lag khang gyi yon bdag （6） su lha rma’I rkya
/ /

10. drI myed dka’ ldan gtsug lag khang gi yon bdag leng ho se’u hing gyi rkya /

（vermilion ink:） （7） [...] de glu rtse’I brgye’u rje gye re ’phan legs

gyi tshan / /

II. cang lha legs gyi khram tshan

1. rnam dag （8） dga’ ldan gtsug lag khang gyI yon bdag cang lha legs gyI
rkya / /

2. rnam dag dga’ bo gtsug lag khang gyi [±6] （9） gyI rkya / /
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3. rnam dag yon tan gtsug lag khang gyi yon bdag sag weng kog gyi rkya / /

4. rnam dag pad mo g[tsug lag] khang （10） gI yon bdag song tsIn hvI’i rkya
/ /

5. rnam dag don grub gtsug lag khang gI yon bdag im hIng ’un gyI rkya / /

6. rnam dag（11） rIn chen gtsug lag khang gI yon bdag Im hIng je’u gI rkya
/ /

7. rnam dag don mdzad gtsug lag khang gI yo[n bdag] song（12） dze’u tshe’i
rkya / /

8. rnam dag snang mdzad gtsug lag khang gI yon bdag cang tsin tse’i rkya/ /

9. rnam dag bya[±3g]tsug（13） lag khang gI yon bdag cang dIg ’do’i rkya / /

10. rnam dag mtha’ yas gtsug lag khang gI yon bdag han then t[a]g gyi （14）
[rkya] /

III. / bam stag zigs gyi khram tshan la / /

1. dga’ ldan ’byung gnas gtsug lag khang gi yon bdag bam stag（15） [(zigs /
zIgs) ...]

2. dka’ ldan gnas gyi gzhal nas gtsug lag khang gi yon bdag leng ho sI’u lang
gyI rkya / / (IOL Tib J 1357B）

3. （1） dga’ ldan pad mo’i gzhal yas gtsug lag khang gI yon bdag leng ho hva
hva’I rkya / /

4. dga’ ldan sprul pa’I gtsug lag（2）khang khang gI yon bdag / je’u tsIn tsIn
gyi rkya / /

5. dga’ ldan myI g.yo’ gtsug lag khang gI yon bdag / bam tsheng gI rkya / /

6. （3） dga’ ldan mtha’ yas gtsug lag khang gI yon bdag / bam che’u ’do’i
rkya / /

7. dga’ ldan rgyal ba’I gtsug [lag khang ] gi （4） yon bdag / ’bu kvang zhI’i
rkya / /

8. dga’ ldan dri myed gtsug lag khang gI yon bdag / jeng deng ’do’i rkya / /

9. dga’ ldan （5） byams pa’I gtsug lag khang gI yon bdag cang tsIn tsin gyi
rkya / /

10. dga’ ldan rdo rje gtsug lag khang gI yon bdag /（6） [−−] then tse’i rkya/

IV. / cang sI ka’I khram tshan la / /

1. rIn chen ’od ’phrog gtsug lag khang gI yon bdag ’bog de’u （7） [...]

2. rIn chen ’bar ba’I gtsug lag khang gI yon bdag wang shIb tIg kyi rkya / /
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3. rin chen rnal ’byor gtsug（8） [lag khang ] gi yon bdag lI’u man tse’i rkya /
/

4. rIn cen bla myed gtsug lag khang gI yon bdag lI’u bun ’de’i rkya / /

5. （9） [(rin / rIn) che]n bsam yas gtsug lag khang gI yon bdag lve’i kvang
’do’i rkya / /

6. rIn cen dus gsum gtsug lag khang gi （10） yon bdag lI yen ’do’i rkya / /

7. rIn chen dom dam gtsug lag khang gI yon bdag / tong yu tsheng gI rkya / /

8. rin chen（11） bka’ thub gtsug lag khang gI yon bdag / do syang ’do’i rkya
/ /

9. rin chen ’od khyab gtsug lag khang gI yon bdag（12） do the’I beng gi rkya
/ /

10. rin chen chos grags gtsug lag khang gI yon bdag / cang ka cing gyi rkya / /

V. lI se’u lang gI （13） khram tshan la /

1. chos grags bsam yas gtsug lag khang gI yon bdag / bung shun shun gyi rkya
/ /

2. chos grags （14） [...g]tsug lag khang gI yon bdag / ser mdo skyes gyI rkya
/ /

3. chos grags bkra shIs gtsug lag khang gi yon bdag / （15） [...]g gI rkya / /

4. cos grags g.yung ’drung gtsug lag khang gI yon bdag lI tsun ’do’i rkya /

5. chos （16） [grags −−]’ ldan gtsug lag khang gI yon bdag bam sI ka’I rkya
/ /

6. chos grags gzI brjid gtsug lag khang （17） [−yon] bdag bam stag legs kyI
rkya / /

7. chos grags rgyas pa’I gtsug lag khang gI yon bdag / wang kvang che’u gyi
（18） rkya / /

8. chos grags don mdzad gtsug lag khang gI yon bdag / je’u tsin thong gi rkya
/ /

9. chos grags myI g.yo’ gtsug（19） lag khang gi yon bdag / bung hIng sheng
gi rkya / /

10. chos grags legs ldan gtsug lag khang gi yon bdag lI’u（20） stag snya’I rkya
/ /

VI. / leng ho zhun zhun gyI khram tshan la /

1. g.yung ’drung yang dag gtsug lag khang gi yon bdag （21） [leng] ho zhun
zhun gyI rkya / /
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2. g.yung ’drung dam pa’I gtsug lag khang gi yon bdag / leng ho an zhI’i rkya
/ /

3. g.yung drung（22） [±5] [g]tsug lag khang gI yon bdag / tsa bur ’do’i rkya
/ /

4. g.yung drung don dam gtsug lag khang gi yon bdag / sag （23） [...]

5. g.yung ’drung rdzu ’phrul gtsug lag khang gI yon bdag / ’ba’ bur ’do’i rkya
/ /

6. g.yung ’drung mnyam（24） [−− gtsug lag] khang gI yon bdag / Im ka cin
gyi rkya / /

7. g.yung ’drung byams pa’I gtsug lag khang gI yon bdag / im （25） [±4] gI
rkya / /

8. g.yung drung bla myed gtsug lag khang gi yon bdag / khang teng ’ba’I rkya
/ /

9. g.yung drung dge rtags （26） gtsug lag khang gI yon bdag / dze’u cu cu’i
rkya / /

10. g.yung drung yId bzhIn gtsug lag khang gI yon bdag / ke’u（27）dras kong
gi rkya / /

VII. / wang stagu’I khram tshan la / /

1. don dam rnal ’byor gtsug lag khang gI yon bdag / wang stagu（28） [...] /

2. don dam bla myed gtsug lag khang gI yon bdag / wang hva kun gyi rkya / /

3. don dam byams pa’I gtsug lag （29） [±7] wang kyvI yin gi rkya / /

4. don dam rdzu ’phrul gtsug lag khang gI yon bdag / wang sha ’do’i rkya / /

5. （30） [±8] [g]tsug lag khang gI yon bdag / keng tshe’I tse’i rkya / /

6. don dam mnyam nyId gtsug lag khang gi yon （31） [bdag...]n gyi rkya /

7. don dam myI g.yo’ gtsug lag khang gI yon bdag lI hva kog gi rkya /

8. don dam [...]

[譯]

IOL Tib J 575

1. …（1）ワンチョク（ウトパラ）・ネンヂョル（瑜伽）寺の施主　李セウセウ
のキャ

2. …（2）の施主　梁ゴゴのキャ

171



I. 張嘉藏のタムツェン：
1. 【サムイェ】　 　・…（3）寺の施主索べのキャ

2. サムイェ（無邊）・ドゥースム（三世）寺【の施主】…

3. （4）　　　〃　　・ミヨ（不動）寺の施主　氾ジュジュのキャ

4. 　　　　 　〃　　・…【寺の施（5）主】氾リツェンのキャ

5. 　　　　　〃　　・ネンヂョル寺の施主　氾リファクのキャ

6. （6） 　　 〃　　・リンチェン（大寶）寺の施主　張嘉藏のキャ

7. 　　　　　〃　　・タンニョム（行舍）寺（7）の…デイ/ヂェイ ティクの
キャ

8. 　　　　　〃　　・チョク（滿）寺の施主　索ジェウジェウのキャ

9. （8）　　　〃　　・…寺の施主 索グェングェンのキャ

10. 　　　　　〃　　・ヨンテン（功徳）（9）寺【の施主】…のキャ

II. 張ペンレクのタムツェン：
1. カムスム（三界）・ダクパ（遍布）（10）寺の施主　張ペンレクのキャ

2. 　　　〃　　　　・ラメー（無上）寺の施主　索（11）…【のキャ】

3. 　　　〃　　　　・ギャルワ（勝者）寺の施主　索クヮントンのキャ

4. 　　　〃　（12）・チョク寺の施主　索ヘイジェウのキャ

5. 　　　〃　　　　・シワ（止寂）寺の施主　（13）索ツィンベンのキャ

6. 　　　〃　　　　・ペンパ（利益）寺の施主　索プツェのキャ

7. 　　　〃　（14）・ドンゼ寺の施主　索コクツェンのキャ

8. 　　 〃 ・…寺の（15）施主　…

9. 　　 〃 ・ユンドゥン（永中）寺の…

10. …
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IOL Tib J 1357（A）（B）

I. …
1. 【ティメー（無垢） 】・…（1）寺…

2. 　　　〃　　　 　　　・…張テャイドのキャ（2）

3. 　　　〃　　　 　　　・… 【寺の施主】　張パルパルのキャ

4. 　　　〃　　　 　　　・…寺の施主　張（3）シュンシュンのキャ

5. 　　　〃　　　 　　　・ナムダク（清淨）寺の施主　…

6. 　　　〃　　　 　　　・…寺（4）の施主　康チンクヮンのキャ

7. 　　　〃　　　 　　　・ティンゲンズィン（三昧）寺の【施主】…のキャ

8. （5）　〃　　　 　　　・ギェーパ（廣大）寺の施主　王クヮンヒンのキャ

9. 　　　〃　　　　 　　・ドンダム（眞諦）寺の施主　（6）蘇ラマのキャ

10. 　　　〃　　　　 　　・ガンデン（兜率）寺の施主　令狐セウヒンのキャ

（朱字:） （7）[...] デルツェのギェウジェ（brgye’u rje）ギェレ・ペンレクの
ツェン

II. 張ラレクのタムツェン:

1. ナムダク・（8）ガンデン寺の施主　張ラレクのキャ

2. 　　〃　 ・ガーヲ（難陀）寺の【施主】…（9）のキャ

3. 　　〃　 ・ヨンテン寺の施主　索ウェンコクのキャ

4. 　　〃　 ・ペーモ（蓮華）寺（10）の施主　宋ツィンフィのキャ

5. 　　〃　 ・ドンドゥプ（悉達）寺の施主　陰ヒン（興？）云のキャ

6. 　　〃　 ・（11）リンチェン寺の施主　陰ヒンジェウのキャ

7. 　　〃　 ・ドンゼ寺の施主　宋（12）ゼウツェのキャ

8. 　　〃　 ・ナンゼ（大日如來）寺の施主　張ツィンツェのキャ

9. 　　〃　 ・チャ…（13）寺の施主　張ディクドのキャ

10. 　　〃　 ・ターイェ（無邊）寺の施主　漢テン…の（14）【キャ】
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III. 氾タクジクのタムツェン:

1. ガンデン・ヂュンネー（根源）寺の施主　氾タク（15）【ジクのキャ】

2. 　　〃　・ネーギシェルイェ7（？ 聖地無量）寺の施主　令狐小郎のキャ
（IOL Tib J 1357B）

3. （1）〃　・ ペーメーシェルイェ（蓮華無量）寺の施主　令狐フヮフヮ（華
華?）のキャ

4. 　　〃　・トゥルパ（變化）寺（2）の施主　趙ツィンツィンのキャ

5. 　　〃　・ミヨ寺の施主　氾清のキャ

6. （3）〃　・ターイェ寺の施主　 氾超奴のキャ

7. 　　〃　・ギェルワ寺の（4）施主　武光兒のキャ

8. 　　〃　・ディメー寺の施主　鄭デンドのキャ

9. 　　〃　・（5）ヂャムパ（彌勒）寺の施主　張ツィンツィンのキャ

10. 　　〃　・ドルジェ（金剛）寺の施主　（6）…テンツェのキャ

IV. 張寺加のタムツェン:

1. リンチェン・ ウートク（放光）寺の施主　穆デウ（7）…【のキャ】

2. 　　　〃 　・バルワ（増廣）寺の　施主　王シプティクのキャ

3. 　　　〃 　・ネンヂョル（8）寺の施主　劉滿子のキャ

4. 　　　〃 　・ラメー寺の施主　劉ブンデのキャ

5. （9） 〃 　・サムイェ寺の施主　雷廣奴のキャ

6. 　　　〃 　・ドゥースム寺の（10）施主　李延奴のキャ

7. 　　　〃 　・ドムダム（勝義）寺の施主　董ユツェンのキャ

8. 　　　〃 　・（11）カートゥプ寺の施主　杜像奴のキャ

9. 　　　〃 　・ウーキャプ（光護）寺の施主（12）　杜太平のキャ

10. 　　　〃 　・チョーダク（法稱）寺の施主　張加珍のキャ

7テキストには gzhal nasとあるが、意味をなさない。今、gzhal yasと讀む。
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V. 李セウランの（13）タムツェン：
1. チョーダク・サムイェ寺の施主 奉シュンシュン順々のキャ

2. 　　　〃　　・（14）…寺の施主 薛ドキェのキャ

3. 　　　〃　　・タシ（吉祥）寺の施主 （15）…のキャ

4. 　　　〃　　・ユンドゥン寺の施主 李ツンドのキャ

5. （16）〃　　・【ガンデン】寺の施主 氾シカ（寺加？）のキャ

6. 　　　〃　　・シジー（嚴格）寺（17）の施主 氾タクレクのキャ

7. 　　　〃　　・ギェーパ寺の施主 王クヮンチェウの（18）キャ

8. 　　　〃　　・ドンゼ寺の施主 趙ツィントンのキャ

9. 　　　〃　　・ミヨ寺（19）の施主 奉ヒンシェンのキャ

10. 　　　〃　　・レクデン（具善）寺の施主 劉（20）タクニャのキャ

VI. 令狐シュンシュンのタムツェン：
1. ユンドゥン・ヤンダク寺の施主（21） 令狐シュンシュンのキャ

2. 〃 ・ダムパ寺（聖人） の施主 令狐晏兒のキャ

3. 〃 ・（22）…寺の施主 ツァ（tsa）佛奴のキャ

4. 〃 ・ドンダム寺の施主 索（23）…

5. 〃 ・ズントゥル（神通）寺 の施主 馬佛奴のキャ

6. 〃 ・ニャム（24）…寺の施主 陰嘉珍のキャ

7. 〃 ・ジャムパ寺の施主 陰（25）…のキャ

8. 〃 ・ラメー寺の施主　康テンバのキャ

9. 〃 ・ゲタク（善徴）（26）寺 の施主 曹チュチュのキャ

10. 〃 ・イーシン（如意）寺の施主 高（27）デーコンのキャ

VII. 王タグのタムツェン：
1. ドンダム・ネンジョル寺の施主 王タグ（28）【のキャ】

2. 　　　〃　・ラメー寺の施主 王フヮクンのキャ

3. 　　　〃　・ヂャムパ寺（29）の施主 王キィインのキャ

4. 　　　〃　・ズントゥル寺の施主 王像奴のキャ
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5. （30）〃　・…寺の施主 ケン・ツェイツェイのキャ

6. 　　　〃　・ニャムニィ（平等）寺の施（31）主 …のキャ

7. 　　　〃　・ミヨ寺の施主 李フヮコクのキャ

8. 　　　〃　・…

3 人物の所屬

3.1 IOL Tib J 1357（A）（B）

當文書三斷片に登場する漢人の多くが他のチベット語文書および漢語文書に現
れるが、最も共通する人物が多いのが、Pelliot chinois（以下、P.ch.と略）2162v

「左三將納丑年突田歴」[池田 1979, p.543, No.250]8である。チベット支配期にかか
る敦煌漢語文書で、左三將に屬する漢人が丑年分の突税を納入したリストである。
將とはチベット語のツェン（tshan. チベット獨自の軍事行政單位）にあたる語で、
軍千戸（stong sde）の下部組織である。一つの軍千戸には左右 10ずつ、合計 20の
將が置かれ、一つの將には 50の戸が屬した。將のリーダーである將頭はチベット
語の lnga bcu rkang「五十戸長」にあたる9。しかしこの文書は左端が欠損してお
り 29人分の記録を殘すのみである。
まず、IOL1357、P.ch.2162v兩者のうち確實に共通する人物を以下に擧げる。な

お、各人に付けられた番號のうち、P.ch.2162項の方は池田 [1979, p.543]の行番
號に對應し、IOL1357項の方は本稿テキストで使用した番號に對應する。例えば
（III-3）とある場合は、タムツェン IIIの 3番目の意である。

表 2

P.ch.2162v IOL1357

張寺加 （12） cang si ka （IV）
劉滿子 （13） li’u man tse （IV-3）
張加珍 （17） cang ka cing （IV-10）
李延奴 （18） li yen do （IV-6）
杜太平 （19） do the’i beng （IV-9）
令狐小郎 （23） leng ho si’u lang （III-2）
氾清 （24） bang tsheng （III-5）
武光兒 （28） ’bu kvang si （III-7）

8代表的研究に池田 [1990, pp.51-55]、姜 [1984, pp.13-16]、楊 [1986, pp.380-387]がある。
9以上、將とツェンについては Takeuchi [1994]參照。
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表 2の通り、29人中 8人が確實に共通している。さらにP.ch.2162vを詳細にみる
と、そこに名前の省略があることがわかる。すなわち、P.ch.2162v（4）に「十二
月廿九日杜平納一駄半　李延駄六斗　小五斗」とあるが、杜平は明らかに（19）の
杜太平、李延は（18）の李延奴である。このような省略方法を念頭に置くと、さ
らに共通する可能性のある人物が複數浮かび上がる。

表 3

P.ch 2162v IOL1357

陰云 （8） ing hIng ’un =陰 [興 (?)]云 （II-5）
劉問 （16） li’u bun ’de =劉問’de （IV-4）
雷廣 （20） lve’i kvang do =雷廣 [奴] （IV-5）
董清 （21） dong yu tsheng =董 yu清 （IV-7）
氾超 （25） bang che’u ’do = 氾超 [奴] （III-6）

合計すると、P.ch.2162vの 29人と IOL1357の 68人の間で、實に 13人が共通した
ことになる。また、共通する人物の配列を比較すると、P.ch.2162vの（12）張寺
加から順に（21）董清までの 10人中、8人までが IOL1357のタムツェン IVと合
致する。さらに、（23）令狐小郎から順に（28）の武光兒までの 6人中、4人がタ
ムツェン IIIと合致する。これらは、兩文書が同じ集團について作成されているこ
と、そして近接した時期に書かれたことを強く示唆する。つまり IOL1357に現れ
る漢人たちの所屬は P.ch.2162vと同じ左三將に屬したとみてよい。
また、チベット語文書台灣 125（物品の納入記録）10から、4人の共通する人物
を見つけることができた。

表 4

台灣 125 IOL1357

ゴーサル千戸の張シュンシュン（cang zhun

zhun） (l.6)

cang zhun zhun (I-4)

ゴーサル千戸の令狐シュンシュン（leng ho

zhun zhun） (l.34)

leng ho zhun zhun (VI-1）

ゴーサル千戸の武光兒（’bu kvang zhi）(l.56)* ’bu kvang si （III-7）
ゴーサル千戸の蘇ラマ（su lha ma）(ll.73-74) su lha ma (I-9）

10寫眞は『敦煌卷子』[vol.3]が、テキストは上山 [1990a]がある。ただしその納入された物品に
ついて、上山 [1990a, p.403]は不明とし、高田 [2001（2005）, pp.109-110]は經典であるとする。
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* 上山 [1990a, p.408]では、’bu ka zhi11

台灣 125に據れば 4人はみなゴーサル千戸に所屬する。ゴーサル千戸とは、チベッ
ト支配期の漢語文書に現れる「三部落」、すなわち、ゴーサル千戸（rgod sar kyi

sde: 曷骨薩部落）、トンサル千戸（stong sar kyi sde: 悉董薩部落）、ニンツォム千
戸（snying tsoms kyi sde: 寧宗部落）の一つである12。そこで、左三將の所屬は
ゴーサル千戸であると判明する。

3.2 IOL Tib J 575

一方の IOL575も檢討してみよう。タムツェン Iのトップと I-6に現れる cang ka

dzo（=張嘉藏）は他のチベット語文書にもみえる [Takeuchi 1995, p.258]。

rgod sar gyi sde / cang ka dzo’i tshan / cang kun tshes

ゴーサル千戸 張嘉藏のツェン【内の】張君子

（IOL Tib J 844 = Ch. 80. v 1 = vol. 53. fol. 39）13

この文書に據れば、張嘉藏はゴーサル千戸の將頭である。チベット語文書Pelliot

tibétain（以下、P.t.と略）2218+Ch.73,xv.frag.1214中のCh.73.xv.frag.12（l.11）に
も彼がダルツェン（dar tshan. 軍事單位？）15のトップとして現れる。IOL575で
は張嘉藏はタムツェンの頭であるが、その配下の 10人もまたゴーサル千戸所屬で
あり、また竝行して記されるタムツェンもゴーサル千戸所屬であるとみるのが自然
であろう。なお、Ch.73.xv.frag.12（l.18）には、張嘉藏のダルツェンの配下の者と
してゴーサル千戸の張’bye’i tigがいるが、彼は張嘉藏のタムツェン下にいる’bre’i

/ ’bye’i tig（IOL575 I-7）と同一人物かも知れない。
さて、IOL575、1357A、Bに現れる人物は全てゴーサル千戸所屬であり、特に

1357はそのうちの左三將所屬であることを確認した。三斷片の書體、紙の特徴が
類似することは先に述べたが、その記される人物が共にゴーサル千戸所屬である
ことも確認できた今、元來一連の文書であったと考えるべきであろう。

11漢語契約文書 P.ch.3422vにも「曷骨薩部落百姓武光兒」として現れる [唐・陸, vol.2, p.93]。
12漢語文書中における「三部落」の内訳については拙稿 [岩尾 2003, pp.9-14]參照。
13テキスト及び譯は、Thomas [1951, p.41]、Takeuchi [1995, pp.257-259]參照。
14寫眞は Spanien and Imaeda [1979, pl.636]を、譯注は Takeuchi [1995, p.258]參照。
15ダルツェンの解釋については Takeuchi [1994, pp.859-860, n.30]參照。
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3.3 文書の紀年

當文書の書かれた時期は何時であろうか。上述の通り、IOL1357とP.ch2162vに
は複數の人物が重複して現れるのであるから、すなわち兩文書はさほど變わらな
い時期に作成されたはずである。池田は、P.ch.2162vの作成年代を丑年の翌年つま
り寅年とし、その寅年を疑問符つきながらも 822年と推定する [池田 1979, p.543,

No.250]16。池田は推定の根據は示していないが、この推定が正しいとするならば、
當文書もやはり 822年前後に作成されたということになる。
この年代比定を檢證するため、登場する漢人の年代をみてみよう。まず Im ka

cinなる人物が IOL1357のタムツェンV-6に現れるが、明らかに『大番故敦煌郡陰
處士功徳記』（P.ch.4638）17に「大蕃瓜州節度行軍兼沙州三部落倉曹及支計等使」と
して現れる（陰）嘉珍や、スタインチベット語文書Fr. 66（ll.5-6）に現れる「沙州の
倉曹、陰嘉珍」（sha cu’i stsang mngan Im ka cin）と同一人物である18。IOL1357

では、彼はゴーサル千戸の一員であるに過ぎないが、倉曹を兼任したのか後に任
じたのかもしれない。『陰處士功徳記』の文末にある日附は歳次己未年四月壬子朔
十五日丙寅、つまり 839年 4月 15日である。P.ch.2162vの作成年代である寅年の
うち、直前の 834年は年代が近過ぎるであろうから、822年かそれ以前の 810年が
ふさわしい。
他の人物もみてみよう。IOL1357A、I-8の王クァンヒンは契約文書 P.t.1095と

P.t.1086に現れるが [Takeuchi 1995, pp.145-147, 165-166]、後者についてTakeuchi

[1995, p.165]は 819年か 831年に書かれたとみる。また IOL1357B、VII-1の王タ
グは契約文書 P.t.1098 と P.t.1297 pièce 1において、證人の一人として現れるが
[Takeuchi 1995, pp.264-267, 196-197]、後者の年代をTakeuchi [1995, p.196]は 832

年か 844年におく。
また『無量壽宗要經』の寫經生・校正人として現れる人物には、張ペンレク（IOL575

II）、張シュンシュン（IOL1357A I-4）、張ラレク (IOL1357 II)、令孤晏兒（leng ho

an zhI. IOL1357B）、張寺加（IOL1357B IV）19がいる20。同經はツェンポ、チツ

16姜 [1984, p.15]、楊 [1986, p.380]（「P六一二六」とあるが「P二一六二」の誤寫）も池田の推
定を踏襲する。

17テキストは蒋・羅 [1924, ff.7a-10a]、唐・陸 [1986-90, vol.5, 221-227]、鄭 [1992, pp.33-38]參
照。同内容の寫本に P.ch.4640がある。

18陰一族は敦煌における名家である。彼等の事績については藤枝 [1961, pp.244-247]に詳しい。
19張寺加は漢語『金有陀羅尼經』の寫經者としても現れる [高田 2000（2005）, p.137]。また漢語
文書中にて張寺嘉や張似嘉としても現れるという（[鄭 1998, p.196]、[Takata 2000, p.61, n.29]）。

20各地に収藏される同經の寫經生・校正人リストを參照した。リストは多數發表されているが、筆
者が把握しているのは次の通り。[西岡 1984]（佛藏: チベット語）、[Savitsky 1984]、[Savitskij 1991,
pp.103-104]（以上露藏: チベット語）、[高田 2000（2005）, p.138]（北京藏: チベット語）、[黄 1982]
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クデツェン（815-841在位）[山口 1978, pp.18, 20]の時より寫經されたのであるか
ら21、彼らの年代が 9世紀前半であることは間違いない。
彼らの年代は全て 9世紀前半であり、822年かそれ以前という推定と矛盾しな

い。その點、池田の年代推定はおよそ首肯し得るものである。そこで、當文書の
年代についてもおよそ 822年前後か、早くて 810年前後あたりに置くことができ
るのである。
なお、先述の通り當文書の漢人は台灣 125にも現れる。上山 [1990a]は、敦煌に
おける漢人二部落（ゴーサル千戸とトンサル千戸）の設置が 832年、という山口
瑞鳳説 [山口 1980, p.27]を前提として、台灣 125の紀年（寅年）を 822年と結論す
る。しかし、既に拙稿で述べた通り山口説の議論は根據が誤っており、漢人二部
落の成立年代は再考する必要がある [岩尾 2003, pp.11-15]。從って上山の年代比定
は採用できない。今、考察に加えない所以である。

4 寺院の實在性とリストの目的
さて、テキスト中では各タムツェン（khram tshan）に 10人が屬し、その 10人

はそれぞれのツクラカン（gtsug lag khang）の施主となっている。ツクラカンの名
の前半はタムツェンごとに共通しているが、後半はそれぞれ異なる。例を擧げる
と、IOL Tib J 575のタムツェン IIのツクラカンをみると、共通して khams gsum

を名の前半にもつ一方、後半は grags pa, bla myed, rgyal ba等というように全て
異なる。タムツェンごとに一つの佛教組織を支える一方、構成員はその佛教組織
に屬する施設を擔當する、という形になっているのであろう。
ツクラカンは古くよりある語で、『翻譯名義大集』[榊 1926-27, No.9152.2]では
サンスクリットのVihāra、つまり佛殿、淨舍、寺の意にあてられている。P.t.999

（ll. 2-3）には lung hung sI’i gtsug lag khangとあるが22、lung hung sIは當然敦
煌大寺の一つ、龍興寺であるから、敦煌においても gtsug lag khangが「寺」を指

（甘肅省各機關藏: チベット語）、[傅・楊 2004-05]（敦煌市藏: チベット語）、[曾 2003]（甘肅省藏:
チベット語）、[藤枝 1961, pp.281-283]（英、北京藏: 漢、チベット語）、[上山 1988]、[上山 1990b,
pp.441-451]（以上各機關藏: 漢、チベット語）。

21844年に記されたチベット語文書 P.t.999（ll.1-2）に、チツクデツェンのために同經を寫したと
ある。P.t.999の寫眞は Spanien and Imaeda [1979, pl.308]參照。譯注については Imaeda [1998]
など複數ある。詳細は Imaeda [1998]および Imaeda et al. [2007, p.32]にあるが、最新の情報はそ
の web版 Old Tibetan Documents Online（http://otdo.aa.tufs.ac.jp/）にあるのであわせて參照
されたい、なお、同經の寫經年代とその状況についてはまた藤枝 [1961, pp.276-277]、西岡 [1985]、
上山 [1988; 1990b, pp.451-452]などを參照されたい。

22P.t.999については前註參照。
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すのは間違いない。
さて、當文書に載る人名が敦煌の漢人であるので、各ツクラカンつまり寺が敦煌

域内にあった、との假説が當然立つであろう。Thomas [1951, p.88]は、敦煌にこれ
らの寺院が存在したと考えたようだ。しかしこれはあり得ない。何故なら、チベッ
ト支配期敦煌にあった大寺とは明らかに名前が一致しないのである。土肥 [1980,

pp.356-357]に據って敦煌に在った大寺を列擧すると、龍興寺、蓮臺寺、大雲寺、報
恩寺、永安寺、靈圖寺、乾元寺、開元寺、永康寺、永壽寺、金光明寺、靈修寺、普
光寺、大乘寺、安國寺、聖光寺、があり、また 835、6から 840年代の記録には永
康寺、永壽寺が現れず、三界寺、淨土寺が加わる、という。これら諸寺の名と、當
文書に現れるチベット語の各ツクラカンの名は一致するところがほとんどない23。
そもそも、敦煌の寺はチベット語文書にても漢語音寫で記されていたらしい。これ

は上述のP.t.999の例や、チベット語で記された敦煌寺名リスト（P.t.994: [藤枝 1961,

p.268]）から分る。しかし當文書の寺名は明らかにチベット語の佛教術語で構成さ
れているのである。以上の點から見て、當文書に現れる諸寺は敦煌内の諸寺のこ
とではない、と判斷できる。
では、これら諸寺は何處にあったのか？ これらの場所を同定し得るような史料

の存在を筆者は知らない。しかしむしろ考慮すべき點は他にある。リストに記さ
れるような寺院が本當に存在したのかどうか、という點である。本リストが示唆
するのは、千戸の屬戸が 10戸ずつタムツェンなる組織に屬すること、そして各タ
ムツェンは一つの寺の施主となり、その各寺には均等に 10の施設（おそらく佛堂
のようなもの）が存在するという状態である。千戸には文字通り 1000の戸が屬す
ると考えられるから [Takeuchi 1994]、千戸には 100のタムツェンがあったことが
予想される。寺院はタムツェンによって異なっているから、最大で 100あったこ
とになり、しかもその各々には均一に 10の佛堂があったことになる。このような
畫一的な状況はあまりにも現實離れしている。
翻ってリストを見返すと、その主眼は各施主の「キャ」を一覽するためのもの

である。既に前稿 [岩尾 2007]で述べた通り、キャとは徴税單位である。さらに、
記載されるのは新たに作成された組織ではなく、既存の行政組織であるゴーサル
千戸の左三將をそのまま蹈襲したものである。そうすると、このリストは佛教界
に納入寄進するための組織的な徴收が目的であって、畫一的に列擧される寺院は、
むしろ名目として設定されたものに過ぎない、と考えられるのである。
事實、チベット支配期に佛事を目的として徴税した例は漢語、チベット語兩文

23唯一可能性があるのは IOL575に現れる khams gsum（三界）と三界寺であるが、その他が合
致しないことからすると偶然の一致とみて良いだろう。
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書に散見される。先ほど利用した P.ch.2162vにおいても、納税の目的として「一
千人齋」（4, 6, 11, 20, 21）、「四百人齋」（6, 17, 26）、「四萬人【齋】」（19,29）な
ど、齋會のための納入寄進が確認できる。また、チベット語文書 S.10647+P.t.1111

（ll.6-11, 17-24）において、敦煌内の寺院における支出を敦煌の公倉が補填してい
る例がみられる24。以上の點からすると、當文書は政府が作成した佛事供養のため
の納入寄進用リストであるとみてほぼ間違いないだろう。

5 タムツェン
さて、當文書には檢討を要する術語が現れる。その一つがタムツェンである。

Thomasはこの語を “Khram account”とするのみである [Thomas 1951, p.88]。一
方、Takeuchiはチベット語ツェン（tshan. 「集團」）に關する論考中において、土
地區畫文書において竝行して現れるタムツェンやギャツェン（brgya tshan）に注
意し、これらは經濟的な役割を果たす單位ではないか、と推定する [Takeuchi 1994,

p.854]。Takeuchiも引用する地界に關する文書Ch.79.xiv.5には次のようにある。

shug zhing dor nyi shu rtsa [...mchis] pa’i sa mtshams ni / / shar nyam

kan mog la dven khram tshan gyi [...] khri tang bor khram tsan gyi

phong zhing la thug / / nub da myi bong tshe khram [tshan kyi shug

zhing la thug] / / lho khar go mu sge’i lam pho che la thug / /

樹園二十…ドルの地界
東：ニャムカンモクラドェンの…。チタンボルゴのタムツェンの荒地
に到る。
西：ダミボンツェのタムツェンの樹園に到る。
南：カルゴムゲの大道に到る。

（Ch.79.xiv.5. ll.11-13）25

この記述からみると、タムツェンとは土地に關係する集合單位のように考えられ
る。また P.t.1078bisにおける土地に關する記述にタムが現れる。

gna’ rgya’I tshe nas mu sbrel du mchis pa las / / slad gyis sha cu pa

rkyar sbyard / [...] （16） gyI rkya zhing dor phyedang drug drug

24王・陳 [1987, pp.20-21]、Imaeda et al. [2007, pp.141-142]、拙稿 [Iwao forthcoming]參照。
25寫眞は Thomas [1955, pl.VI]、テキストは Thomas [1951, p.364]、Takeuchi [1994, p.854]參
照。
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mnyaM bar khram du btab pa las / / zhing yig dkar cag ’dris pa’I ’og

du [...]

以前、【王ゴーコンと杜コクユンは】中國【支配】の時より畝續きに居
たが、後に沙州【漢】人はキャに屬された。…のキャの土地 5.5ドルづ
つを、一緒にタムに記して（lit.建てて）26 、土地帳を記載したあとで、

（P.t.1078bis, ll.15-16）27

ここでは土地を登記する際に「タムに記した」khram du btab paという語が現
れる。
さて、當文書ではタムツェンは 10戸のキャによって構成される。キャは徴税單
位でありまた土地單位でもある [岩尾 2007]。そこで、タムツェンとは一定戸分（當
文書によれば 10戸）の土地を管理する單位であった、と考えられる。
さて、タムは中央チベットに關する編年記事『編年記』28にも社會語彙としてし
ばしば現れる。今檢討した敦煌およびその周邊地域におけるタムツェンと、『編年
記』におけるタムがどのような關係にあるのか、興味深い問題であるがそれにつ
いて述べるには些か紙幅が足りず、また本稿の目的からも外れる。稿を改めて論
じたい29。

6 ギェウジェ
もう一つ檢討すべき術語がギェウジェ（brgye’u rje）である。この語は rgya’u rje

/ rgye’u rjeとしても現れるが（P.t.1077）、明らかに brgya「100」に縮小辭の-uが

26khramを前稿 [岩尾 2006, pp.6, 24, n.46]において khumと讀んで「保證、負擔」の意と解釋し
た。一方で同じ個所を王・陳は khramと讀み [王・陳 1983b, p.80]、「木簡」と解釋していたのだが
[王・陳 1983a, p.45]、採用しなかった。文脈からみて「木簡」がまず文脈に合わないこと、khum
と讀むと一應の文脈に沿った解釋ができること、の二點により、上述のように解釋したのである。
しかし脱稿後、やはり文字としては khramと讀むべきであるとの結論に至り、筆者も編者の一人
となった Imaeda et al. [2007, p.124]では khramと讀み直した。ただしここでの khramの意味は
明らかに「木簡」ではない。

27寫眞は Spanien and Imaeda [1979, pl.423]を、譯注は王・陳 [1983a, b]、拙稿 [岩尾 2006]を
參照。また、Imaeda et al. [2007, pp.124-125]とその web版にはテキストと先行研究リストがあ
るので參照されたい。

28P.t.1288 + IOL Tib J 750. Bacot et al. [1940-1946, pp.13-52]をはじめとして多くの研究が
あるがそれについては、Imaeda et al. [2007, p.230]とその web版參照。

29なお、『編年記』中のタムについて石川の論考がある [石川 1999]。石川に據ると、『編年記』中
においてタムが現れるのは 6件で、それらは財政關係の 4件と、軍政關係の 2件に分けられる。
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付加されたものである。これが千戸内におかれた役職であることが、P.t.108730の
一節より明らかである。

man] chad stong pon stong chung dang brgye’u rje lnga rkang la

以下、千戸長、千戸小長、ギェウジェ、五十戸長（lnga【bcu】 rkang）
に對し、

（P.t.1087, l.2）

gnya’ bo rnams kyis shan shan khrid de / sde’i dpon sna / stong pon

stong chung dang brgye’u rje lnga rkang gi sug par ’bul zhing

保證人たちはシェンシェン（人名）を引き連れて、【千】戸の諸役人で
ある千戸長、千戸小長、ギェウジェ、五十戸長（lnga rkang = lnga bcu

rkang）の手に引き渡し、

（P.t.1087, ll.6-7）

さてこのギェウジェに關して、UrayとTakeuchi兩氏は些か異なる解釋をする。
Urayの説は、まず『編年記』中に現れるトンブジェ（stong bu rje）についての
考察が基盤にある [Uray 1964, pp.186-187; 1982, p.546]。Urayは、『編年記』707

年の記事（IOL Tib J 750, l. 164）に、「ガギャ（lnga brgya）【という役職が新た
に】トンブジェに任命された」、とあることに注目した。トンブジェは、縮小辭ブ
（bu）を伴うトン（stong.「千」）にジェ（rje.「主」）が附き、合わせて「小さい 1000

の主」と解し得る。一方でガギャとは「500」の意であるから、（名目的であるか
實際にそうかは別にして）元來は 500人（または戸）からなる集團であるとする。
そこで、「小さい 1000」とはすなわち 1000の半分であって、トンブジェはおよそ
500人を統率した、と考えるのである。トンブジェとギェウジェはどちらも數詞＋
縮小辭という構造をもつ。そこでギェウの場合もトンブと同樣に解釋し、ギェウ
ジェとは「100の半分の主」の意である、とするのである。なお、そうであれば五
十戸長と職掌が重なるが、Urayは職掌の違いを不明とするのみである [Uray 1982,

p.548]。
一方、TakeuchiはUrayの語義解釋をほぼ認めるが、ギェウジェと五十戸長が異

なる役職である、とする點について反對し、ギェウジェはその單語の意味からみ
ても、文脈からみても、五十戸長と同義語である、とする [Takeuchi 1994, p.849]。

30寫眞はSpanien and Imaeda [1979, pl.434]、テキストと關連研究については Imaeda et al. [2007,
p.132]とその web版參照。
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當文書のギェウジェからどの樣なことが言えるだろうか。注目すべき點は、ギェ
ウジェの職にある人物、ギェレ・ペンレク（gye re ’phan legs）である。彼はその
姓から判斷してチベット人でも漢人でもない。一方、五十戸長または將頭は必ず
漢人である31。チベット支配期の河西回廊において、その出自によって就くことの
できる役職が固定されていたことを想起するならば32、五十戸長＝ギェウジェで
あればギェウジェは漢人であるはずなのである。しかし、少なくともギェレ・ペ
ンレクは非漢人である。これはTakeuchi [1994]のギェウジェ＝五十戸長説と矛盾
する。
では、ギェウジェは何戸を屬下においたのであろうか。ギェレ・ペンレクに屬

するタムツェンの數は少なくとも 6つであるから、屬下には少なくとも 60戸がい
た。これが一般的な姿なのか、それとも例外に屬するのか、一例しかない現時點
ではいずれとも判斷しがたい。もし假にUrayの語義解釋が正しいとすると、ギェ
ウジェは 50戸を統括する長であって、當文書は例外に屬することになる。ただし
その場合に問題となるのは、ギェウジェの役職と漢人の五十戸長とのそれが重な
りあうことである。しかし私見によれば、當時の敦煌において、チベット人の職
と漢人の職が正・副の對で設置されていたことを想起すれば説明することはでき
る33。すなわち、他のチベット職と同じ樣に、非漢人のギェウジェとは漢人の五十
戸長を監督するための上級職として設置された、と解釋するのである。
いずれにせよ、現在の史料状況ではギェウジェが統括した戸數について最終的

な判斷はできない。今、ギェウジェと五十人長とは別の職であること、前者は非
漢人が擔い、後者は漢人が擔うこと、そしてギェウジェは五十人長よりも上級の
職であることを指摘するにとどめたい。

7 おわりに
以上、スタイン蒐集敦煌チベット語文書 IOL Tib J 575、1357A、Bについて、
主にそこに現れる漢人について檢討し、また重要と思われる二術語について簡單
な考察を加えた。しかし、このリストが作成された事情、すなわち架空の佛教寺
院をでっちあげてまでして寄進リストが作成されたその意圖が何だったのか、に

31Takeuchi [1994, pp.848-853]に收集された將頭または五十戸長の例を見よ。
32例えば千戸の長官である千戸長は必ずチベット人がなり、その副官である千戸副長は漢人が
擔った。P.t.1089に載る官職リストには、チベット人用の職、吐谷渾・スムパ人用の職、漢人用の
職の區別が現れる。P.t.1089の譯注（代表的なものに Lalou [1955]、山口 [1980]がある）を參照さ
れたい。テキストと關連研究は Imaeda et al. [2007, pp.133-137]とその web版參照。

33前注參照。

185



ついてまで議論を展開する餘裕はなかった。あるいはその背景には、9世紀前半の
チベットにおける佛教勢力の擴大―そのために特に敦煌では大規模な寫經事業が
展開された―があったのかもしれない。以て今後の課題としたい。
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